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B
.
革
命
の
人
達
に
と
っ
て
「
友
愛
」
原
則
の
明
示
の
不
在
と
「
平
和
」
(
「
征
服
戦
争
放
棄
」
)
原
則
の
成
立
と
の
関
連

E
.
同
HEgd志
の
法
思
想
史
的
検
討
と
革
命
の
現
実

A
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U
E
R
S
-尽
の
人
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遍
的
(
コ
ス
モ
ポ
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ィ
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ユ
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ヤ
・
キ
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ト
教
的
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b
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近
世
合
理
・
人
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主
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(
自
然
法
)
的
起
源

B
・閉

HEmB志
の
フ
ラ
ン
ス
国
民
的
(
ナ
シ
ォ
ナ
ル
な
)
観
念
の
形
成
と
支
配

a.
フ
ラ
ン
ス
の
「
パ
ト
リ
オ
テ
イ
ス
ム
」
の
思
想
的
形
成
過
程

b
.
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
公
法
原
則
と
し
て
の
成
立
(
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
を
打
破
し
て
自
由
・
平
等
の
国
民
国
家
を
創
造
)
す
る
「
パ

ト
リ
オ
テ
イ
ス
ム
」
と
し
て
の
「
友
愛
」
原
則

(
1
)
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
「
友
愛
」
と
「
Z
呂
。
ロ
」
と
「

E
豆町」

(2)
「
自
由
・
平
等
」
の
新
し
い
「
国
民
国
家
」
(
社
会
・
国
家
組
織
」
)
を
創
造
す
る
「
国
民
」
が
、
そ
の
「
国
家
」
を
「
祖
国
(
パ

ト
リ
イ
)
」
と
し
て
愛
し
協
力
一
致
し
て
創
り
出
す
紳
と
し
て
の
「
祖
国
愛
(
パ
ト
リ
オ
テ
イ
ス
ム
)
」
と
な
る
「
友
愛
」

E
.
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
二
つ
の
憲
法
的
「
人
権
宣
言
」
と
二
つ
の
「
平
和
宣
言
」

ー
そ
の
公
法
原
則
と
一
七
八
九
|
一
七
九
四
年
の
現
実

A
.
二
つ
の
「
人
権
宣
言
」
(
一
七
八
九
・
一
七
九
三
年
)

B
.
二
つ
の
「
平
和
宣
言
」

(
a
・
d
)
と
二
つ
の
「
好
戦
宣
言
」

(
b
-
C
)

a.
一
七
九
O
年
(
制
憲
議
会
)
の
「
平
和
宣
言
」
(
「
征
服
戦
争
放
棄
」
)

b
.
-
七
九
二
年
(
四
月
二
O
日
)
「
対
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
宣
戦
布
告
」
と
反
戦
論
の
挫
折
(
「
ピ
ル
ニ
ヅ
ツ
宣
言
」
の
挑
発
)

c.
ジ
ロ
ン
ド
派
の
「
友
愛
宣
言
」
(
「
自
由
の
十
字
軍
」
)
と
「
憲
法
草
案
」
(
一
七
九
三
年
二
月
一
五
|
一
六
日
、
国
民
公
会
に
提
案
、

不
採
決
)

d
.
ジ
ヤ
コ
パ
ン
(
モ
ン
タ
ニ
ャ

l
ル
)
憲
法
(
一
七
九
三
年
六
月
二
回
目
、
国
民
公
会
採
決
、
後
施
行
停
止
)
の
「
平
和
宣
言
」
(
「
内

政
不
干
渉
」
)

c.
極
少
数
の
反
戦
・
平
和
論
の
主
張
と
教
訓
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フランス革命における自由・平等・友愛と平和原則の成立と近代憲法的(今日的)意義

a.
パ
ル
ナ
l
ヴ
の
穏
健
反
戦
・
平
和
論

b
.
ロ
ベ
ス
ピ
エ
l
ル
の
急
進
反
戦
・
平
和
論
の
再
検
討

結
び
に
代
え
て
1

フ
ラ
ン
ス
革
命
憲
法
の
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
」
と
「
平
和
」
宣
言
の
理
念
と
現
実
の
歴
史
的
・
今
日
的
意
義

前
置
き

losszbNOと
第
一
次
世
界
大
戦

フ
ラ
ン
ス
第
E
共
和
制
の
行
政
法
の
大
家
。
2
8ロ
ね
お
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
開
始
の
翌
年
、
素
早
く
「
戦
争
の
事
実
に
起
因
す
る

(
1
)
 

諸
損
害
の
完
全
な
補
償
」
と
題
す
る
大
論
文
を
発
表
し
た
。
二
O
世
紀
に
、
「
近
代
」
戦
争
(
国
民
国
家
、
近
代
兵
器
に
よ
る
)
か
ら
「
現

代
」
戦
争
(
世
界
性
、
全
体
性
(
軍
人
と
市
民
の
区
別
無
き
総
力
戦
)
、
大
量
殺
裁
・
破
壊
兵
器
の
発
達
と
惨
禍
の
飛
躍
的
拡
大
、
テ
ロ
・

(2) 

ゲ
リ
ラ
の
効
用
)
に
移
行
し
、
そ
の
現
実
を
露
わ
に
し
始
め
た
移
行
期
(
過
渡
期
)
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
近
代
」
憲
法
原
則
「
自
由
、
平
等
、

友
愛
」
特
に
「
平
等
と
友
愛
」
原
則
と
実
定
法
令
原
則
に
適
合
し
た
「
完
全
補
償
」
の
必
要
性
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

彼
は
、
第
一
次
大
戦
前
に
、
既
に
「
国
民
国
家
」
の
戦
争
が
国
民
の
生
活
全
体
に
及
ぶ
「
全
体
性
」
を
も
つ
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、
戦

争
が
国
民
の
「
生
命
・
身
体
」
の
損
失
の
み
な
ら
ず
「
経
済
的
・
物
的
財
産
」
(
農
民
、
田
畑
、
工
場
、
生
産
施
設
、
輸
送
等
)
の
破
壊
・

損
失
が
甚
大
と
な
る
こ
と
を
予
知
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
た
や
、
近
代
法
原
則
・
立
法
・
判
例
(
特
に
国
務
院
)
・
条
約
(
特
に
一
九

O
七
年
ハ

l
グ
陸
戦
法
規
)
を
参
照
し
つ
つ
、
戦
場
(
交
戦
者
の
戦
闘
地
域
、
戦
闘
者
と
非
武
装
市
民
)
の
限
定
性
と
区
別
が
可
能
で
あ
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
、
「
戦
争
事
実
に
よ
り
蒙
っ
た
損
害
の
「
完
全
補
償
」
(
弘
司

R
B
g
g広
明
曲
目
立
」
が
必
要
で
あ
り
実
現
(
限
定
)
可
能

北法55(4・3)1387 

で
あ
る
こ
と
を
、
法
実
証
的
に
論
じ
て
い
る
。
其
の
際
、
指
導
原
則
と
な
る
の
が
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
人
権
宣
言
の
「
平
等
と
友
愛
」
原
則



説

(
3
)
 

で
あ
り
、
彼
は
、
「
平
等
と
友
愛
の
原
則
が
二
O
世
紀
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
公
法
の
基
盤
と
な
る
」
と
す
ら
、
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
注
目

さ
れ
る
の
は
、
彼
が
、
人
権
宣
言
の
み
な
ら
ず
「
征
服
戦
争
放
棄
」
(
平
和
)
原
則
へ
の
配
慮
を
し
て
お
り
、
か
っ
こ
の
原
則
に
照
ら
し
て
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
・
三
世
の
征
服
戦
争
を
拒
否
し
(
ル
イ
一
回
世
・
一
五
世
の
君
主
に
よ
る
個
人
的
野
望
の
戦
争
と
同
一
視
し
て
当
時
の

ド
イ
ツ
皇
帝
に
よ
る
侵
略
戦
争
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
の
防
衛
戦
争
の
遂
行
を
全
面
的
に
支
持
す
る
と
共
に
、
戦
争
の
事
実
に
よ
っ
て
蒙
る
人
命

と
財
産
の
損
失
を
特
定
し
う
る
も
の
と
し
、
其
の
「
特
別
」
な
犠
牲
・
損
失
を
国
民
全
体
で
「
平
等
」
に
負
担
し
「
完
全
な
補
償
」
を
犠
牲

者
に
支
給
す
る
立
法
(
祖
国
愛
に
よ
り
一
致
し
た
国
民
の
「
友
愛
」
原
則
に
基
づ
く
)
が
な
さ
る
べ
き
だ
し
、
そ
れ
が
法
的
に
(
財
政
的
に

も
)
可
能
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
に
突
入
し
た
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
圧
倒
的
多
数
の
意
識
な
い
し
信
念
を
反
映
し
た

も
の
と
し
て
、
興
味
深
い
。

コム
員同

と
こ
ろ
で
、
こ
の
見
解
に
対
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
「
帝
国
主
義
戦
争
」
と
見
、
現
実
的
に
国
民
の
誰
に
(
勤
労
者
大
衆
に
)
犠
牲
を

強
い
、
誰
に
(
一
握
り
の
独
占
資
本
家
に
)
利
益
を
も
た
ら
す
か
を
見
極
め
、
か
つ
現
代
戦
争
が
も
た
ら
す
想
像
を
越
え
た
大
量
殺
裁
・
破

壊
の
惨
禍
を
予
見
し
、
「
侵
略
と
防
衛
」
の
区
別
に
つ
い
て
懐
疑
的
だ
っ
た
な
包
佐
賀
身
が
、
極
少
数
な
が
ら
、
最
後
ま
で
反
戦
の
態
度
を

(
4
)
 

貫
い
た
立
場
を
比
較
し
て
、
二
O
世
紀
に
二
度
の
世
界
大
戦
を
経
験
し
た
、
人
類
の
歴
史
の
審
判
に
思
い
を
は
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
本
研
究
で
は
、
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
「
自
由
、
平
等
、
友
愛
」
そ
し
て
「
平
和
」
の
原
則
の

歴
史
的
・
思
想
的
・
現
実
的
特
色
を
分
析
・
解
明
し
、
特
に
「
平
等
・
友
愛
」
と
「
平
和
」
原
則
が
、
何
ゆ
え
、
「
階
級
の
聞
の
友
愛
」
ま

(5) 

た
「
諸
国
民
の
聞
の
友
愛
」
に
及
び
え
な
か
っ
た
か
、
し
か
し
そ
れ
は
、
二
O
世
紀
さ
ら
に
は
一
二
世
紀
に
向
け
て
、
い
か
な
る
意
味
合
い

(6) 

を
持
っ
か
、
に
つ
い
て
!
特
に
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
原
則
と
の
関
連
に
お
い
て
1

探
求
し
た
い
、
と
思
う
わ
け
で
あ
る
。

I 

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
」
と
「
平
和
」
原
則
の
成
立
と
意
義

北法55(4・4)1388



フランス革命における自由・平等・友愛と平和原則の成立と近代憲法的(今日的)意義

(7) 

近
代
社
会
と
国
家
の
新
し
い
基
本
原
則
を
創
り
出
し
た
「
典
型
的
」
理
論
と
現
実
を
提
供
し
た
の
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

異
論
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
そ
の
革
命
の
新
原
則
が
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
」
と
さ
れ
、
こ
れ
に
筆
者
が
「
平
和
」
原
則
を
付
け
加
え
(
え
る

べ
き
だ
と
考
え
)
、
人
類
の
近
代
憲
法
史
的
意
義
を
、
独
り
フ
ラ
ン
ス
・
西
欧
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
世
界
的
視
野
か
ら
考
察
す
る
こ
と
も
、

理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

A
.
h
r
c
E
E
の
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
」
の
標
語
の
成
立
に
関
す
る
歴
史
的
研
究

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
標
語
は
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
」
の
一
一
一
位
一
体
で
表
現
さ
れ
る
が
、
果
た
し
て
そ
れ
が
一
七
八
九
年
に
始
ま
る
第
一
革

命
の
標
語
で
あ
っ
た
か
を
歴
史
的
に
検
証
し
た
の
は
、
共
和
政
体
制
が
確
立
し
た
第
三
共
和
制
下
の
「
革
命
政
治
史
」
の
大
家
〉
・
〉
z-R仏

(8) 

で
あ
っ
た
。

A
-
オ
ラ
l
ル
の
こ
の
古
典
的
論
文
に
よ
れ
ば
、
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
」
の
標
語
が
、
公
的
に
掲
げ
ら
れ
た
の
は
、
第
二
共
和
制
(
二

月
革
命
)
の
「
臨
時
政
府
」
が
フ
ラ
ン
ス
人
民
に
対
す
る
最
初
の
宣
言
(
一
八
四
八
年
二
月
二
四
日
)
布
告
文
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
締

め
く
く
り
、
「
第
二
共
和
制
の
公
的
標
語
」
と
な
っ
た
、
と
一
言
う
。
「
自
由
・
平
等
及
び
友
愛
を
原
則
と
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
民
は
こ
れ
を
標
語

フ
ラ
ン
ス
が
自
ら
に
課
す
る
義
務
が
あ
り
、
か
つ
我
々
の
努
力
に
よ
っ
て
そ
れ
を
確

そ
し
て
合
言
葉

(
5
2
m
F
E『
白
)
と
す
る
。
こ
こ
に
、

保
す
る
で
あ
ろ
う
民
主
的
政
府
が
あ
る
」
、
と
。
ま
た
、
そ
の
同
じ
臨
時
政
府
は
、
宣
言
を
公
布
し
(
二
月
二
六
日
)
「
三
色
旗
に
は
、

フ
フ

ン
ス
共
和
国
、
及
び
自
由
・
平
等
・
友
愛
と
書
き
込
む
」
こ
と
と
し
、
「
こ
れ
ら
三
つ
の
言
葉
は
、
民
主
的
諸
教
説
(
号
n
E
S回
転
5
0
2邑
t

(
9
)
 

宮
町
田
)
の
最
も
広
い
意
義
を
説
明
し
、
こ
の
旗
は
、
そ
の
象
徴
と
な
り
、
ま
た
同
時
に
そ
れ
ら
の
色
彩
は
そ
の
伝
統
の
継
続
性
を
表
す
」
と
、

宣
言
し
た
。
第
二
帝
政
に
お
い
て
こ
れ
は
否
定
さ
れ
た
が
、
第
三
一
共
和
制
に
お
い
て
、
第
二
共
和
制
と
同
様
に
こ
れ
ら
三
語
が
「
公
的
標
語
」

北法55(4・5)1389

と
し
て
用
い
ら
れ
た
。



説

け
れ
ど
も
、
こ
の
「
標
語
」
の
「
起
源
」
及
び
「
意
義
の
変
遷
」
に
つ
い
て
は
、
「
か
な
り
暖
昧
」
で
あ
り
、
オ
ラ
l
ル
は
、
歴
史
的
に

l

特
に
第
一
革
命
に

l
遡
っ
て
、
実
証
的
に
詳
し
く
検
討
を
加
え
、
結
論
を
明
ら
か
に
し
て
居
る
。
そ
の
結
果
、
最
後
の
言
葉
と
し
て
、
「
自

ミ子ム
凶間

由
・
平
等
・
友
愛
は
、
共
和
二
(
一
七
九
三
)
年
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
人
の
国
民
的
標
語
で
は
な
か
っ
た
」
、
と
明
言
し
て
居
る
。

一
七
九
二
年
八
月
一
O
日
の
「
革
命
」
、
す
な
わ
ち
、

こ
こ
で
言
わ
れ
て
居
る
「
共
和
二
年
」
と
は
、

一
七
八
九
年
の
「
革
命
」
以
来
の

「
人
権
宣
言
」
、
「
征
服
戦
争
放
棄
(
平
和
)
宣
言
」
、

一
七
九
一
年
(
九
月
三
日
)
(
立
憲
君
主
制
)
憲
法
制
定
の
後
、

一
七
九
二
年
四
月
二

O
日
の
対
オ
ー
ス
ト
リ
ア
開
戦
・
敗
戦
の
現
実
の
中
で
勃
発
し
た
八
月
一
O
日
の
い
わ
ゆ
る
「
第
二
革
命
」
に
よ
る
「
第
一
共
和
制
」
の
「
共

和
歴
第
二
年
」
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
」
の
標
語
は
、
(
第
二
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
標
語
で
は
な
か
っ
た
(
当

(
叩
)

初
立
憲
君
主
制
期
で
は
、
他
の
標
語
が
多
々
用
い
ら
れ
た
)
の
み
な
ら
ず
、
第
一
共
和
制
の
「
国
民
的
標
語
」
で
す
ら
な
か
っ
た
、
と
言
、
っ

オ
ラ
i
ル
の
結
論
を
「
定
説
」
と
考
え
、
こ
の
「
共
和
歴
二
年
」
に
用
い
ら
れ
た
、
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
か
、
死
か
」
と
言
う
標
語
に
つ

い
て
、
オ
ラ
l
ル
の
書
く
所
を
見
ょ
う
。

「
自
由
・
平
等
・
友
愛
と
は
、
第
一
共
和
制
に
お
い
て
は
、
公
的
に
決
定
命
令
さ
れ
て
も
居
な
け
れ
ば
、

一
般
的
に
用
い
ら
れ
で
も
い
な

か
っ
た
。
屡
屡
、
お
そ
ら
く
は
最
も
屡
屡
用
い
ら
れ
て
い
た
の
は
、
そ
れ
に
「
し
か
ら
ず
ん
ば
死
を
」
と

-zRノ
一
言
葉
を
付
け
加
え
て
居
た
。

そ
れ
は
、
民
衆
の
用
法
で
は
そ
れ
ら
の
英
雄
的
意
義
か
ら
逸
脱
し
て
、
そ
れ
ら
に
む
し
ろ
脅
迫
的
意
味

(
5
8
5
g
g広
告
円
)
を
与
え
た
。

結
局
、
最
も
用
い
ら
れ
た
標
語
と
は
(
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
義
務
的
で
は
な
か
っ
た
し
、
公
的
で
す
ら
な
か
っ
た
が
)
、
革
命
の
ほ
と
ん

(
日
)

ど
す
べ
て
の
期
間
を
通
じ
て
、
「
自
由
、
平
等
」
で
あ
っ
た
」
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
「
友
愛
」
原
則
が
草
命
の
標
語
か
ら
欠
落
し
て
居
た
理
由
は
、
革
命
が
死
闘
を
展
開
し
て
い
っ
た
「
国
の
内
・
外

の
戦
争
と
言
う
環
境
で
あ
っ
た
」
と
説
明
す
る
。
「
当
時
の
革
命
的
フ
ラ
ン
ス
人
」
に
よ
っ
て
「
愛
国
者
」
と
呼
ば
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち

は
、
愛
国
者
で
な
い
、
貴
族
主
義
者
、
穏
和
主
義
者
、
反
革
命
主
義
者
、
ま
た
、
か
た
や
亡
命
者
た
ち
、
他
方
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
す
ら
こ
れ

北法55(4‘6)1390



に
呼
応
す
る
陰
謀
家
た
ち
、
例
え
ば
コ
ン
デ
の
軍
隊
や
ヴ
ァ
ン
デ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
軍
に
敵
対
し
て
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
二

フランス革命における自由・平等・友愛と平和原則の成立と近代憲法的(今日的)意義

つ
の
フ
ラ
ン
ス
の
間
に
あ
っ
て
、
革
命
の
フ
ラ
ン
ス
と
過
去
の
フ
ラ
ン
ス
は
死
ぬ
ま
で
戦
、
つ
し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
殺
さ
れ
な
い
た
め
に

殺
す
こ
と
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
敵
対
者
を
恐
怖
に
よ
っ
て
抑
圧
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
体
制
な
い
し
恐
怖
政
治
の
窮
余
の
策
は
、
維

持
し
よ
う
と
す
る
限
り
、
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
適
用
さ
れ
る
「
友
愛
」
の
宣
言
と
は
非
両
立
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
不
適

の
容
赦
無
い
戦
い
の
勇
気
を
殺
ぎ
か
ね
な
い
宣
言
を
恐
れ
た
。
そ
れ
故
、
「
友
愛
」
と
言
う
言
葉
は
、

切
な
宣
言
に
よ
っ
て
、
「
愛
国
者
た
ち
」

す
べ
て
の
人
々
の
口
に
も
筆
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
使
っ
た
と
し
て
も
、
多
く
の
場
合
此
れ
を
「
死
の
脅
迫
」
に
よ
っ
て

修
正
し
た
訳
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
」
と
言
う
標
語
は
、
こ
の
よ
う
な
戦
争
の
時
期
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
救
済
の
為
に
、

「
的
外
れ
で
あ
り
、
時
期
尚
早
で
あ
り
、
危
険
で
す
ら
あ
る
と
考
え
ら
れ
」
た
。
オ
ラ
l
ル
は
、
其
の
見
解
の
明
快
な
証
拠
と
し
て
、
国
民

公
会
に
お
け
る
「
公
安
委
員
会
」
の
名
に
お
け
る
バ
レ
ー
ル
報
告
書
(
共
和
二
年
メ
ツ
シ
ド
l
ル
二
八
日
)
を
引
用
し
て
居
る
。
そ
し
て
、

(ロ)

「
友
愛
/
・
そ
れ
は
、
将
来
に
お
い
て
あ
る
、
現
在
に
あ
っ
て
は
あ
り
得
な
い
。
」
と
い
う
言
葉
で
、
ま
と
め
て
い
る
。

B
.
革
命
の
人
遣
に
と
っ
て
「
友
愛
」
原
則
の
明
示
の
不
在
と
「
平
和
」
(
「
征
服
戦
争
放
棄
」
)
原
則
の
成
立
と
の
関
連

一
七
八
九
年
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
国
民
的
標
語
と
し
て
、
「
自
由
・
平
等
」
は
、
公
的
に
も
、
私
的
に
も
、
用
い
ら
れ
た
が
、
「
友
愛
」

を
含
ま
ず
、
一
七
九
二
年
八
月
一

O
日
の
革
命
に
よ
る
第
一
共
和
制
以
降
、
そ
れ
を
三
つ
の
標
語
と
し
て
「
国
民
公
会
の
公
安
委
員
会
」
が

公
然
と
し
て
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
は
「
し
か
ら
ず
ん
ば
死
を
」
と
い
う
「
脅
迫
的
意
味
」
を
も
っ
言
葉
と
一
体
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

北法55(4・7)1391

そ
の
現
実
が
、
国
内
的
・
国
際
的
「
戦
争
」

の
、
革
命
・
反
革
命
の
血
を
血
で
洗
う
死
闘
の
現
実
と
環
境
が
あ
っ
た

し
か
し
、
「
友
愛
」
と
言
う
言
葉
が
、
同
じ
人
間
あ
る
い
は
其
の
集
団
と
し
て
、
不
信
・
憎
悪
・
敵
意
を
越
え
て
、
殺
し
痛
め
付
け
あ
う
関

(
後
述
、
検
討
す
る
)
。

係
を
克
服
し
て
、
「
平
和
」
で
愛
し
合
い
協
力
す
る
関
係
の
観
念
な
い
し
理
念
を
含
む
こ
と
も
確
か
で
あ
り
、
第
E
、
第
皿
、
第
W
共
和
制



説

を
経
て
、
今
日
、

苦手ム
員間

フ
ラ
ン
ス
の
国
民
的
標
語
と
な
っ
て
き
た
こ
と
も
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
「
友
愛
」
も
「
諸

国
民
の
開
」
の
「
平
和
」
と
言
う
理
念
と
の
関
係
で
は
、
な
お
検
討
す
べ
き
問
題
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
七
八
九
年
九
月
二
八
日
、
「
憲
法
制
定
議
会
(
の
S
E
E
g
g
)
」
が
決
議
し
た
、
「
人
間
と
市
民
の
権
利
の
宣
言

(
E
U肌や

(
日
)

寄
註
g
a
g
U宣
伝
弘
之
-
g
s
g
m
m
E
C
S♀
g
)」
の
約
半
年
後
に
同
じ
憲
法
制
定
議
会
が
決
議
し
、
宣
言
し
た
「
征
服
戦
争
放
棄
」
原
則

(
比
)

(
「
平
和
」
原
則
と
言
っ
て
お
く
)
と
の
関
連
は
、
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
「
平
和
」
宣
言
は
、
筆
者
の
持
論
に
よ
れ
ば
少
な

く
と
も
法
思
想
・
原
則
論
と
し
て
は
、
「
人
権
宣
言
」
と
一
体
不
可
分
の
結
び
付
き
に
お
い
て
理
解
・
把
握
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
一
七
九
O
年
五
月
一
一
一
一
日
に
採
択
さ
れ
た
「
征
服
戦
争
放
棄
」
宣
言
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

「
フ
ラ
ン
ス
国
民
は
、
征
服
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
い
か
な
る
戦
争
を
企
て
る
こ
と
も
放
棄
し
、
か
つ
い
か
な
る
人
民
の
自
由
に
対

し
て
も
、
そ
の
武
力
を
決
し
て
行
使
し
な
い

(
原
文
後
述
)
」
。

一
七
九
一
年
六
月
の
国
王
一
家
の
国
外
逃
亡
(
国
民
と
の
離
反
・
対
決
の
試
み
)

こ
の
「
平
和
」
宣
言
規
定
は
、

定
議
会
」
が
採
択
し
た
一
七
九
一
年
憲
法
(
九
月
三
日
)

の
失
敗
以
後
「
憲
法
制

の
第
羽
編
冒
頭
の
正
文
と
な
っ
た

(
後
に
、
第
E
、
第
W
共
和
制
憲
法
(
補
充
)

に
引
き
継
が
れ
、
ま
た
「
不
戦
条
約
」
を
介
し
て
、
極
東
の
日
本
国
憲
法
第
九
条
の
「
戦
争
放
棄
」
規
定
成
立
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

な
る
)
0

そ
し
て
、
お
よ
そ
人
類
の
平
和
の
法
思
想
の
歴
史
の
大
河
の
中
で
、
最
初
の
近
代
立
憲
平
和
主
義
の
原
則
・
定
式
と
な
っ
た
画
期
的
意
義

を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
特
に
強
調
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
観
念
の
具
体
的
内
容
と
実
態
と
機
能
に
つ
い
て
、
さ
ら

(
M
U
)
 

に
、
後
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
既
に
詳
し
く
考
究
し
た
通
り
、
法
思
想
的
に
は
、
中
世
以
来
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
主
流
で
あ
っ
た
「
正
戦
」
論
を
背
景
に
、
近
世
と
く
に
一
八
世
紀
の
啓
蒙
思
潮
の
平
和
(
エ
ラ
ス
ム
ス
、
グ
ロ
チ
ウ
ス
、
ヴ
オ

ル
テ
l
ル
、
サ
ン
ピ
ェ

l
ル
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
、
ル
ソ
l
等
)
の
影
響
の
も
と
に
、
基
本
的
に
は
、
「
近
代
的
正
戦
論
」
と
し
て
立
憲
化

北法55(4・8)1392



さ
れ
た
も
の
、
と
一
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
当
時
の
政
府
(
外
相
・
ヴ
エ
ル
ジ
ャ
ン
ヌ
)

の
穏
健
な
(
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
)
融
和
政
策
お
よ
び
「
憲

フランス革命における自由・平等・友愛と平和原則jの成立と近代憲法的(今日的)意義

法
制
定
議
会
」
の
積
極
的
進
歩
(
共
和
派
を
含
む
)
派
の
理
想
主
義
と
消
極
的
保
守
派
の
現
実
主
義
と
の
妥
協
の
産
物
(
ミ
ラ
ボ
!
)
と
し

(
時
)

て
穏
健
な
平
和
的
憲
法
原
則
を
抽
象
的
・
普
遍
的
な
形
で
宣
言
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
・
現
実
的
に
は
、
ど
ち
ら
の
側

か
ら
で
も
解
釈
・
適
用
可
能
で
あ
っ
た
。
か
っ
、
思
想
的
・
原
理
的
に
重
要
で
あ
る
の
は
、
こ
の
抽
象
的
定
式
が
「
平
和
原
則
」
の
論
理
に

で
も
、
「
革
命
原
則
」
の
論
理
に
も
、
ど
ち
ら
に
で
も
割
り
切
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
「
平
和
」
を
貫
こ
う
と
す
れ
ば
「
革
命
」
の
進
行
を
抑
制

す
る
こ
と
に
な
り
、
「
革
命
」
を
進
め
広
げ
よ
う
と
す
れ
ば
「
平
和
」
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
言
う
、
難
し
い
ジ
レ
ン
マ
を
内
包
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
其
の
微
妙
・
複
雑
な
賓
体
の
理
論
的
・
実
際
的
分
析
と
検
討
が
為
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
革
命
の
人
々
に
と
っ

て
は
、
憲
法

l
す
な
わ
ち
、
囲
内
法
(
最
高
法
規

)
1
の
制
定
、
が
関
心
と
視
野
(
憲
法
制
定
に
関
す
る
限
り
)
が
集
中
し
て
居
た
と
考

(口)

え
ら
れ
る
こ
と
を
、
指
摘
し
て
お
く
。

E
.
明

E
B
B
-円
か
の
法
思
想
史
的
検
討
と
革
命
の
現
実

開

H
5
8
8広
の
人
類
普
遍
の
世
界
市
民
的
(
コ
ス
モ
ポ
リ
ィ
ト
)
観
念
と
フ
ラ
ン
ス
国
民
的
祖
国
愛
(
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ク
)
観
念
の
区
別

(
凶
)

を
掘
り
下
げ
て
検
討
し
た
ボ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
の
研
究
が
、
参
考
に
な
る
。
立
ち
入
っ
て
、
検
討
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

A
.
-
H『
旦
君
主
拡
の
人
類
普
遍
的
(
コ
ス
モ
ポ
リ
ィ
ト
)
観
念
の
形
成
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人
間
と
し
て
、
皆
一
人
一
人
尊
厳
な
人
間
存
在
で
あ
り
平
等
で
あ
っ
て
、
兄
弟
・
世
界
の
市
民
と
し
て
友
愛
の
粋
で
結
ぼ
れ
て
い
る
と
い

う
思
想
は
、

ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
啓
示
宗
教
に
遡
り
、
近
世
の
自
然
法
(
権
)
思
想
を
経
て
、
形
成
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。



説

a 

ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
的
起
源

論

旧
約
聖
書
の
天
地
創
造
の
唯
一
の
神
は
、
人
間
個
人
一
人
一
人
・
男
も
女
も
ひ
と
し
く
神
の
似
姿
に
形
ど
っ
て
創
造
し
た
(
創
世
記
一
章

二
七
節
)
と
言
う
世
界
観
・
人
間
観
の
信
仰
告
白
を
根
源
的
原
点
と
し
て
お
り
、
そ
こ
に
普
遍
的
「
人
間
個
人
の
尊
厳
」
の
根
拠
が
あ
る
(
ア

メ
リ
カ
「
独
立
宣
言
」
の
中
の
原
点
と
も
言
う
べ
き
「
創
造
主
」
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
奪
う
こ
と
の
出
来
な
い
生
来
的
権
利
と
し
て
の
「
自

(
ゆ
)

由
、
平
等
、
幸
福
追
求
」
の
権
利
は
ま
さ
に
そ
こ
に
源
泉
が
あ
り
、
日
本
国
憲
法
の
第
二
二
条
に
直
接
影
響
し
て
い
る
)
。
ま
た
、
一
人
の

父
な
る
神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
子
供
た
ち
人
類
の
神
の
前
に
お
け
る
平
等
と
兄
弟
愛
・
友
愛
関
係
が
根
本
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
居
る
と

(
初
)

言
え
る
。
そ
れ
は
、
人
類
普
遍
の
友
愛
観
念
で
あ
り
、
旧
・
新
約
聖
書
を
通
じ
て
確
立
さ
れ
、
深
化
さ
れ
た
信
仰
、
す
な
わ
ち
「
啓
示
」
、

換
言
す
れ
ば
「
信
仰
」
(
キ
リ
ス
ト
教
文
明
)
に
基
づ
く
人
類
普
遍
の
友
愛
観
念
の
基
盤
を
為
し
て
居
た
と
い
っ
て
よ
い
。

ま
た
、
同
時
に
注
目
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ

l
マ
時
代
の
自
然
学
の
影
響
の
下
に
、
理
性
及
び
徳
を
も
っ

人
聞
が
、
狭
小
な
都
市
国
家
や
血
縁
・
地
縁
関
係
を
越
え
て
平
等
な
人
間
個
人
・
人
格
で
あ
り
、
等
し
く
世
界
と
言
う
国
家
に
属
す
る
「
世

界
市
民
」
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
(
世
界
市
民
主
義
)
」
思
想
が
、
ギ
リ
シ
ア
の
都
市
国
家
群
が
マ
ケ
ド
ニ
ア
の

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
l
大
王
に
よ
り
滅
ぼ
さ
れ
、
広
く
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
ま
で
征
服
じ
て
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
が
拡
張
す
る
と
、
と
く
に
ス
ト
ア

(
幻
)

派
哲
学
等
に
見
ら
れ
た
。

b
.
近
世
合
理
・
人
間
主
義
(
自
然
法
)
的
起
源

(
辺
)

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
に
も
採
り
入
れ
ら
れ
た
自
然
法
思
想
(
そ
の
大
成
者
ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
し
か
り
)
は
、
近
世

(
お
)

の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
及
び
「
宗
教
改
革
」
期
を
経
て
、
エ
ラ
ス
ム
ス
の
平
和
の
哲
学
に
も
キ
リ
ス
ト
教
の
愛
と
共
に
総
合
せ
ら
れ
、
人
類
普
遍

の
人
間
の
平
等
と
友
愛
の
観
念
が
形
成
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
「
啓
蒙
の
世
紀
」
と
言
わ
れ
る
一
人
世
紀
の
思
想
の
潮
流
は
、
コ
ス

(μ) 

(
世
界
市
民
主
義
)
が
「
時
代
の
雰
囲
気
(
国

5
2
Z身
刊
号
で

f
s
g
)」
を
な
す
主
流
で
あ
っ
た
。
ヴ
ォ
ル
テ
l
ル
は
、

モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム

北法55(4・10)1394
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一
言
う
。
「
人
類
を
よ
く
見
る
者
す
べ
て
は
、
そ
こ
に
関
心
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
・
:
、
何
故
な
ら
我
々
は
人
類
(
明

g
B
E
S呂
d

)

に
属
し
て
い

(
お
)

る
の
だ
か
ら
」
。
「
哲
学
は
知
何
な
る
祖
国
も
、
如
何
な
る
党
派
も
も
た
な
い
」
、
と
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
言
っ
て
い
る
。
若
し
、
あ
る

国
民
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
他
の
国
民
に
と
っ
て
有
害
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
な
ら
、
彼
の
君
主
に
対
し
て
そ
れ
を
提
案

(
お
)

す
る
こ
と
を
し
な
い
で
あ
ろ
う
、
何
故
な
ら
彼
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
前
に
人
間
な
の
だ
か
ら
」
、
と
。
「
百
科
全
書
」
の
哲
学
者
も
、

(
幻
)

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
制
憲
議
会
に
も
影
響
を
与
え
て
居
る
。

普
遍
的
友
愛
を
説
明
、

し
か
し
、
近
世
の
普
遍
的
友
愛
観
念
が
、
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
の
唯
一
神
の
啓
示
・
信
仰
に
基
づ
く
友
愛
観
念
か
ら
、
「
自
然
」
と
人
間

の
「
理
性
」
に
基
づ
く
合
理
的
自
然
法
思
想
に
根
拠
を
も
っ
「
理
性
化
さ
れ
た
友
愛
」
観
に
移
行
す
る

(
お
)

無
神
論
に
変
質
す
る
)
傾
向
を
進
め
た
こ
と
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

(
キ
リ
ス
ト
教
の
神
か
ら
独
立
し
、

B
・
明
『
旦
O
『
コ
一
芯
一
の
フ
ラ
ン
ス
国
民
的
(
ナ
シ
ォ
ナ
ル
な
)
観
念
の
形
成
と
支
配

a.
フ
ラ
ン
ス
の
「
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ス
ム
」
の
思
想
的
形
成
過
程

一
八
世
紀
の
「
啓
蒙
思
想
」
の
潮
流
の
中
で
、
多
く
の
「
哲
学
者
」
た
ち
は
、
人
類
愛
と
祖
国
愛
と
を
両
立
な
い
し
調
和
さ
せ
よ
う
と
努

(m) 

力
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
「
哲
学
者
」
の
多
数
説
に
対
し
、
友
愛
を
国
民
的
な
い
し
祖
国
愛
(
ナ
シ
ォ
ナ
ル
、
パ
ト
リ
オ
テ
イ
ク
)
に
限
定
・

凝
縮
す
る
思
想
を
強
力
に
主
張
し
た
の
は
、

J
.
J
.
ル
ソ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
普
遍
的
友
愛
に
対
す
る
理
解
を
示
さ
な
い
訳
で
は
な
い

が
、
「
い
わ
ゆ
る
コ
ス
モ
ポ
リ
ィ
ト
と
借
称
す
る
人
々
が
、
人
類
の
た
め
の
愛
の
ゆ
え
に
祖
国
愛
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
人
も

(
初
)

愛
し
な
い
権
利
が
あ
る
と
豪
語
し
て
い
る
」
こ
と
に
対
し
て
、
厳
し
い
拒
否
の
態
度
を
示
し
て
い
る
。
人
間
性
と
か
友
愛
の
感
情
は
、
無
限

に
広
が
り
得
る
も
の
で
は
な
く
(
そ
の
範
囲
を
人
類
全
体
に
適
用
す
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
消
し
て
し
ま
う
)
、
祖
国
の
範
囲
に
限
定
す

北法55(4・11)1395 

る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
れ
は
実
際
上
、
現
実
に
お
い
て
可
能
と
な
る
の
だ
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
思
想
的
形
成
に
於
い
て
、
「
人



説

類
普
通
主
義
」
と
「
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ス
ム
」
と
の
関
係
は
、
微
妙
に
交
錯
・
連
携
し
て
お
り
、
慎
重
な
分
析
と
掘
り
下
げ
を
要
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
「
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ス
ム
」
の
起
源
に
つ
い
て
の
研
究
に
お
い
て
、

A
.
ォ
ラ
l
ル
は
、
「
一
五
世
紀
に
お
け
る
、
ジ
ヤ
ン
ヌ
・

(
出
)

ダ
ル
ク
の
介
入
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
の
駆
逐
・
排
除
に
、
お
そ
ら
く
戦
闘
的
フ
ラ
ン
ス
愛
国
主
義
の
最
初
の
明
白
な
表
現
が
あ
る
」

(
ア
ナ
ト
l
ル
・
フ
ラ
ン
ス
も
同
旨
)
と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
の
歴
史
的
研
究
に
よ
れ
ば
、
ジ
ヤ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
自
身
は
、
「
パ
ト

(
お
)

リ
l
」
と
云
う
言
葉
(
フ
ラ
ン
ス
語
)
を
使
っ
て
お
ら
ず
「
国
(
官
官
)
」
と
云
っ
て
お
り
、
「
吉
宮
町
」
(
祖
国
)
と
云
う
フ
ラ
ン
ス
語
(
ラ

テ
ン
語
か
ら
の
訳
)
が
見
ら
れ
る
の
は
、
一
五
世
紀
の
前
半
以
降
の
文
献
に
始
ま
り
、
一
六
世
紀
の
後
半
に
は
「
通
常
に
用
い
ら
れ
る
」
よ

う
に
な
り
、
其
の
際
、
「
フ
ラ
ン
ス
の
統
一
に
真
剣
に
取
り
組
み
始
め
た
こ
と
に
対
応
す
る
感
情
を
表
し
、
か
っ
、
ア
テ
ネ
人
が
ア
テ
ネ
を

'2b. 
M冊

愛
し
、
又
は
、

ロ
ー
マ
人
が
ロ

l
マ
を
愛
し
た
よ
う
な
し
方
で
、

フ
ラ
ン
ス
を
愛
す
る
と
云
う
新
し
い
愛
し
方
を
表
明
し
、
ま
た
、
で

EE

g
B
g
B
n
が
、
古
代
の
愛
国
主
義
を
フ
ラ
ン
ス
に
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ラ
テ
ン
語
の
官
官
討
が
フ
ラ
ン
ス
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
ギ
リ
シ
ア
と
ロ

l
マ
風
の
古
代
愛
国
主
義
(
宮
豆
2
2
s
m
B
2
5
)
が
、
一
五
世
紀
以
来
フ
ラ
ン
ス
に
形
成
さ
れ
た

5
0色町
Bm)
に
接
ぎ
木
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
愛
国
主
義
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
に
よ
っ

て
国
民
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
学
問
の
伝
統
(
可
邑
E
S
号

8
5唱
)
に
よ
っ
て
ギ
リ
シ
ア

l
ロ
l
マ
風
の
も
の
と
し
て
、
生
ま
れ
た
の

(
お
)

で
あ
る
」
、
と
結
ん
で
居
る
。

一
六
世
紀
の
「
宗
教
改
革
」

云
う
意
識
が
形
成
さ
れ
て

近
世
的
愛
国
主
義
(
喝
さ
・
5
2
5
0の

惨
憎
た
る
殺
裁
と
分
裂
を
経
、
ア
ン
リ
四
世
の
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
改
宗
の
後
(
フ
ラ
ン
ス
が
一
つ
の
国
と

一
七
世
紀
に
絶
対
王
制
の
確
立
と
と
も
に
(
ル
イ
一
四
世
の
「
朕
は
国
家
な
り
」
)
、
「
唱
曲
豆
町
は
国
王
の
中
に
吸

収
さ
れ
る
結
果
」
と
な
っ
た
。
∞

g
E
a
が
、
こ
の
国
王
化
説
を
代
弁
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
国
王
に
対
す
る
完
全
な
服
従
と
吸
収
の
観
念

に
諦
め
切
れ
な
い
「
開
明
的
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
の
二
つ
の
流
れ
」
が
あ
っ
た
。

一
つ
は
、
「
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ス
ム
の
自
由
」
(
「
自
由
が
あ
る

と
こ
ろ
パ
ト
リ
ー
が
あ
る
」
)

の
形
態
で
あ
り
、
他
は
、
「
人
間
主
義

(
E
S
S
5
5
)
」
の
形
態
で
あ
る
。
前
者
の
例
と
し
て
は
、

コ
ル
、
不

北法55(4・12)1396
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イ
ユ
の
劇
作
に
於
い
て
示
さ
れ
た
ロ

l
マ
人
の
愛
国
で
あ
り
、

U
回

2
1
5
のニ
=EJ「
専
制
主
義
に
お
け
る
パ
ト
リ
ー
な
ど
あ
り
は
し
な
い
」

考
え
、
〉
m
Z
2
8
2
の
一
一
言
う
「
自
己
愛
に
勝
る
祖
国
愛
」
、
「
国
王
の
利
益
は
、
常
に
国
家
の
利
益
で
は
な
い
」
と
言
う
発
言
が
あ
る
。
後
者

一
七
世
紀
当
時
の
、
イ
ギ
リ
ス
・
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
ア
メ
リ
カ
移
民
や
、

に
付
い
て
は
、

(
ユ
グ
ノ

l
)
の。フ

フ
ラ
ン
ス
・
J

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

ロ
イ
セ
ン
や
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
亡
命
の
史
実
が
示
す
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ア
|
ロ
!
マ
に
由
来
す
る
「
人
間
主
義
的
愛
国
」
で
あ
る
。
モ
ン
テ
l

ニ
ユ
は
、
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
言
っ
た
様
に
、
私
の
同
胞
全
て
フ
ラ
ン
ス
人
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
も
、
国
民
的
粋
を
普
遍
的
で
共
通
の
人
間
の
粋

の
後
に
お
く
、
と
考
え
る
」
と
書
き
、
ま
た
、
ボ
シ
ユ
エ
で
す
ら
「
全
て
の
人
を
愛
す
べ
き
で
あ
る
な
ら
、
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
異
邦
人

は
有
り
得
る
は
ず
は
な
く
、
ま
し
て
や
彼
ら
の
同
胞
市
民
を
愛
す
べ
き
で
あ
る
」
と
書
い
て
居
る
。
フ
エ
ヌ
ロ
ン
も
、
個
別
的
な
部
分
や
家

族
や
社
会
に
勝
る
、
一
般
的
で
共
通
の
人
間
社
会
と
大
き
な
祖
国
へ
の
愛
を
説
い
て
居
る
。
一
六
五
四
年
の

E
Z
2
z
o
ぽ

〈

ミ
O
『
は
、
「
ア

ナ
ク
サ
ゴ
ラ
ス
が
デ
イ
オ
ゲ
ネ
ス
に
あ
な
た
の
祖
国
は
ど
こ
で
す
か
と
聞
い
た
の
に
対
し
て
、
世
界
の
市
民
と
答
え
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ

l
を

軽
蔑
し
た
こ
と
、
と
り
わ
け
外
国
人
排
他
的
国
粋
主
義
(
凶

g
8
Z
Z
)
を
厭
い
、
偉
い
人
人
は
彼
ら
の
理
性
に
よ
っ
て
好
む
と
こ
ろ
の
生

ま
れ
た
土
地
で
な
い
と
こ
ろ
で
生
き
る
こ
と
を
善
し
と
す
る
」
、
と
説
い
た
。

c
z
o吾
刊
の
人
間
主
義
的
パ
ト
リ
オ
テ
イ
ス
ム
は
、
む
し
ろ

(
泌
)

よ
り
大
き
な
「
世
界
市
民
主
義
(
コ
ス
モ
ポ
リ
テ
ィ
ス
ム
)
」
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
を
顧
み
る
と
、
宮
E
P
コR
F
O
E
-

官
官
と
い
っ
た
言
葉
は
、
し
ば
し
ば
同
義
語
と
し
て
使
わ
れ
て
来
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
革

命
が
近
、
ず
く
に
し
た
が
っ
て
、
「
愛
国
者
(
℃
恒
E
Oお
と
と
い
う
言
葉
は
、
二
つ
の
祖
国
(
官
En)
と
吾
一
守
つ
意
味
で
使
わ
れ
、
「
生
ま
れ
た
国

を
愛
す
る
人
」
と
、
「
自
由
に
よ
る
祖
国
を
組
織
す
る
人
」
と
に
区
別
さ
れ
、
こ
の
後
者
の
意
味
に
於
い
て
、
一
七
八
九
年
お
よ
び
一
七
九

O
年
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
前
者
の
意
味
を
排
除
し
て
、
官
三
2
0
(
愛
国
者
)
と
は
、
尽
き
-
2
5ロ
E
5
(革
命
の
人
)
と
同
義
語
と
な

(
お
)

り
、
対
立
す
る
言
葉
と
し
て
は

E
2
2
3
5
(
貴
族
主
義
者
)
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

北法55(4・13)1397

〉己戸田回・門戸は、

さ
ら
に
凶
世
紀
に
お
け
る
パ
ト
リ
!
と
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ス
ム
の
思
想
的
・
実
際
的
形
成
の
過
程
と
意
味
内
容
を
検
討
し
て
、



5見

重
点
的
に
纏
め
て
い
る
。
彼
は
、
回
世
紀
の
思
潮
の
主
流
が
人
類
普
遍
の
「
コ
ス
モ
ポ
リ
テ
ィ
ス
ム
」
で
あ
る
が
、
主
要
な
思
想
家
達
が
そ

れ
ぞ
れ
「
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
例
証
し
て
居
る
。
た
だ
し
、
彼
ら
が
、
ど
う
い
う
意
味
で
「
愛
国
者
」
で
あ
っ
た
か
を
問
題

ラβ‘
ロ岡

と
し
、
「
自
由
主
義
的
愛
国
(
宮
E
。Ego--σ
血
豆
)
」
と
「
人
間
主
義
的
愛
国
(
宮
E
2
2
B
m
E
S
E
-
E
Bご
に
区
分
し
て
、
説
明
し
て
居

る
前
者
の
例
と
し
て
、

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
「
法
の
精
神
」

導
か
れ
る
。
」
「
政
治
的
徳
と
は
、
法
律
と
祖
国
へ
の
愛
」

の
中
で
、
書
い
た
。
「
祖
国
愛
は
良
き
習
俗
に
導
き
、
良
き
習
俗
は
祖
国
愛
に

の
こ
と
で
あ
り
、
「
共
和
国
に
お
け
る
徳
と
私
が
呼
ぶ
も
の
は
、
祖
国
へ
の
愛
す

な
わ
ち
、
平
等
へ
の
愛
」
で
あ
り
、
法
律
と
祖
国
へ
の
愛
は
、
「
と
く
に
民
主
主
義
に
影
響
を
及
ぼ
し
」
、
民
主
主
義
政
府
に
お
い
て
は
、
そ

(
お
)

れ
を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
祖
国
を
愛
す
べ
き
で
あ
る
、
と
書
い
て
居
る
。

ヴ
ォ
ル
テ
l
ル
に
つ
い
て
も
、
「
一
八
世
紀
に
於
い
て
、

一
般
的
に
い
っ
て
、
ヴ
ォ
ル
テ
l
ル
ほ
ど
愛
国
的
作
家
は
い
な
か
っ
た
」
と
す

ら
書
き
、
彼
の
詩
の
例
を
あ
げ
て
い
る
が
、
し
か
し
「
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
ほ
ど
祖
国
を
自
由
に
基
づ
か
せ
る
こ
と
を
強
調
し
た
作
家
は
な
か
っ

た
」
、
と
し
て
「
貧
窮
者
に
と
っ
て
祖
国
な
ど
は
全
く
あ
り
得
な
い
」
と
し
て
「
哲
学
辞
典
」
中
の
彼
の
「
E
E
n」
の
有
名
な
定
義
を
引
用

し
て
居
る
(
「
自
分
の
耕
作
地
や
家
や
其
の
市
町
村
を
持
ち
其
の
主
人
で
あ
り
法
律
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
が
守
ら
れ
て
居
る
者
達
は
、
祖
国
を

持
つ
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
住
民
が
馬
小
屋
に
繋
が
れ
た
馬
の
よ
う
に
意
の
ま
ま
に
鞭
打
っ
て
酷
使
す
る
馬
丁
の
も
と
に
あ
る
よ
う
で
は
、

(

村

山

)

祖
国
は
無
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
?
良
い
国
王
の
も
と
で
は
祖
国
は
あ
る
が
、
悪
王
の
も
と
で
は
祖
国
な
ど
あ
り
は
し
な
い
。
:
・
」
)
。

ル
ソ

l
も
、
同
様
で
あ
る
。
「
祖
国
と
は
、
自
由
無
く
し
て
は
存
立
し
得
な
い
し
、
自
由
は
徳
無
く
し
て
は
、
徳
は
市
民
達
無

(
お
)

く
し
て
は
存
続
出
来
な
い
。
も
し
、
あ
な
た
達
が
市
民
と
な
る
な
ら
ば
、
あ
な
た
達
は
全
て
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
あ
な

(
鈎
)

た
達
は
、
国
の
首
長
ら
を
始
め
と
し
て
悪
し
き
奴
隷
達
の
み
を
持
つ
こ
と
に
な
ろ
う
」
。
ま
た
、
「
祖
国
を
構
成
す
る
の
は
、
城
壁
で
も
そ
れ

を
守
る
人
々
で
も
無
い
。
そ
れ
は
、
法
律
、
習
俗
、
慣
習
、
政
府
、
憲
法
、
そ
れ
ら
全
て
か
ら
結
果
す
る
存
在
の
し
方

E
g
g
-
bお
q
e
B
)

T

J

T

J
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(
刊
)

に
あ
る
の
だ
」
と
教
え
て
居
る
。

フランス革命における自由・平等・友愛と平和原則の成立と近代憲法的(今日的)意義

後
者
(
人
間
主
義
的
愛
国
主
義
)

の
例
と
し
て
は
、
「
百
科
全
書
」

の
中
で
「
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ス
ム
」

の
項
目
を
書
い
た

2
5
0
2
は、

言
っ
て
い
る
。
「
最
も
完
全
な
パ
ト
リ
オ
テ
イ
ス
ム
は
、
人
類
の
諸
権
利
が
よ
く
充
足
さ
れ
て
、
世
界
の
全
て
の
人
民
た
ち
に
対
し
て
お
互

(

引

)

(

必

)

い
に
そ
れ
を
尊
重
し
あ
う
よ
う
な
時
に
持
つ
も
の
で
あ
る
」
、
と
。

0
・
zo--gny
は
、
次
の
様
に
説
明
し
て
居
る
。
人
間
主
義
的
愛
国
主
義

に
つ
い
て
、
「
正
義
が
万
民
法
の
基
礎
で
あ
り
、
諸
国
民
は
普
遍
的
社
会
と
人
類
の
中
の
個
人
た
ち
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
或
る
人
民
が
他

の
人
民
に
負
う
て
い
る
こ
と
は
、
あ
る
人
聞
が
他
の
人
間
に
負
う
て
い
る
の
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
我
々
人
間
と
言
う
種
族
で
あ
る
こ
と
に

お
い
て
二
つ
の
道
徳
が
あ
る
は
ず
は
少
し
も
無
い
の
で
あ
っ
て
、
同
盟
し
た
国
民
の
間
に
は
友
人
の
聞
に
存
在
す
る
と
同
じ
終
が
あ
る
の
で

あ
る
。
人
間
性
と
平
等
の
鮮
は
、
諸
人
民
を
、
最
も
遠
い
外
国
人
で
あ
っ
て
も
、
利
益
の
最
も
異
な
る
人
民
で
あ
っ
て
も
、
結
び
付
け
て
居

る
の
だ
。
人
間
性

2
.
E
5
8忘
)
は
、
パ
リ
の
市
民
と
ペ
キ
ン
の
市
民
と
を
打
ち
勝
ち
難
く
結
び
付
け
て
居
る
粋
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
世

界
の
異
な
る
諸
人
民
を
分
散
し
た
人
間
個
人
で
し
か
な
い
と
す
る
人
類
の
大
家
族
の
全
て
の
構
成
員
を
等
し
く
拘
束
す
る
協
定

(
Z
D

宮
町
お
)

で
あ
る
。
し
か
し
彼
は
、
こ
の
「
人
間
主
義
的
愛
国
主
義
」
が
当
時
の
諸
国
相
互
の
現
実
に
お
い
て
適
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
論

ず
る
。
も
し
、
諸
人
民
の
利
益
が
互
い
に
対
立
す
る
よ
う
な
場
合
に
は
恒
常
的
「
戦
争
の
状
態
」
と
な
り
、
講
和
条
約
の
締
結
も
次
の
攻
撃

再
開
ま
で
の
停
戦
に
過
ぎ
ず
、
互
い
に
他
国
民
の
不
幸
と
弱
体
化
を
喜
び
、
ギ
リ
シ
ア
人
や
ロ

l
マ
人
の
様
に
「
普
遍
的
愛
を
全
く
排
除
す

る
」
。
そ
の
よ
う
な
愛
が
「
信
頼
性
」
を
持
つ
時
代
と
な
る
た
め
に
は
、
諸
国
民
が
相
互
的
な
法
律
な
い
し
条
約
に
よ
っ
て
、
国
家
を
構
成

す
る
諸
家
族
の
様
に
相
互
間
で
結
合
し
、
諸
国
民
の
利
益
が
よ
り
一
般
的
な
利
益
に
従
属
し
、
つ
い
に
は
祖
国
へ
の
愛
が
心
の
中
か
ら
消
え

去
り
普
遍
的
愛
の
火
を
燃
え
立
た
せ
る
時
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
長
い
時
間
を
要
す
る
「
精
神
の
あ

り
方
」
の
問
題
で
あ
る
が
、
「
祖
国
へ
の
愛
は
、
普
遍
的
愛
を
排
除
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
」
、
な
ぜ
な
ら
「
あ
る
人
民
は
其
の
隣
人
の

犠
牲
に
お
い
て
光
り

(
Z
5
5
5ろ
を
得
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
、
新
し
い
発
見
を
す
る
精
神
は
、
機
械
を
発
明
す
る
な
ど
に
よ
っ
て
「
世

北法55(4・15)1399



説

界
へ
の
善
行
者
」
と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
o
U
E
B円
も
、
「
人
類
を
啓
蒙
す
る
こ
と
は
、
永
続
的
で
あ
り
、
直
ぐ
終
わ
っ
て
し
ま
う
祖
国

を
救
う
と
か
治
安
を
良
く
す
る
こ
と
よ
り
ず
っ
と
価
値
あ
る
こ
と
で
は
な
い
か
」
と
問
い
か
け
て
い
る
。

論

ヴ
ォ
ル
テ
l
ル
は
、
上
述
の
ほ
か
、
「
人
間
主
義
的
愛
国
者
」
で
も
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
特
に
、
信
仰
の
自
由
の

ゆ
え
に
祖
国
を
捨
て
て
ア
メ
リ
カ
や
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
国
に
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
(
ユ
グ
ノ

l
の
)
歴
史
に
鑑
み
、
(
哲
学
者
達
と

と
も
に
)
、
「
フ
ラ
ン
ス
は
フ
ラ
ン
ス
人
全
体
に
と
っ
て
本
当
の
祖
国
と
な
る
の
は
、
良
心
の
自
由
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
市
民
的
及
、
ぴ
宗
教

(
必
)

的
存
在
を
認
め
る
時
に
の
み
」
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
聖
職
者
も
同
旨
の
説
教
を
(
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
世
界
市
民
で
あ
る
と
同
時
に
愛
国

(

川

叫

)

者
で
あ
る
。
両
者
は
両
立
不
可
能
な
も
も
の
で
は
な
い
。
世
界
は
実
の
と
こ
ろ
共
通
の
祖
国
で
あ
り
、
共
通
の
避
け
所
な
の
だ
」
)
し
て
居

る

ル
イ
一
六
世
の
君
臨
の
下
で
、
「
哲
学
者
達
の
原
則
に
基
づ
く
国
家
に
お
い
て
の
み
祖
国
が
あ
る
」
(
国
内
改
革
と
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
へ

の
参
〆
加
に
よ
っ
て
)
「
愛
国
主
義
の
歴
史
に
お
け
る
新
し
い
時
代
」
が
到
来
す
る
か
に
思
わ
れ
た
。
従
来
の
言
説
や
評
論
の
思
想
レ
ベ
ル
か

ら
、
現
実
の
政
治
と
法
の
次
元
、
す
な
わ
ち
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
」
の
重
大
か
つ
複
雑
な
動
態
の
分
析
に
這
入
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
革
命

前
夜
の
危
機
的
状
況
に
お
い
て
、
国
王
の
側
近
の
大
臣
(
経
済
相
)
で
も
あ
り
(
た
だ
し
一
七
七
六
年
罷
免
)
、
哲
学
者
達
(
重
農
主
義
)

(
必
)

の
思
想
の
影
響
を
受
け
、
国
内
改
革
と
世
界
的
視
野
の
政
策
を
も
っ
た
。
戸
斗
ロ
お
♀
に
つ
い
て
、
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
が
、

同
じ
閣
僚
(
外
務
大
臣
、
〈
O
G
g口
町
田
)
を
通
じ
て
、
「
侵
略
的
・
征
服
的
愛
国
主
義
を
否
認
し
、
世
界
の
中
で
フ
ラ
ン
ス
が
平
和
的
で
有
益

な
役
割
を
果
た
し
、
新
し
い
万
民
法
の
先
駆
」
と
な
る
こ
と
を
提
言
し
て
居
た
こ
と
で
あ
る
。
後
に
、
「
憲
法
制
定
議
会
が
征
服
戦
争
を
拒

否
し
、
平
和
的
愛
国
主
義
を
採
択
」
す
る
先
鞭
を
つ
け
た
(
日
本
国
憲
法
の
平
和
主
義
に
連
な
る
)
ス
テ
l
ツ
マ
ン
と
し
て
、
記
憶
さ
れ
ね

(

必

)

(

灯

)

ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
当
時
の
学
者
の
教
説
の
例
と
し
て
、
「
人
間
の
愛
国
主
義
」
を
「
キ
リ
ス
ト
者
の
愛
国
主
義
」
と
対
立
さ
せ
て
批
判

し
、
人
聞
が
神
に
創
造
さ
れ
皆
兄
弟
と
し
て
大
き
な
家
族
を
な
し
て
居
た
こ
と
(
ボ
シ
ユ
エ
も
同
じ
)
か
ら
堕
落
し
人
間
の
分
裂
と
倣
慢
と

北法55(4・16)1400
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下
劣
な
利
己
主
義
と
無
関
心
と
な
り
諸
人
民
相
互
に
戦
争
と
流
血
と
破
壊
を
も
た
ら
す
現
実
と
な
っ
た
「
人
間
の
愛
国
主
義
」
を
根
本
か
ら

改
め
、
殺
人
と
野
蛮
の
戦
争
の
栄
光
と
征
服
の
虚
栄
を
や
め
、
宗
教
(
キ
リ
ス
ト
教
)
に
よ
り
地
上
で
共
通
の
大
き
な
家
族
と
し
て
互
い
に

善
意
と
善
行
を
尽
く
し
合
う
完
全
な
調
和
の
世
界
を
目
指
す
べ
き
だ
と
言
う
「
キ
リ
ス
ト
教
愛
国
主
義
」
(
そ
の
実
「
平
和
主
義
」
)
が
主
張

(
灯
)

さ
れ
、
そ
れ
が
聖
職
者
(
特
に
下
級
司
祭
)
に
よ
っ
て
、
広
く
素
朴
な
農
民
た
ち
に
説
教
さ
れ
て
居
た
こ
と
も
、
指
摘
さ
れ
て
居
る
。

b
.
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
公
法
原
則
と
し
て
の
成
立
(
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
を
打
破
し
て
自
由
・
平
等
の
国
民
・
国
家
を
創
造
)
す
る

「
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ス
ム
」
と
し
て
の
「
友
愛
」
原
則

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
「
友
愛
」
と
「

za5E」
と
「
E
E
m」

(
必
)

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
極
め
て
詳
細
な
た
ち
い
っ
た
研
究
を
加
え
た
、
ボ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
の
著
書
を
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
、

先
ず
、
思
想
的
に
、
「
世
界
市
民
的
(
人
類
普
遍
の
)
友
愛
」
観
念
が
、
(
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
向
か
っ
て
)
次
第
に
「
否
定

(
5
2
)
」
さ
れ

る
傾
斜
を
持
ち
、
「
自
由
と
平
等
」
の
「
国
民

(
Z
邑
S
)」
の
「
友
愛
」
が
必
要
と
な
り
、
「
祖
国
愛
吉
田
亘
2
5
g
)
」
が
「
新
し
い
友
愛
」

と
し
て
成
立
し
、
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
の
三
部
標
語

(EEmFO)
」
が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
検
討
・
分
析
し
て
い
る
。

(
1
)
 

こ
の
ボ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
の
研
究
に
よ
っ
て
、
上
述
の
オ
ラ
l
ル
の
歴
史
的
研
究
に
於
い
て
、
「
自
由
と
平
等
」
の
標
語
の
存
在
は
一
般
的
で

の
標
語
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
実
証
的
研
究
に
対
し
て
、
賓
は
、
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
」
の
原
則

あ
っ
た
が
、
実
際
上
「
友
愛
」

が
、
実
在
的
に
見
て
、
ま
さ
に
三
位
一
体
の
相
互
不
可
分
の
論
理
的
・
構
造
的
関
係
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
、
画
期
的
と
も
言

う
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
、
要
点
を
摘
記
し
て
お
く
。

北法55(4・17)1401

「
友
愛
」
概
念
に
つ
い
て
、
「
祖
国

(E包
何
)
」
に
「
特
権
的
地
位
」
を
与
え
、
そ
れ
を
「
自
由
と
平
等
の
存
立
条
件
」
と
し
、
「
祖
国
」

を
「
新
し
い
友
愛
の
源
泉
(
回

B
R
E
Eロ
m
E円
相
互
依

55n--n)」
(
「
自
由
と
平
等
が
、
祖
国
の
条
件
」
で
あ
る
)
と
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
祖
国
」
概
念
に
活
力
を
与
え
、
「
最
も
強
力
で
持
久
力
あ
る
影
盤
と
を
及
ぼ
し
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
」
の
思
想
を
準
備
し
た
の
は
、

J
.
J
.



説

(
特
)

ル
ソ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
強
調
し
、
詳
細
に
分
析
し
た
。
紙
数
の
関
係
上
ボ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
の
研
究
に
譲
る
が
、
こ
れ
を
要
す
る

(
印
)

に
、
そ
れ
は
、
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
支
配
的
な
い
し
多
数
で
あ
っ
た
「
君
主
主
義
者

(
B
S
R
n
y
z
g
)
」
(
ボ
シ
ユ
エ
に
代
表
さ
れ
る
と

(
日
)

と
同
時
に
「
世
界
市
民
主
義
者

(
n
2
5
8
E
gこ
か
ら
、
同
時
に
遠
ざ
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
革
命
に
先
立
つ
時
期
に
於
い
て
は
、

「
友
愛
」
の
観
念
は
、
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
な
い
し
「
実
現
不
可
能
な
夢
」
で
は
な
く
「
実
現
可
能
な
未
来
、
そ
し
て
革
命
の
下
に
於
い
て
は

(
幻
)

新
し
い
社
会
組
織
に
実
在
的
に
共
存
す
る
現
実
」
の
問
題
と
な
っ
た
こ
と
を
、
強
調
し
て
居
る
。

こ
の
、
自
由
と
平
等
の
祖
国
を
友
愛
の
原
則
に
よ
り
革
命
の
政
治
的
・
法
律
的
原
則
に
結
び
付
け
る
媒
体
と
な
っ
た
の
が
「
国
民

(
Z中

(
日
)

cg)」
の
概
念

(
S
E
5
5ロ
E
S
E
-伺
)
で
あ
る
。
そ
の
「
国
民
」
概
念
を
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
、
「
自
由
と
平
等
」

を
実
現
す
る
「
友
愛
」
の
社
会
と
し
て
の
「
祖
国
」
概
念
に
転
換
し
、
「
絶
対
君
主
制
に
対
す
る
戦
闘
の
武
器

E
R
S
-
R
号
宮
町
耳
目

gロ
5

論

-〆宮。】ロ江田
5
2
5ロ静岡
n
v
S己
刊
)
と
な
り
、
ま
た
「
祖
国
の
実
現
の
道
具
(
百
聞
き
呂
町
三
号
応
急
回
阻
ま
ロ
母
宮
司
包
号
)
」
と
観
念
す
る
よ
う
に
な
っ

(
日
)

た
の
で
あ
る
。

共
通
の
出
生
の
土
地
、
共
通
の
言
語
・
歴
史
・
文
化
・
利
益
を
持
つ
住
民
を
、
過
去
・
現
在
・
未
来
を
通
ず
る
社
会
構
成
体
と
し
て
抽
象

的
な
人
格
に
構
成
し
た
「
国
民
」
概
念
は
、
自
由
と
平
等
の
「
人
間
」
の
「
自
然
」
権
的
人
権
を
保
障
す
る
「
市
民
」
の
「
社
会
」
の
組
織
・

制
度
と
し
て
構
成
さ
れ
る
「
国
家
」
の
創
造
に
よ
っ
て
、
現
実
的
な
公
法
制
度
と
し
て
妥
当
し
賓
効
的
に
通
用
す
る
も
の
と
な
る
。
そ
の
社

会
的
組
織
の
集
約
の
「
単
一
性
な
い
し
統
一
性
(
ロ
ロ

?
5
5
)」
の
概
念
の
「
国
民
的
媒
体

(
B
E
E
P
Oロ
ロ
邑

g号
)
」
と
な
っ
た
の
が
、
「
国

民
」
と
い
う
抽
象
的
法
人
格
概
念
で
あ
っ
た
。
ル
ソ

1
の
「
社
会
契
約
論
」
が
強
調
し
た
〔
市
民

(ng百
三
個
人
の
自
由
を
平
等
に
保
障

す
る
社
会
組
織
体
・
国
家
が
主
権
を
保
持
し
、
そ
の
主
権
的
意
志
の
決
定
(
「
一
般
意
志
(
〈

o-S尽
な
忌
E
O
)
と
し
て
の
法
律
(
戸
OF)
の

制
定
」
)
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
自
由
な
人
民
」
と
な
る
〕
と
い
う
思
想
に
よ
り
、
革
命
の
公
法
制
度
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
自
由
と
平
等
」
の
社
会
と
国
家
の
創
造
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
囲
内
的
に
も
、
国
際
的
に
も
、
貴
族
的
特
権
層
・
絶

北法55(4・18)1402



フランス革命における自由・平等・友愛と平和原則の成立と近代憲法的(今日的)意義

対
君
主
制
(
支
持
者
)
が
支
配
的
だ
っ
た
社
会
・
国
家
体
制
(
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
)
の
現
実
に
於
い
て
、
そ
の
根
本
的
変
革
(
「
革

命
」
)
の
担
い
手
を
「
世
界
市
民
的
人
間
」
一
般
に
期
待
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
担
い
手
(
主
体
)
は
、
フ
ラ
ン
ス
「
国
民

三
巴
g)
と
い
う
統
一
体
に
も
と
め
ら
れ
る
ほ
か
な
い
。
し
か
も
、
現
実
に
、
地
域
(
地
方
)
的
・
社
会
経
済
的
・
文
化
的
特
色
や
利
害

(
個
別
的
利
害
)
が
多
元
的
に
対
立
し
分
裂
し
て
い
る
「
国
民
」
を
「
自
由
と
平
等
」
の
新
し
い
「
国
家
(
由
民
)
」
体
制
に
統
合
す
る
た

め
に
は
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
「
国
民
」
を
法
人
格
と
し
て
「
法
(
律
)
的

C
E
e宮
町
)
」
に
構
成
体
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
統
一
と
「
友

愛
」
の
対
象
と
し
て
の
「
祖
国
(
宮
豆
町
)
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
、
「
自
由
と
平
等
」
を
保
障
す
る
新
し
い
「
国
家
」
が
、
「
国

民
」
を
媒
介
と
し
て
「
祖
国
」
と
な
り
、
「
祖
国
愛

(
E
E
2
2
5白
)
」
と
「
友
愛
」
が
「
自
由
と
平
等
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
」
の
成
功
に
と
っ

て
、
実
在
的
に
一
体
不
可
分
の
も
の
と
し
て
「
革
命
の
人
々
(
叫
2
0
E
5ロ
S
5
P
E
g
g
s
g
s
m
m
b
g
E
g
D
)」
に
と
ら
え
ら
れ
た
わ
け
で

(
日
)

ホ
γφ
。

の
思
想
的
・
社
会
的
・
政
治
・
法
的
背
景
と
条
件
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
一
七
八
九
年
の
「
全
身

分
会
議
」
の
招
集
が
「
憲
法
制
定
の
国
民
議
会
」
と
な
り
、
そ
の
大
変
革
が
「
革
命
」
の
激
動
と
な
っ
て
進
展
し
(
貴
族
革
命
l
市
民
革
命

(
日
)

l
民
衆
革
命
1
農
民
革
命
へ
の
展
開
と
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
)
、
「
自
由
と
平
等
」
の
「
国
民
・
国
家
(
開
E
'
Z邑
S
)
」
を
創
造
し
建
設
し

確
立
し
よ
う
と
し
て
、
「
国
民
l
国
家
」
が
「
自
由
と
平
等
の
祖
国
」
と
し
て
(
国
民
に
よ
っ
て
愛
さ
れ
る
「
友
愛
(
明
お
お

E
E」
す
な
わ

ち
「
祖
国
愛

(
E
E
2
2百
四
)
」
に
よ
っ
て
一
致
結
束
し
た
「
祖
国
(
市
民
号
)
」
が
必
要
・
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
)
要
請
さ
れ
そ
の
諸
条
件

(
日
)

一
七
八
九
年
八
月
の
「
人
間
と
市
民
の
権
利
の
宣
言
」

以
上
の
よ
う
な
、
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
」

北法55(4・19)1403

ル
ソ

l
の
思
想
に
よ
っ
て
)
が
準
備
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

の
「
自
由
と
平
等
」
の
権
利
が
、
何
故
に
「
人
間
の
自
然
的
か
つ
消
滅
す
る
こ
と
の
無
い
」
人
間
に
固
有
の
不
可
侵
(
国
家
権
力
・
実
定
法
・

(
防
)

武
力
に
よ
っ
て
も
奪
う
こ
と
の
出
来
な
い
)
の
人
類
普
遍
の
(
世
界
市
民
的
本
質
を
も
つ
な
2
5
8
。-E
な
)
)
輝
か
し
い
「
人
権
宣
言
」

し
か
し
何
故
に
同
時
に
「
国
民

(
Z邑
S
)」
主
権
が
宣
言
さ
れ
、
「
革
命
の
人
々
」
が
「
国
王
(
円
♀
)
」
で
な
く
「
人

(
と
り
わ
け
J
.
J・

と
し
て
宣
言
さ
れ
、



説

民
(
胃
吾
目
白
)
」
に
主
権
の
源
泉
が
存
す
る
こ
と
を
明
記
し
、
「
革
命
」
の
進
行
と
共
に
、
人
民
の
下
か
ら
の
(
実
力
)
「
革
命
」
行
動
が
、
「
連

(

ω

)

(

印
W
)

盟
祭
」
と
「
祖
国
の
祭
壇
」
と
し
て
宗
教
的
祭
り
の
よ
う
に
「
献
納

(
n
g
m
b
Q
S
Sこ
さ
れ
、
「
祖
国
」
と
「
祖
国
愛
」
が
強
調
・
教
育

論

さ
れ
た
か
が
よ
く
理
解
出
来
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
」
(
一
七
八
九
l
一
七
九
四
年
)
に
於
い
て
、
オ
ラ
l
ル
の
歴
史
的
・
実
証
的
研
究
(
上
記
)
が
検
証
し

た
よ
う
に
「
自
由
と
平
等
」
が
国
民
の
多
数
お
よ
び
公
式
文
書
に
於
い
て
「
標
証
巴
と
し
て
用
い
ら
れ
ず
、
「
友
愛
」
が
三
位
一
体
的
に
用

い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
し
か
し
、
「
友
愛
」
と
は
「
自
由
と
平
等
」

の
新
し
い
社
会
・
国
家
を
「
旧
制
度

(
B
2
2
芯
抱
Bn)
」
を
転

の
相
互
間
に
於
い
て
「
兄
弟
」
で
あ
り
「
友
愛
」
が
存

在
し
、
そ
の
よ
う
な
新
し
い
「
国
民
i
国
家
」
こ
そ
が
「
祖
国

(EEO)
」
と
し
て
強
調
・
「
聖
化
」
さ
れ
、
「
愛
国
者
(
祖
国
愛
の
人
々
、

E
E
2
2
)
」
と
は
、
「
草
命
の
人
々
(
恕

g
-
E
O
E包
B
出
)
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
「
反
革
命
の
人
々
(
呂
田
g
n
S
S
T
E
S
R各
国
同
町
田
)
」
と
の
聞
に

覆
・
破
壊
し
て
、
創
り
出
し
打
ち
立
て
る
「
革
命
の
人
々
(
芯
g
E
5
5弓
g)」

は
、
敵
対
・
死
闘
関
係
が
あ
っ
て
も
、
「
友
愛
」
や
共
通
の
「
祖
国
」
も
あ
り
得
な
い
と
言
う
意
識
と
論
理
が
支
配
的
と
な
り
、
「
フ
ラ
ン
ス

革
命
の
公
法
(
憲
法
)
原
則
」
が
構
成
さ
れ
、
賓
(
強
)
行
さ
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
囲
内
的
・
国
際
的
に
、
「
反
革
命
勢
力
」

に
対
す
る
、
容
赦
の
無
い
実
力
行
使
・
弾
圧
・
排
除
(
パ
ス
テ
ィ
!
ュ
、
ギ
ロ
チ
ン
、
虐
殺
、
恐
怖
政
治
)
と
戦
争
を
敢
え
て
し
て
も
、
新

の
「
革
命
フ
ラ
ン
ス
」
の
「
祖
国
」
の
誕
生
と
統
一
と
存
続
を
防
衛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

し
い
「
自
由
・
平
等
」

に
、
八
九
年
と
九
三
年
の
「
人
権
宣
言
」

の
現
実
が
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
」
の
現
実
の
中
で
、
「
人
権
宣
言
」
と
一
体
の
論
理
で
結
ぼ
れ
て
居
る
と
解
し
得
る
「
平
和
(
征
服
戦
争
放
棄
)

の
人
類
的
普
遍
性
と
フ
ラ
ン
ス
的
特
色
と
限
界
が
あ
り
、
「
光
り
と
闇
」

原
則
」

(
歴
史
的
・
今
日
的
意
義
の
)
再
検
討
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の

の
新
し
い
「
国
民
・
国
家
」
(
「
社
会
・
国
家
組
織
」
)
を
創
造
す
る
「
国
民
」
が
、
そ
の
「
国
家
」
を
「
祖
国
(
パ

ト
リ
イ
)
」
と
し
て
愛
し
協
力
一
致
し
て
創
り
出
す
終
と
し
て
の
「
祖
国
愛
(
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ス
ム
ご
と
な
る
「
友
愛
」

(2)
「
自
由
・
平
等
」

北法55(4・20)1404



こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
中
で
、
「
自
由
・
平
等
」
が
掲
げ
ら
れ
で
も
、
実
際
上
「
友
愛
」
と
言
う
標
語
が
使
わ
れ
な
っ
た
こ
と
は
、

フランス革命における自由・平等・友愛と平和原則の成立と近代憲法的(今日的)意義

「
自
由
で
平
等
」
な
新
し
い
社
会
・
国
家
組
織
を
、
君
主
を
主
権
者
と
す
る
「
旧
制
度
(
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
)
」
を
根
本
的
に
転
覆

し
て
創
り
出
し
て
行
く
戦
い
の
狼
煙
と
し
て
、
そ
の
「
革
命
」
を
潰
し
阻
止
し
よ
う
と
い
う
「
反
革
命
」
の
国
内
的
・
国
際
的
思
想
と
勢
力

に
対
し
て
、
「
友
愛
」
を
語
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
友
愛
」
と
は
、
「
革
命
支
持
の
人
々
(
『
雪
。

z
t
o
E包
吋
目
的
)
の
間
で

「
兄
弟
た
ち
(
志
同
町
田
)
」
の
結
束
を
確
か
め
・
強
め
る
た
め
の
「
合
言
葉
」
で
あ
っ
て
も
、
「
反
革
命
の
君
主
主
義
者
・
貴
族
主
義
者
」
と

は
、
「
敵
」
と
し
て
戦
う
ほ
か
無
い
と
考
え
ら
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
近
代
的
な
社
会
・
国
家
組
織
を
創
り
出
す
担
い
手
な
い
し
主
体
と
し
て
は
、
「
君
主
」
な
い
し
「
貴
族
」
の
特
権
層
に
期

待
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
ま
た
、
当
時
の
「
世
界
市
民
的
人
間

(n580EE)」
に
頼
る
わ
け
に
も
行
か
ず
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
(
Z
邑
S

宮
口
前
回
尻
町
、
し
か
も
「
革
命
を
理
解
し
支
持
す
る
」
国
民
)
の
「
主
権
」
的
意
志
(
新
し
い
国
民
的
総
意
と
し
て
の
〈
。

-S円相窓口和
S
宵
F
S
)

に
拠
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
、
一
人
世
紀
の
政
治
・
法
思
想
の
う
ち
、

J
.
J
.
ル
ソ
l
の
基
本
的
影
響
が
は
っ
き
り
と
み
ら
れ
る
。

「
革
命
」
を
遂
行
し
、
新
し
い
「
自
由
・
平
等
の
国
家
」
を
創
出
し
「
政
治
的
・
法
的
に
制
度
化
」
し
て
行
く
の
は
、
「
祖
国
愛
」
と
一
言
う

「
友
愛
」
に
よ
っ
て
一
つ
に
「
統
合
」
さ
れ
た
「
国
民
」
に
拠
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
「
友
愛
」
原
則
は
、
「
自
由
・
平
等
」

(
引
)

原
則
と
共
に
、
「
実
在
的
に
共
存
し
結
合

(
n
g
g
Z
E
E
-ぽ
2
5宮
)
」
。
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
フ
ラ
ン
ス
革
命
」
と
は
、
「
自
由
と
平
等
の
祖
国
(
社
会
|
国
家
体
制
)
」
を
「
国
民
」
が
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
根
本
的
変
革
・

「
革
命
」
に
よ
っ
て
現
実
に
新
た
に
創
り
出
す
運
動
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
「
国
民
」
と
は
、
「
祖
国
愛
」

H

「
友
愛
」
に
よ
っ
て
堅
く

北法55(4・21)1405 

結
ぼ
れ
た
寸
革
命
の
人
々
・
市
民
(
レ
ヴ
ォ
リ
ユ
シ
オ
ネ
l
ル
・
シ
ト
ワ
イ
ア
ン
)
」
で
あ
る
と
い
う
意
識
と
実
質
的
に
不
可
分
に
結
び
付

き
、
形
成
さ
れ
、
進
行
し
、
強
化
さ
れ
て
、
「
草
命
の
公
法
」
原
則
が
出
現
し
成
立
し
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
一
見
基
本

の
掲
げ
た
「
自
由
と
平
等
」
の
人
類
普
遍
・
永
久
不
可
侵
(
己
8
5
E
E
B
Z

的
に
矛
盾
す
る
、
「
人
権
宣
言
」
(
一
七
八
九
・
一
七
九
三
年
)



説

町
内
5
宮
町
田
町
ユ
吉
宮
何
回
色
町
三
O
B
B
n
の
コ
ス
モ
ポ
リ
テ
イ
ク
)
性
と
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
に
主
権
が
存
し
法
律
は
「
総
意
(
E
S
E
ロ
思
m
b
B
E
m
)

の
表
現
」
と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
国
民
的
(
ナ
シ
ォ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ク
な
集
権
国
家
的
)
性
格
と
の
共
存
が
、

Z
邑
C
ロ
と
「
祖
国
愛
」
を
媒
介
と

三辺、

百聞

し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
人
権
宣
言
」
と
不
可
分
な
い
し
密
接
に
関
連
す
る
と
解
さ
れ
る
国
際
関
係
に
お
け
る
「
平

和
宣
言
」
(
一
七
九
0
・
一
七
九
三
年
)
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
解
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
検
討
を
要
す
る
。
以
下
、
特
に
「
友

愛
」
原
則
と
「
平
和
宣
言
」
を
そ
の
思
想
と
実
態
に
重
点
を
お
い
て
論
述
す
る
。

(
注
)
(
1
)
。
・
5
N
O
-
-
曲
尽
官
『
岳
。
ロ
百
円
芯
『
色
白
色
g
a
c
B
B
担
問
町
田
n
E
E
M
和
国
間
V
R
-
四
回
目
1

色丹田色町関口開問40・mU同
v
・
3
-
u
・
=
。
・
ア
司
凶
4
∞
。
・

(
2
)
拙
著
『
戦
争
放
棄
と
平
和
的
生
存
権
』
岩
波
書
庖
、
一
九
九
一
、
一
八
|
二
一
、
四
七
l
五
六
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

(
3
)
。
-
B
N
P
8
e
f
司
・
出
・
も
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
現
実
が
、
軍
人
の
み
な
ら
ず
市
民
一
般
を
巻
き
込
む
「
無
差
別
」
の
「
全
体
戦
争

(
S
E
5
肖
)
」
の
様
相
(
「
特
(
限
)
定
」
不
可
能
)
を
呈
す
る
な
ら
ば
、
「
完
全
保
障
」
の
論
理
は
破
綻
(
実
現
不
可
能
)
し
、
そ
の
「
戦
争
」

そ
の
も
の
の
否
定
な
い
し
反
対
結
論
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

(
4
)
深
瀬
忠
一
、
「
ジ
ヤ
ン
・
ジ
ョ
レ
ス
の
平
和
の
法
思
想
と
生
l

『
新
国
軍
論
』
を
め
ぐ
っ
て
」
、
野
田
良
之
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
東
西

法
文
化
の
比
較
と
交
流
』
有
斐
閥
、
一
九
八
三
、
三
O

一
三
三
七
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

(
5
)
』

-
m
o
σ
四
円
F
E
σ
開
口
少
思
目
白
】
四
円
か
岨
明
E
R
呂
志
・
3
J可
A
F
g
y角公
g
m
g
c
m
o
a
g
回

z
a
g
F
回
国
-
3
4
3
J
『
J
ア
℃
ま
斗
・

(6)
玄
・
切
O
G
2
8
・
F
2
5
巳
。
ロ
仏
刊
明
3
8
8忘
g
己

g
R
司
E
E
n
骨

g
m臼
p
-
町
吉
田
聞
か
-
-
m
-
M
『
和
田
町
宮
町
二
〆
〈
g
-
『
色
町
g
g
n
F
S
少
F
O
U』咽

3
3
・
=
。
S
B
E
E
F
-
v
・

-凶・

(
7
)
J
ヘ
・
百
個
z
n
r
r
E戸
g
a
z
包
括
〈
ο
5
5
4
三
口
出
門
口
町
E
G
唱
。
z
E
2
m
g出
n
E
o
=
-
u
g
p
ロ
仏
刊
号
z
m
b
〈
。
-
E
O
E
P
H
5
2
回
田
町
宮
ロ
二
四
円
四
雪
色
。
宅
問
四
国
町
三
仏
E

n
o
ロ
2
E
Z
E
C
ロ
ロ
包
仲
間
g
n
q
o
ユ
伯
仲
ロ
n
o
n
n
E
n
E
色
白
色
白
ロ
ニ
0
5
0
口
会
Y

百円同zgmgme「白noロ目立Z20ロロ陪-zsmm口問『町三)nnEg再刊ニ刊し『白唱cp-M回明同JN。。ァ-u・

い
W
1

「
#

(
8
)
〉
・
〉
E
-
R
P
門
担
品
開
〈
即
日
開
〈
亡
ぴ
問
見
少
開
明
色
町
少
同
H
E
R
B
-
思
y
g
n
g
ι
2
2
F
m
m
O
E
E
同
己
静
岡
N
T
o
-
E
2
0
ロ
P
8
2
-
F
3
0
少
℃
・
ァ
ど
・
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フランス革命における自由・平等・友愛と平和原則の成立と近代憲法的(今日的)意義

(
9
)
5
E・
唱
ナ
M
-

(
叩
)
「
Z
D
邑
g--to--
芯『
O』
」
(
一
九
八
九
年
二
一
月
一
一
一
一
日
法
)
、
「
ピ
F
E少岡山間白
Z
円
少
〈
2
E」
(
g
M
)
、
「
亡
σ刊
誌
暗
闇
凶
出
血

E円
少
古
田
E
8」
(
g
凶)、

。円
n-FHMM門田
よ

-M-M'Jア

(
日
)
仔
E
J
-
Y
N
Jア
M
∞・

(
ロ
)
ザ
広
・
・
司
U
0
・

(
日
)
深
瀬
忠
一
・
樋
口
陽
一
・
吉
田
克
巳
編
『
人
権
宣
言
と
日
本
』
、
勤
草
書
一
房
、
一
九
九
O
、
参
照
。

(
は
)
深
瀬
忠
一
、
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
光
り
と
閤
に
学
ん
で
l
日
本
国
憲
法
の
平
和
の
理
念
と
そ
の
実
現
の
し
方
に
つ
い
て
思
う
1

」
、
札
幌
日
仏

協
会
編
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
光
り
と
闇
』
勤
草
書
房
、
一
九
九
O
年
、
所
収
、
一
七
七
l

一
九
二
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

(
日
)
深
瀬
忠
一
「
戦
争
放
棄
と
軍
備
撤
廃
の
法
思
想
史
的
研
究
(
二
」
、
『
宮
沢
俊
義
先
生
古
稀
記
念
・
憲
法
の
現
代
的
課
題
』
有
斐
閣
、
一
九
七

二
年
、
八
O
l
二
三
二
ペ
ー
ジ
。

(
日
)
深
瀬
「
戦
争
放
棄
と
軍
備
撤
廃
:
・
」
、

F
F色よ勺
-
B
a
l
-
3・

(
げ
)
深
瀬
忠
一
「
フ
ラ
ン
ス
の
公
法
学
の
第
一
人
者
。
g
G
g
〈

aa教
授
の
貢
献
」
、
ジ
ユ
リ
ス
ト
、
二
O
O
三
年
九
月
一
五
日
号
、
二
ハ
七
i

一
六
八
ペ
ー
ジ
、
参
照
。
ヴ
デ
ル
は
革
命
の
人
々
の
国
家
(
民
)
主
権
概
念
の
歴
史
的
・
国
民
的
限
界
を
論
じ
、
今
日
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
」

の
よ
う
な
超
国
家
組
織
の
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
説
い
て
い
る
。

(
玲
)
玄
・
切
。
吋
同
町
内
戸
間
L
E
E
S
去
間
半
即
席
呈
広
伺
ロ
色
円
。
』
門
司
E
E
n
『『白口明白
-po-vnx・
を
と
く
に
活
用
す
る
。

(
印
)
深
瀬
忠
一
「
平
和
憲
法
は
た
た
か
つ
て
守
ら
れ
発
展
す
る
|
恵
庭
事
件
・
長
沼
事
件
の
憲
法
訴
訟
を
め
ぐ
っ
て
l
」
(
杉
原
泰
雄
・
樋
口
陽
一

編
『
日
本
国
憲
法
五
O
年
と
私
』
岩
波
書
広
、
一
九
九
七
年
、
一
七
一

l

一
七
二
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
意
識
の
原
点
で
あ
る
。

(
却
)
回
O
吋mag-
告

-
S・七・
3
a
N
0
・

(
れ
)
深
瀬
忠
一
、
「
戦
争
放
棄
と
軍
備
撤
廃
の
・
:
」
、
五
一

l
五
三
ペ
ー
ジ
。

(泣

)
F
E
P
咽
匂
∞
品
目
∞
∞
・

(お
)
E
p
e目
y
S
B
3・

(
出
)
吋

-
m
E
3
8
P
「
2

8ロ司
nn開門戸
on窓
口
祭
出
門
戸
Z
・5
8
2邑
OEE一回目ヨ
P
F
戸

-
S∞・司・説。
-nF応
可
貧
富
・
回
c
a
g
o
-
。目
M・E
・--M-MAF・

(お
)
n
E・同M
m

戸
〉
E
-
即
丘
町
円
切
。
G
2
8
・
EE--
司E
M
凶・
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(
m
m
)

志
広
咽
同
y
N
M

(
幻
)
「
人
類
は
唯
一
の
家
族
の
み
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
哲
学
の
原
則
を
確
立
す
る
た
め
に
」
奴
隷
制
を
廃
止
す
べ
き
だ
と
「
黒
人
の
友
の
会
」

の
議
員
の
多
く
の
発
言
が
有
り
(
一
九
O
七
年
一
月
一
一
一
目
、
〉
-
-
v
'
F

ご

--u・
5
3
、
ま
た
、
「
こ
の
普
遍
的
友
愛
を
鼓
舞
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

の
み
、
苦
悩
と
犯
罪
の
こ
の
地
球
を
至
福
の
地
に
変
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
だ
」
(
一
七
九
O
年
四
月
一
O
日
、
〉
・
司
-

H

・
戸
司

-sg
と、

演
説
さ
れ
て
居
る
。

S-
同福岡図。円加四円円
0
・。℃

-
n
F
℃
・
ぽ
な
お
、
彼
が
、
当
時
の
「

E
p
s
n
B担問
S
5
5」
の
影
響
を
指
摘
し
て
居
る
点
(
唱
・

M
M
心
血
)
、
検
討
を
留
保
し
て
お
く
。

(お

)ERr-】・
M
M
・

(却

)
F
E
-
-
匂
-
M
A
r
N吋・

(却

)
E仏・・司
-
M吋
'
N
∞
・
深
瀬
忠
一
「
戦
争
放
棄
と
箪
備
轍
廃
・
:
」
、
右
・
2
f
-
v・
5
Z
2
参
照
。

(
幻
)
〉
〉
巴
】
同
町
門
戸
H
t
冊
目
当
時
ユ

2
2
B
m
p
g
m
田岡田円同
O
E
m
s包
回
目
白
出

8
u
g
m雪。
-
E
t
o
p
-
唱N
ア同
v

・
3

2
口。向。
(
N
)
・

(詑

)
F
E
-
-
唱・巳・

(お

)ES---u-EB5・

(
引
さ
ま
円
?
?
出

61

(お

)Eb--可
-
M甲・

(
お
)
同
名
丘
二

g
z
p
F
凶
-FM-R
〉J
『

2
5
2
5
R
-
S
J
E
m
-
-
司
・
ぉ
・
オ
ラ
l
ル
は
、
「
祖
国
愛
は
、
平
等
へ
の
愛
」
と
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
一

七
九
三
年
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
愛
国
主
義
を
予
め
表
現
し
て
い
た
」
と
書
い
て
居
る
。
な
お
、
坂
上
孝
「
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
」
、

札
幌
日
仏
協
会
編
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
光
と
閤
』
、
劾
草
書
房
、
一
九
九
七
年
、
四
五
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

(
幻
)
〉
巴
-Rpa-nu--
同
戸
主
ム
u
・

(
お
)
杉
原
泰
雄
「
主
権
者
e

市
民
と
な
る
た
め
に
」
(
日
本
国
憲
法
施
行
五
O
周
年
公
開
講
義
、

観
念
に
、
こ
の
ル
ソ
l
の
思
想
が
復
活
し
て
生
き
て
居
る
と
思
う
。

(お

)
E
E
O開
B
E
E
F
3
0
Z
S
E
n
-
吉田

Eロ
ロ
吉

-
0
1
P・
S-〉
ロ
官
丸
田
町
田
島
・
咽
勺
・
品
。

(

川

判

)

開

E
-
P
Z〈円。〈
-
n
E
J
〉

z-Rι-e-pu
唱
品
。

-mZ-

(
引
)
〉
E
-
R
R
F
O
司・
2
同・・匂・凶
M
'

説
テ<>.a岡

一
九
九
七
年
)
、
平
和
文
庫
一
一
、
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フランス革命における自由・平等・友愛と平和原則の成立と近代憲法的(今日的)意義

(
位
)
印
〕
孟
ん
W
S向
田
。
巳
曲
「
円
・
ア
同
M

・
5
唱-muX〉
E

一向丘・。唱-nt・-司凶一叫ふ斗・

(
川
町
)
〉

E
E『
予
告

-S---u-
宏
-

(叫

)
n
u
d
e
-件
下
宏
-

(
日
)
4
5
加
。
F

g

。司

g
b戸
静
岡

O
E
回
開
P
F
-
0
・
否
。
AF
目

uuu吋一〉ZE-a・。可・2F--ya∞七月叫・

(
M
W
)

〉
E
R
P
E
E
-
-
司
・
会
V
S
4
0
・
2
=
。
向
。
(
3
・

(
灯
)
〉

z-陪

a・
5
区
二
回
v
・J
可一戸

(
特
)
切

O
G
a
o
-
岳・

2
・4
司・鼠'ua・

(
叩
)
F
E
・
問
M
M
A
r
吋∞・

(
叩
)
「
祖
国
と
は
原
罪
の
結
果
で
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
相
異
な
る
諸
人
民
の
間
の
地
球
の
分
割
な
の
だ
か
ら
、
祖
国
愛
は
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
に
と
っ
て

は
高
圧
的
な
義
務
で
あ
る
。
」
ま
ι・・勺-Na・

(
日
)
彦
区
・
司
凶
a
・

(臼
)ER】・・同
M

・
3
・

(臼
)
Z
色
。
ロ
と
は
、
一
七
六
二
年
B
E
E
S
包
包
含
で
〉
E
&
5
5
E
H
H
明
言
。
)
に
は
、
「
同
じ
国
(
含
包
)
、
同
じ
土
地
(
宮
司
)
に
、
同
じ
法
律

(
互
開
)
の
も
と
に
生
き
、
同
じ
言
語
を
用
い
て
居
る
、
す
べ
て
の
住
民
」
と
定
義
さ
れ
、
一
七
人
九
年
に
は
(
旬
。
。
含
n
E
2
の
引
用
す
る
当
時

代
人
の
一
言
葉
)
、
「
あ
る
領
地
(
S
お
E
8
5
)
に
住
み
、
あ
る
財
産
(
E冊
目

u
g
E和
芯
)
を
所
有
し
又
は
土
地
を
耕
す
人
々
の
た
め
に
必
要
な
仕

事
を
負
担
し
、
法
律
に
従
い
、
課
税
を
支
払
い
そ
し
て
国

eaM)
に
奉
仕
す
る
市
民
達
(
n
g
苫
=
目
)
の
全
体
」
と
、
考
え
ら
れ
て
居
た
。

(
日
)
図
。
司
m
a
g・0
唱-nFF・同戸品一
N

・

(
日
)
在
仏
・
・
も
-
A
H
O
E
S

の
詳
細
な
(
く
ど
い
ほ
ど
の
)
循
環
過
程
の
分
析
が
あ
る
。

(
日
)
遅
塚
忠
鳥
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
学
の
現
状
と
展
望
」
、
深
瀬
忠
一
・
樋
口
陽
一
・
吉
田
克
巳
編
、
『
人
権
宣
言
と
日
本
』
劾
草
書
一
房
、
一
九
九

o、
三
一
一
!
四
六
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

(
町
)
樋
口
陽
一
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
世
界
の
立
憲
主
義
」
、
同
書
、
九
0
1
一
O
一
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

(
日
)
上
掲
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
光
と
閤
』

(
l
l
u
ぺ
!
日
ン
)
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
基
本
的
視
座
。
及
び
、
上
記
「
樋
口
論
文
」
の
「
ル
ソ
1
・
ジ
ヤ

コ
パ
ン
型
」
と
「
ト
ク
ヴ
イ
ル
・
ア
メ
リ
カ
型
」
の
対
称
類
型
に
つ
い
て
、
参
照
・
再
考
の
こ
と
。
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説

(
印
)
立
川
孝
一
「
革
命
祭
典
の
図
像
」
、
前
掲
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
光
と
間
』
、
七
、
二
二
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

(
印
)
玄
・
回
。
G
2
8・0
-
u
・

s・糧問戸当白
Z-

(
臼
)
回
。

a
s
s
-
8
2同二
回

u

・
5
2
出
・
に
お
い
て
(
同
-
m
S
2
も
基
本
的
に
同
己
目
、
だ
と
解
し
て
彼
の
研
究
の
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」

で
あ
る
と
し、

っ
て
よ
し、。

北法55(4・26)1410

王手也
何冊

E 

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
二
つ
の
憲
法
的
「
人
権
宣
言
」
と
二
つ
の

ー
そ
の
公
法
原
則
と
一
七
八
九

l

一
七
九
四
年
の
現
実

「
平
和
宣
言
」

憲
法
前
文
と
な
る
)
お
よ
び
一
七
九
三
年
(
六
月
二
四
日
)

の
「
人
間
と
市
民
の
権
利
の
宣
言
」
(
一
七
九
一
年
九
月
三
日

の
「
人
間
と
市
民
の
権
利
の
宣
言
」
の
二
つ
の
「
人
権
宣
言
」
を
揚
げ
ね
ば
な

ら
な
い
(
ロ
ベ
ス
ピ
エ

i
ル
の
人
権
宣
言
案
(
一
七
九
三
年
四
月
二
四
日
国
民
公
会
提
出
)
も
注
目
さ
れ
る
)
。
こ
の
二
つ
の
「
人
権
宣
言
」

(
臼
)

の
「
特
徴
」
と
歴
史
的
「
意
義
」
の
明
解
な
要
約
は
、
中
村
睦
男
筆
「
一
七
八
九
年
と
一
七
九
三
年
の
人
権
宣
言
に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ

A
・
ニ
つ
の
「
人
権
宣
言
」
と
し
て
は
、

一
七
八
九
年
(
八
月
二
八
日
)

た
い
。
た
だ
こ
こ
で
は
、

一
七
八
九
年
の
「
人
権
宣
言
」
が
、
「
世
界
を
一
周
(
数
周
こ
す
る
人
類
普
遍
の

(
コ
ス
モ
ポ
リ
ィ
ト
な
)
意
義

と
影
響
力
を
も
っ
た
こ
と
だ
け
を
指
摘
し
て
お
く
。

戦
宣
言
」
(
「
友
愛
」
「
平
和
」
の
名
に
お
け
る
)

c
.
d
)
に
分
け
て
考
え
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
と
密
接
な
(
不
可
分
の
)
関
連
に
お
い
て
、
二
つ
の
「
平
和
宣
言
」
の
原
則
と
現
実
的
機
能
の
点
か
ら
は
、
二
つ
の
「
好

の
問
題
が
、
掘
り
下
げ
て
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
以
下
、
四
点
(B.
a 

b 
8
.
ニ
つ
の
「
平
和
宣
富
」

(
a
・
d
)
と
ニ
つ
の
「
好
戦
宣
言
」

(
b
-
C
)

一
七
九
O
年
(
制
憲
議
会
・
コ
ン
ス
テ
ィ
チ
ユ
ア
ン
ト
)
の
「
征
服
戦
争
放
棄
宣
言
」
(
五
月
一
一
一
一
日
)
(
憲
法
正
文
と
し
て
は
、

a . 



七
九
一
年
九
月
三
日
憲
法
六
編
冒
頭
の
法
文
と
な
る
)
。
原
文
と
共
に
再
録
し
て
お
く
。

フランス革命における自由・平等・友愛と平和原則の成立と近代憲法的(今日的)意義

「
戸
白
Z
邑
。
ロ
玲
宮
前
色
目
。
尽
き
ロ
nm伊
g
R
8
5邑吋
n
E
2口
町
伺
己
目
再
開
会
百
三
曲
〈
口
白
色
町
内
包
円
白
色
町
田

g
Zロ仰向。夕刊同ロ
.
s
t
o
-
m
g
』白
B
包回田町田向。『
n
g

(ω) 

円。ロ門司
m
w
}

白ロ
σ
由同・刊か仏
J
H
Z
n
ロロ唱
m
Z匂
}
0
・」

「
フ
ラ
ン
ス
国
民
は
、
征
服
を
目
的
と
す
る
戦
争
を
放
棄
し
、
そ
の
武
力
を
如
何
な
る
人
民
の
自
由
に
対
し
て
も
決
し
て
行
使
し
な
い
。
」

こ
の
「
平
和
宣
言
」
原
則
の
成
立
・
制
定
の
経
緯
、
性
格
・
意
味
・
内
容
、
特
徴
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
戦
争
放
棄
と
軍
備
撤
廃
の
法
思

(
山
間
)

想
史
的
研
究
(
一
)
」
で
詳
論
し
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
の
原
則
の
結
論
的
特
徴
と
し
て
は
、

二
「
征
服
戦
争
放
棄
」
、
二
)
「
自
由

な
憲
法
体
制
と
の
結
合
」
、
三
)
「
独
立
対
等
な
主
権
国
家
の
連
帯
」
の
三
点
に
要
約
し
て
よ
い
こ
と
は
、
基
本
的
に
正
し
い
と
確
認
し
得
る
。

た
だ
、
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
」

の
革
命
の
コ
一
標
語
と
の
関
連
、
特
に
上
述
「
友
愛
」
原
則
と
の
関
連
に
お
い
て
、
「
人
権
宣
言
」
と
「
平
和

宣
言
」
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
た
の
か
が
、

っ
き
と
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
述
べ
た
い
。

こ
す
な
わ
ち
、
先
ず
、
こ
の
「
平
和
宣
言
」
原
則
に
よ
っ
て
、
「
戦
争
と
平
和
」
「
外
交
と
防
衛
・
安
全
保
障
」
の
主
体
・
担
い
手
が
、

君
主
か
ら
、
国
民
に
、
根
本
的
に
転
換
し
た
|
国
王
(
王
朝
)
の
外
交
か
ら
国
民
(
人
民
)
の
外
交
へ
と
い
う
「
革
命
」
が
起
こ
っ
た

l

こ
と
で
あ
る
。
も
は
や
「
戦
争
と
平
和
」
は
「
国
王
」
の
も
の
(
専
権
事
項
)
で
は
無
く
、
「
国
民
」
の
も
の

と
い
え
る
。
「
人
権
宣
言
」
に
基
づ
い
て
、
国
際
関
係
に
お
け
け
る
「
国
民
主
権
」
の
原
則
の
論
理
が
貫
徹
し
、
「
国
民
」
が
登
場
し
た
の
で

あ
る
。
戦
争
を
す
る
も
、
平
和
を
守
り
築
く
も
、
国
民
の
決
定
(
自
由
と
責
任
)
の
問
題
と
な
っ
た
近
代
憲
法
原
則
が
成
立
し
た
。

以
後
、
近
代
戦
争
は
、
原
則
上
も
賓
態
上
も
、
「
国
民
戦
争
」
と
な
っ
て
行
き
、
さ
ら
に
「
人
民
戦
争
行
「
全
体
戦
争
(
目
。
E
g
R
)
」
の

現
代
戦
争
へ
の
道
を
|
名
実
と
も
に
!
進
む
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
国
際
関
係
(
法
)
の
進
化
の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
「
征
服

戦
争
放
棄
(
違
法
化
)
」
憲
法
原
則
の
成
立
は
、
国
際
的
に
も
画
期
的
に
重
要
な
進
歩
的
意
義
を
持
つ
、
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
一
一
九

年
を
経
た
後
、
第
一
次
世
界
大
戦
(
「
現
代
戦
争
」
)
の
後
「
国
際
連
盟
」
の
成
立
以
来
、
現
代
国
際
法
の
「
侵
略
戦
争
違
法
化
」
原
則
に
進

(
権
利
と
責
任
)
と
な
っ
た

北法55(4・27)1411



説

(
た
だ
し
「
侵
略
」
と
「
防
衛
」
の
区
別
が
出
来
る
か
と
い
う
重
大
な
問
題
を
残
し
つ
つ
)

の
で
あ
る
。

化
す
る

雪之為

ロ岡

一
一
)
次
い
で
、
そ
れ
は
「
自
由
・
平
等
の
近
代
国
家
」
が
、
国
際
関
係
に
お
い
て
存
続
し
、
平
和
的
に
生
き
残
っ
て
い
く
、
革
命
フ
ラ
ン

ス
の
、
国
家
体
制
(
対
内
的
・
対
外
的
)
の
原
則
の
宣
言
で
あ
る
。
「
人
権
宣
言
」
の
「
自
由
・
平
等
」
原
則
の
条
項
の
「
革
命
の
人
々
」

の
創
造
的
・
総
合
努
力
の
過
程
は
、
フ
ラ
ン
ス
固
有
の
思
想
・
慣
習
・
法
に
基
づ
き
、
当
時
ま
で
に
集
積
せ
ら
れ
た
先
進
諸
国
の
人
権
尊
重
・

保
障
の
宣
言
・
法
文
・
慣
習
・
思
想
の
す
べ
て
を
検
討
・
参
照
し

l
イ
ギ
リ
ス
の
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
以
来
の
自
由
の
保
護
特
に
「
権
利
章

典
」
、
ア
メ
リ
カ
(
英
国
植
民
地
時
代
)
の
各
州
憲
法
の
人
権
保
障
規
定
と
独
立
宣
言
(
ラ
フ
ア
イ
エ
ッ
ト
が
、
ト
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ア
ソ
ン

(
筋
)

の
意
見
も
参
照
し
つ
つ
、
「
人
権
宣
言
」
の
最
初
の
草
案
を
制
憲
議
会
に
提
出
し
議
会
に
お
け
る
討
議
が
進
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
)
な
ど
を

参
照
し

i
多
元
的
な
人
権
尊
重
原
則
を
フ
ラ
ン
ス
的
な
「
体
系
の
精
神
(
師
団
主

ζ
m
a
a自
由
)
」
に
よ
っ
て
(
一
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
「
啓

(
日
山
)

蒙
思
想
の
哲
学
者
た
ち
」
、
「
百
科
全
書
」
、
特
に
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
ゥ
、

J
.
J
.
ル
ソ
l
の
影
響
が
強
い
て
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の

「
自
由
・
平
等
」
の
人
権
無
視
・
弾
圧
・
抑
制
の
シ
ス
テ
ム
を
根
本
的
に
破
棄
し
、
新
し
い
社
会
・
国
家
シ
ス
テ
ム
を
創
造
・
構
築
す
る
基

本
的
目
標
を
起
草
・
条
項
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
「
人
間
の
権
利
の
宣
言
」
と
し
て
、
人
類
普
遍
の
(
時
空
を
超
え
た
)
自
然
法

(
釘
)

に
基
づ
く
自
然
権
と
し
て
の
普
遍
妥
当
性
を
持
つ
と
い
う
(
コ
ス
モ
ポ
リ
ィ
ト
な
)
政
治
的
・
法
的
普
遍
性
が
生
ま
れ
る
理
由
が
あ
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
第
二
条
の
「
あ
ら
ゆ
る
政
治
的
結
社
の
目
的
」
が
「
自
然
的
か
つ
消
滅
す
る
こ
と
の
無
い
人
間
の
権
利
の
保
全
」
で
あ
る
と

(
侃
)

明
記
し
、
「
自
由
、
所
有
、
安
全
及
び
圧
制
に
対
す
る
抵
抗
」
が
明
示
さ
れ
て
居
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
自
由
・
平
等
」
の
「
人
権
宣
言
」
を
認
め
ず
、
こ
れ
を
公
然
な
い
し
実
質
的
に
否
定
・
排
除
・
反
撃
・
弾
圧
す

る
「
反
革
命
」
の
(
思
想
・
社
会
・
権
力
を
保
持
し
固
執
し
武
力
を
も
っ
て
戦
う
)
国
内
的
・
国
際
的
勢
力
が
厳
存
し
た
こ
と
も
確
か
で
あ

り
、
こ
の
「
革
命
」
と
「
反
革
命
」
の
原
則
と
勢
力
の
敵
対
的
現
実
に
あ
っ
て
、
「
友
愛
」
が
「
自
由
・
平
等
」
と
共
に
当
時
三
位
一
体
の

公
的
標
語
と
し
て
掲
げ
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
が
あ
る
。
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
実
(
在
)
質
的
に
「
自
由
・
平
等
」
(
人
権
)
の
盟
友
(
革
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命
の
人
々
)

の
聞
に
(
「
兄
弟
」
の
)
「
友
愛
」
が
存
在
・
強
調
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、
生
命
を
賭
し
て
死
守
さ
れ
戦
い

フランス革命における自由・平等・友愛と平和原則の成立と近代憲法的(今日的)意義

勝
ち
と
ら
る
べ
き
(
戦
友
の
同
志
愛
)
「
祖
国
愛
(
パ
ト
リ
オ
テ
イ
ス
ム
)
」
と
し
て
(
市
民
(
シ
ト
ワ
イ
ア
ン
)
に
)
強
力
・
不
可
欠
な
も

(
肝
)

の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
人
類
普
遍
の
人
権
原
則
の
普
遍
的
妥
当
性
と
同
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
的
意
義
と
限
定
(
界
)
が
あ
っ
た

わ
け
で
あ
る
。

一
二
)
こ
の
「
人
権
宣
言
」
と
の
関
連
に
お
い
て
、
こ
の
「
平
和
宣
言
」
の
意
義
と
特
徴
も
明
ら
か
と
な
る
。
そ
れ
は
、
特
に
「
平
和
宣
言
」

の
後
段
が
「
如
何
な
る
人
民
の
自
由
に
対
し
て
も
」
そ
の
「
武
力
を
行
使
し
な
い
」
と
宣
言
し
て
い
る
点
ー
そ
の
「
人
民
の
自
由
」
と
は

(
四
回
)

何
ぞ
や
ー
と
い
う
一
点
で
あ
る
。
そ
の
「
自
由
」
と
は
、
「
人
権
宣
言
」
第
二
条
の
言
、
っ
「
自
然
権
」
と
し
て
の
本
質
を
持
つ
諸
「
自
由
」

で
あ
り
、
ま
た
「
人
権
宣
言
」
全
条
項
を
指
導
理
念
と
す
る
「
自
由
・
平
等
の
新
社
会
・
国
家
体
制
」
の
「
革
命
」
の
「
祖
国
の
自
由
」
で

も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
自
由
」
概
念
が
拡
張
的
に
解
釈
し
得
る
と
す
れ
ば
、
「
如
何
な
る
人
民
の
自
由
に
対
し
て
決
し
て
も
そ
の
武
力
を

行
使
し
な
い
」
と
い
う
宣
言
は
、
も
し
、
某
国
に
お
い
て
そ
の
人
民
が
「
自
由
・
平
等
の
社
会
・
国
家
」
の
建
設
の
た
め
の
「
革
命
」
を
起

こ
し
、
こ
れ
に
対
す
る
旧
制
度
の
政
府
が
軍
事
的
鎮
圧
に
乗
り
出
し
、
革
命
の
「
人
民
」
が
「
草
命
フ
ラ
ン
ス
」
に
軍
事
的
支
援
の
緊
急
要

請
を
し
て
来
た
場
合
、
フ
ラ
ン
ス
軍
の
「
武
力
の
出
動
と
行
使
」
は
、
「
如
何
な
る
人
民
の
自
由
に
対
し
て
も
決
し
て
そ
の
武
力
を
行
使
し

な
い
」
と
い
う
宣
言
に
矛
盾
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
積
極
的
に
宣
言
を
実
行
す
る
「
革
命
拡
張
」
精
神
に
合
致
す
る
こ
と
に
も
な
り
得
る
の
で

あ
る
。こ
の
よ
う
に
、
「
征
服
戦
争
放
棄
宣
言
」
は
、
確
か
に
画
期
的
「
平
和
宣
言
」
と
し
て
、
国
際
平
和
に
寄
与
す
る
立
憲
平
和
主
義
・
平
和

の
国
際
法
の
先
駆
で
あ
り
、
そ
の
「
平
和
宣
言
」
の
効
果
を
発
揮
し
た
実
例
も
無
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
後
の
「
革
命
」
の
進
行
は
、

こ
の
「
平
和
宣
言
」
を
「
革
命
拡
張
」
の
精
神
の
方
向
に
推
し
進
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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b 

一
七
九
二
年
(
四
月
二
O
日
)
対
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
宣
戦
布
告
と
反
戦
論
の
挫
折
(
「
ピ
ル
ニ
ッ
ツ
宣
言
」
の
挑
発
)



説

一
七
九
一
年
六
月
、
国
王
ル
イ
一
六
世
一
家
は
「
草
命
フ
ラ
ン
ス
」
か
ら
国
外
逃
亡
を
企
て
て
失
敗
し
、

パ
リ
に
連
れ
戻
さ
れ
た
。

一
七
九
一
年
八
月
二
八
日
、
「
反
革
命
」

さ子企‘
百聞

シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
君
主
制
諸
国
は
「
革
命
フ
ラ
ン
ス
」
に
脅
威
を
感
じ
、

(ω) 

て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
プ
ロ
イ
セ
ン
共
同
で
「
ピ
ル
ニ
ツ
ツ
宣
言
」
を
発
表
し
た
。
し
か
し
一
七
九
一
年
九
月
三
日
「
革
命
フ
ラ
ン
ス
・
制
憲

議
会
」
は
立
憲
君
主
制
憲
法
を
採
択
し
、
「
征
服
戦
争
放
棄
」
規
定
も
憲
法
正
文
と
な
っ
た
。

は
、
激
し
い
論
議
と
権
力
抗
争
の
後
、
「
ピ
ル
ニ
ッ
ツ
宣
言
」
の
挑
発
に
の
り
、
議
会
に
臨
席
し
た
国

の
意
思
表
示
と
し

こ
国
民
議
会
(
「
立
法
議
会
」
)

王
の
提
案
に
基
づ
き
、

一
七
九
二
年
四
月
二
O
目
、
下
記
の
文
面
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
王
に
対
す
る
「
宣
戦
布
告
」
に
よ
っ
て
「
開
戦
」
を

宣
し
た
。
「
国
民
議
会
は
宣
言
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
国
民
は
征
服
を
目
的
と
す
る
如
何
な
る
戦
争
も
企
て
ず
、
如
何
な
る
人
民
の
自
由
に
対
し
て

も
決
し
て
武
力
を
行
使
し
な
い
と
い
う
憲
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
原
則
に
忠
実
に
、
武
力
を
用
い
る

e
B
E
E
R
B
g
)
の
は
そ

の
自
由
と
独
立
の
防
衛
の
為
に
の
み
で
あ
る
こ
と
を
、
彼
女
が
行
わ
ざ
る
を
得
ざ
ら
し
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
戦
争
は
、
決
し
て
国
民
の

国
民
に
対
す
る
戦
争
で
は
な
く
、
自
由
な
人
民
の
一
国
王
の
不
正
な
侵
略
に
対
す
る
正
当
な
防
衛
官
正
問
、
。

E
5
2
N
C
8・2同
町

E巴
B

(
市
)

で
あ
る
。
」
。

U
E
E。口一

B臼
田
}
恒
吉
田
円
相
弘
和
】
吋
明
白
田
町

q
c口
問
v
n
Z
1
0
Z
σ
お

8
2
5
2
ε
g
s
m
w加円
何
回
目

5
ロ
q
g
S
F
)

こ
の
開
戦
宣
言
に
、
「
平
和
と
戦
争
」
・
「
自
由
と
専
制
」
に
関
す
る
原
理
的
重
要
問
題
が
、
現
実
に
ど
ん
な
意
味
合
い
を
も
つ
か
、
が
提

示
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
征
服
戦
争
放
棄
」
の
「
平
和
宣
言
」
の
論
理
(
制
限
・
指
導
の
憲
法
原
則
と
し
て
)
を
徹
底
す
る
方
向
に
進
む
か
。
そ
れ

と
も
、
そ
れ
を
「
建
前
(
隠
れ
蓑
)
」
と
し
て
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
を
転
覆
し
、
自
由
・
平
等
の
国
民
国
家
を
創
造
す
る
「
革
命
宣

言
」
の
論
理
(
革
命
的
拡
大
・
支
配
の
原
則
と
し
て
)
強
行
・
展
開
す
る
方
向
に
進
む
の
か
、
と
一
言
う
鋭
い
岐
路
に
立
つ
こ
と
を
明
瞭
に
示

唆
し
て
い
た
こ
と
に
、
特
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
ン

北法55(4・30)1414
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こ
こ
で
は
、
「
征
服
戦
争
」
を
「
放
棄
」
し
禁
止
・
制
限
し
て
「
平
和
」
を
維
持
し
、
確
保
す
る
と
言
う
「
平
和
」
の
論
理
と
精
神
は
陰

を
潜
め
、
「
戦
争
」
開
始
の
正
当
化
の
み
が
高
唱
・
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
開
始
さ
れ
る
「
戦
争
」
が
「
国
民
対
国
民
」
の
「
戦
争
」

で
は
無
く
、
「
国
王
(
個
人
)
の
決
定
し
遂
行
す
る
侵
略
」
に
対
す
る
「
自
由
な
人
民
の
正
当
防
衛
」
と
断
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
当
時

の
国
際
社
会
に
お
け
る
圧
倒
的
多
数
の
国
が
(
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
含
め
て
)
君
主
制
(
旧
制
度
)
諸
国
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ

(
「
人
民
の
自
由
な
革
命
」
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
、
「
平
和
」
と
は
両
立
し
な
い
)
論
理
で
あ
る
。
端
的
に
言
っ
て
、

ば
、
成
り
立
た
な
い

(
現
実
的
に
は
)
そ
れ
ら
総
て
の
国
」
に
対
す
る
「
革
命
の
戦
争
宣
言
」
で
あ
る
。
「
平
和
宣
言
」
な
ど
で
は
な
い
。

し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
「
戦
争
」
が
、
「
自
由
と
防
衛
の
為
の
正
義
の
戦
争
」
と
称
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
(
人
間
個
人
の
)
「
正
当
防
衛
」

権
の
発
動
と
同
一
視
さ
れ
る
短
絡
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
国
際
(
法
)
常
識
か
ら
は
認
め
が
た
い
論
理
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

「革
-
A
叩
フ
ラ
ン
ス
の

「
革
命
戦
争
」
の
論
理
と
い
う
ほ
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

(ω) 

こ
の
こ
と
は
、
「
ピ
ル
ニ
ツ
ツ
宣
言
」
が
、
確
か
に
「
革
命
フ
ラ
ン
ス
」
に
対
す
る
反
対
・
抑
圧
の
「
脅
迫
」
的
宣
言
で
あ
り
、
国
際
的

「
脅
威
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
重
大
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
「
現
実
的
に
差
し
迫
っ
た
軍
事
行
動
に
よ
る
外
国
軍
の
侵
略
」
と
ま
で
は
一
吉
中
え
な

(
刀
)

い
か
ら
、
「
革
命
フ
ラ
ン
ス
」
の
「
宣
戦
布
告
」
は
、
現
実
に
は
、
「
先
制
攻
撃
の
開
戦
」
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

「
自
由
な
人
民
」
と
自
称
す
る
「
革
命
フ
ラ
ン
ス
」

の
現
実
の
主
体
(
国
王
、
立
法
議
会
、
人
民
の
世
論
の
分
裂
)

の
現
実
的
思
惑
・
感
情

の
対
立
・
衝
突
を
苧
む
「
好
戦
的
奔
流
」
の
衆
合
勢
力
(
少
数
の
「
反
戦
・
平
和
」
論
を
圧
倒
)
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

は
不
可
避
の
「
歴
史
的
必
然
」
と
は
断
定
で
き
な
い
こ
と
が
)
明
ら
か
と
な
る
。

(η) 

一
乙
「
宣
戦
布
告
」
は
、
憲
法
機
構
上
の
、
国
王
と
議
会
の
協
同
に
よ
る
仕
組
で
あ
り
、
両
者
の
合
意
に
よ
っ
て
圧
倒
的
多
数
(
反
対
は

(
「
開
戦
」
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「
フ
オ
イ
ヤ
ン
」
派
二
名
、
「
モ
ン
タ
l
ニ
ユ
」
派
二
名
。
六
名
と
い
う
説
も
あ
る
)

で
決
議
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
「
開
戦
」

の
多
数

の
内
実
は
、
甚
だ
し
く
相
矛
盾
・
対
立
し
分
裂
し
た
思
想
と
思
惑
と
勢
力
の
バ
ラ
バ
ラ
の
好
戦
論
の
寄
り
合
い
所
帯
で
あ
っ
た
。
そ
の
分
布



説

状
況
は
、
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。
先
ず
、
「
王
党
派
」
(
マ
リ
l
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
影
響
下
に
あ
る
反
革
命
の
君
主
制
外
国
同
盟
軍

の
戦
争
誘
発
を
図
る
)
、
次
い
で
、
過
激
派
革
命
・
民
衆
の
鎮
圧
派
(
ラ
フ
ア
ィ
エ
ッ
ト
、
デ
ム

l
ニ
エ
ら
、
開
戦
後
勝
利
の
余
勢
を
か
つ

て
そ
の
軍
隊
を
反
転
さ
せ
パ
リ
の
過
激
派
(
王
制
転
覆
)
ジ
ヤ
コ
パ
ン
派
と
民
衆
を
鎮
圧
す
る
)
、
次
い
で
、
旧
(
貴
族
的
)
軍
人
た
ち
(
陸

相
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
ら
)
、
次
い
で
、
国
王
ル
イ
一
六
世
(
最
後
ま
で
態
度
を
明
ら
か
に
し
な
い
が
、
国
外
逃
亡
を
企
て
た
こ
と
に
よ
り
、
反
革

命
戦
争
の
真
意
を
も
つ
こ
と
を
示
唆
し
た
)
、
次
い
で
ジ
ャ
コ
パ
ン
右
派
・
ジ
ロ
ン
ダ
ン
の
強
力
な
多
数
(
ブ
リ
ッ
ソ

l
、
イ
ス
ナ
l
ル
ら

を
指
導
者
と
す
る
、
短
期
決
戦
の
勝
利
に
よ
り
、
王
(
王
の
反
革
命
意
図
の
暴
露
)
制
打
倒
、
貴
族
・
特
権
勢
力
の
駆
逐
、
革
命
フ
ラ
ン
ス

の
統
一
、
国
威
発
揚
と
そ
れ
に
よ
る
ア
ツ
シ
ニ
ヤ
紙
幣
の
信
用
の
回
復
等
の
楽
観
的
・
熱
弁
で
煽
っ
た
)
。
結
局
、
こ
の
ジ
ロ
ン
ド
派
の
権

(
ね
)

力
奪
取
に
よ
り
、
議
会
の
宣
戦
布
告
が
決
議
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

ラレ
長岡

す
な
わ
ち
、

一
七
八
九
年
八
月
の
「
人
権
宣
言
」
の
決
議
の
後
、
そ
れ
と
実
質
的
に
一
体
な
い
し
延
長
線
上
に
決
議
さ
れ
た
と
解
さ
れ
る

「
平
和
宣
言
(
侵
略
戦
争
放
棄
)
」
決
議
(
一
七
九
O
年
五
月
一
一
一
一
日
)
は
、
「
制
憲
議
会
」
と
し
て
の
「
国
民
議
会
」
の
憲
法
的
決
議
と
し

て
、
そ
の
ま
ま
自
動
的
に
一
七
九
一
年
九
月
三
日
「
憲
法
」
成
文
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
前
に
、

一
七
九
一
年
六
月
の
国
王
ル
イ

一
六
世
二
永
の
(
革
命
フ
ラ
ン
ス
国
民
に
背
を
向
け
反
革
命
の
外
閏
に
)
国
外
逃
亡
の
企
て
に
失
敗
し
た
(
パ
リ
に
引
き
戻
さ
れ
、
タ
ン
プ

ル
に
幽
閉
さ
れ
た
)
事
実
が
あ
り
、
国
民
の
国
王
に
対
す
る
信
頼
が
大
き
く
動
揺
・
喪
失
す
る
と
い
う
混
乱
が
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
は
、
王

制
を
廃
止
し
共
和
制
憲
法
制
定
へ
の
動
き
を
強
め
た
が
、
「
国
民
議
会
」
は
、
両
者
の
妥
協
と
し
て
の
(
「
人
権
宣
言
」
と
「
平
和
宣
言
」
を

含
む
)
「
立
憲
君
主
制
憲
法
」
を
制
定
し
て
、
「
制
憲
」
の
任
務
を
終
え
、
全
く
新
し
く
選
出
さ
れ
た
議
員
に
よ
る
「
立
法
議
会
」
と
し
て
の

「
国
民
議
会
」
が
、
革
命
の
理
念
と
原
則
を
立
法
・
実
施
に
移
す
任
務
を
担
っ
て
い
た
。
こ
の
一
七
九
一
年
憲
法
を
制
定
に
至
ら
し
め
た
最

も
重
要
な
指
導
者
が
パ
ル
ナ
l
ヴ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
危
機
的
な
憲
法
制
定
過
程
の
さ
な
か
に
、
上
述
「
ピ
ル
ニ
ツ
ツ
宣
言
」
が
、
一

七
九
一
年
八
月
二
七
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
「
皇
帝
と
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
の
協
同
宣
言
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
に
と
っ
て
重
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要
で
あ
る
の
で
、
念
の
た
め
全
文
を
引
用
し
て
お
く
。

(
九
)

「
皇
帝
陛
下
及
、
ぴ
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
陛
下
は
、
プ
ロ
ヴ
ア
ン
ス
伯
爵
及
、
ぴ
ア
ル
ト
ワ
伯
爵
の
要
望
お
よ
び
代
表
を
聴
聞
し
た
う
え
、

フ
ラ
ン
ス
国
王
が
現
在
お
か
れ
て
い
る
状
況
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
総
て
の
主
権
者
に
と
っ
て
共
通
の
関
心
事

(
5
5
b岳

g
g
B
E
伊

Z
E
-
2
8
E
2
3
二
己
而
cs-um)

で
あ
る
こ
と
を
、
共
同
で
宣
言
す
る
。
両
陛
下
は
、
こ
の
関
心
事
は
援
助
を
求
め
ら
れ
た
諸
列
強

に
よ
り
間
違
い
な
く
承
認
さ
れ
得
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
諸
列
強
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
王
が
最
も
完

全
な
自
由
に
於
い
て
、
諸
主
権
者
の
権
利
と
国
民
の
福
利

(
E
S
E
m
R刊
号

z
z
s
oロ
)
に
等
し
く
適
合
的
な
君
主
政
体
の
基
礎
を
確
保

(
2
5
g
n四国)

す
る
状
態
(
仲
富
円
円
由
民
g
百二
g
-
u
g
g
q
g
開
。
己
話
言
明
白

g
H
B
S
R
n
F
5
5
)
に
お
く
た
め
に
、
彼
ら
の
陛
下
達
と
と
も
に
彼
ら
の
武

力

(
F
R
g
)
相
応
の
最
も
効
果
的
な
方
法
を
用
い
る
こ
と
を
拒
絶
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
希
望
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
彼
ら
の
皇
帝
陛
下
及
び
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
は
、
こ
こ
に
提
案
さ
れ
た
共
通
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
武
力

(
P
R
g
忠
g
g包
お
と
と
と
も
に
、
相
互
の
合
意
に
し
た
が
い
、
迅
速
に
行
動
す
る
決
意
で
あ
る
。
そ
の
時
ま
で
、
両
陛
下
は
、
彼

ら
の
部
隊
(
句
。
吾
四
国
)
が
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
適
切
な
命
令
を
与
え
る
。

(
引
け
)

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ギ
イ
ヨ

1
ム」

ピ
ル
ニ
ッ
ツ
に
お
い
て
、

一
七
九
一
年

八
月
二
七
日

レ
オ
ボ
ル
ド

お
よ
び

署
名
、

以
上
の
宣
言
に
言
う
「
フ
ラ
ン
ス
国
王
が
現
在
お
か
れ
て
い
る
状
況
」
と
は
、
そ
の
国
外
逃
亡
の
失
敗
の
後
、
逮
捕
さ
れ
タ
ン
プ
ル
監
獄

に
幽
閉
さ
れ
て
い
る
事
実
を
直
接
具
体
的
に
指
す
と
同
時
に
、
「
革
命
」
に
よ
っ
て
主
権
者
が
君
主
か
ら
国
民
(
代
表
)
に
移
転
し
、
「
自
由
・

平
等
の
政
体
」
が
創
設
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
、
「
君
主
政
体
」
確
保
と
そ
の
為
「
武
力
行
使
」
を
ふ
く
め
た
君
主
制
諸
国

の
協
力
・
支
援
の
要
請
で
あ
り
、
決
意
表
明
で
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
後
の
両
国
の
「
革
命
フ
ラ
ン
ス
」
に
敵
対
す
る
行
動

は
無
視
出
来
な
い
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
が
、
国
境
を
犯
し
て
フ
ラ
ン
ス
囲
内
に
進
攻
し
「
侵
略
」
し
た
と
い
う
(
明
白
な
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い
し
切
迫
し
た
)
事
実
は
無
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
ピ
ル
ニ
ッ
ツ
宣
言
」
が
、
重
大
な
「
脅
迫
」
な
い
し
「
挑
発
」

の
圧
力
で
は
あ
っ



説

て
も
、
両
国
の
フ
ラ
ン
ス
へ
の
武
力
「
侵
略
」
行
為
で
あ
っ
た
と
ま
で
は
言
え
ず
、

フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会
の
「
宣
戦
布
告
」
は
「
先
制
の
開

北j去55(4・34)1418

論

戦
」
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
訳
で
あ
る
。

上
記
要
約
の
よ
う
な
多
元
的
好
戦
論
を
圧
倒
的
多
数
の
国
民
議
会
の
「
宣
戦
布
告
」
決
議
に
導
い
た
「
開
戦
論
」
の
最
も
強
力
・
熱
烈
な

論
議
と
し
て
、
ジ
ロ
ン
ド
派
の
ブ
リ
ッ
ソ
1
を
代
表
的
論
客
と
す
る
、
ジ
ロ
ン
ド
憲
法
草
案
を
と
り
あ
げ
、
極
少
数
の
反
戦
論
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
で
述
べ
た
い
。

c.
ジ
ロ
ン
ド
派
の
「
友
愛
宣
言
」
(
「
自
由
の
+
字
軍
」
)
と
「
憲
法
草
案
」

(

お

)

(

祁

)

ジ
ロ
ン
ド
派
の
指
導
的
論
客
ブ
リ
ッ
ソ
l
の
、
国
外
逃
亡
を
は
か
っ
た
国
王
を
「
裁
判
に
か
け
得
る
」
及
、
ぴ
「
開
戦
論
」
の
論
拠
に
つ
い

て
、
代
表
的
演
説
の
記
録
を
注
記
し
て
お
く
。
こ
の
種
「
戦
争
観
」
が
、
ジ
ロ
ン
ド
派
の
権
力
奪
取
(
上
記
フ
オ
イ
ヤ
ン
、
チ
ユ
ル
ゴ

l
、

ネ
ツ
ケ
ル
、
ミ
ラ
ボ
l
、
そ
し
て
パ
ル
ナ
l
ヴ
の
開
明
的
穏
健
和
平
論
の
影
響
下
に
あ
っ
た
政
府
特
に
外
相
ヴ
エ
ル
ジ
ヤ
ン
ヌ
の
後
継
者
レ

サ
l
ル
を
罷
免
)
し
て
、
上
述
王
制
派
・
共
和
制
派
「
呉
越
同
舟
」
の
「
開
戦
」
に
突
入
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

開
戦
後
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
プ
ロ
イ
セ
ン
同
盟
箪
は
、
た
ち
ま
ち
「
呉
越
同
舟
」
(
当
初
は
貴
族
を
指
揮
者
と
す
る
旧
軍
隊
)
の
フ
ラ
ン

ス
軍
を
破
り
、
東
部
に
侵
入
し
怒
涛
の
ご
と
く
パ
リ
に
向
か
っ
た
。
楽
観
的
「
開
戦
」
論
は
一
挙
に
粉
砕
さ
れ
た
。
祖
国
「
革
命
フ
ラ
ン
ス
」

を
防
衛
す
る
「
祖
国
愛
(
パ
ト
リ
オ
テ
ィ
ス
ム
)
」
の
高
揚
・
強
化
、
「
革
命
政
府
」
に
よ
る
「
祖
国
は
危
殆
に
瀕
せ
り

(
E
E
E
m
g
Eロ'

開

2
)
」
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
「
銃
を
と
っ
た
市
民
(
義
勇
兵
、
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ

l
ズ
)
」
が
起
ち
あ
が
り
、
一
七
九
二
年
九
月
の
ヴ
ア

ル
ミ
ィ
の
戦
勝
以
来
反
攻
に
転
じ
、
国
境
を
越
え
て
外
国
侵
攻
を
進
め
た
。
こ
の
間
、
一
七
九
二
年
八
月
一
O
日
に
、
第
二
次
革
命
が
起
こ

り
君
主
制
を
廃
止
し
、
共
和
制
と
な
り
、
国
民
公
会
が
選
出
さ
れ
「
恐
怖
政
治
」
に
向
か
う
。
こ
の
戦
争
を
め
ぐ
っ
て
、
ジ
ャ
コ
パ
ン
が
ジ

ロ
ン
ド
派
と
モ
ン
タ
ニ
ャ

l
ル
(
山
岳
派
・
狭
義
の
ジ
ャ
コ
パ
ン
)
派
に
分
裂
し
、
死
闘
と
「
恐
怖
政
治
」
に
向
か
う
。
そ
の
「
ジ
ロ
ン
ド

憲
法
草
案
」
(
一
七
九
三
年
二
月
一
五
|
一
六
日
国
民
公
会
に
提
案
さ
れ
る
も
採
択
さ
れ
ず
)

の
第
二
三
編
(
「
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
諸
外
国



フランス革命における自由・平等・友愛と平和原則の成立と近代憲法的(今日的)意義

民
と
の
関
係
及
、
ぴ
共
和
国
の
対
外
関
係
に
つ
い
て
」
)
の
次
の
条
項
が
「
戦
争
と
平
和
」
観
を
良
く
示
し
て
い
る
。

「
第
一
条
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
は
、
そ
の
自
由
の
維
持
、
そ
の
領
土
の
保
全
及
び
そ
の
同
盟
国
の
防
衛
の
た
め
以
外
に
は
、
武
器
を

と
ら
な
い
。

第
二
条
、
彼
女
(
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
)
は
外
国
領
域
を
自
ら
の
領
土
に
併
合
す
る
こ
と
を
厳
粛
に
放
棄
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
領
域

の
住
民
の
多
数
が
自
由
に
表
明
し
た
要
望
に
し
た
が
い
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
併
合
を
要
請
し
た
領
域
が
、
事
前
に
ま
た
自
由
な
同
意
に

よ
る
憲
法
に
お
い
て
表
明
さ
れ
た
社
会
規
約
に
よ
っ
て
、
他
の
国
民
に
組
み
込
ま
れ
か
つ
結
合
さ
れ
な
い
場
合
に
お
い
て
の
み
、
併
合

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

第
三
条
、

フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
軍
隊
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
た
固
に
お
い
て
は
、
将
軍
た
ち
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
自
由
に
行
使
可
能
な

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
、
人
身
及
び
財
産
の
安
全
を
維
持
し
、
そ
れ
ら
の
国
の
市
民
を
し
て
彼
ら
の
自
然
的
、
市
民
的
及
び
政
治
的

諸
権
利
を
全
面
的
に
享
受
す
る
こ
と
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
将
軍
達
は
、
如
何
な
る
口
実
に
お
い
て
も
如
何
な
る
場
合
に
お

い
て
も
、
彼
ら
が
賦
与
さ
れ
た
権
威
に
よ
っ
て
、
自
由
と
平
等
と
人
民
達
の
主
権
に
反
す
る
よ
う
な
慣
行
の
維
持
を
保
護
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
。

第
四
条
、

(
η
)
 

る。一

フ
ラ
ン
ス
共
和
国
は
諸
外
国
民
と
の
関
係
に
お
い
て
、
人
民
一
般
の
同
意
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
る
諸
制
度
を
尊
重
す

こ
れ
ら
の
条
項
の
背
景
は
、
革
命
フ
ラ
ン
ス
の
外
国
侵
略
軍
に
対
し
「
自
由
の
祖
国
」
を
守
る
「
祖
国
防
衛
戦
争
」
の
当
初
の
敗
戦
か
ら
、

フ
ラ
ン
ス
の
「
人
民
軍
」
が
プ
ロ
イ
セ
ン
の
「
旧
職
業
軍
」
に
ヴ
ア
ル
ミ
l
で
勝
利
し
た
(
一
七
九
二
年
九
月
二

O
日
)
後
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
軍
を
破
っ
た
ジ
エ
ン
マ
ッ
プ
の
戦
勝
(
一
一
月
六
日
)
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
軍
が
占
領
し
た
ニ

l
ス
、
サ
ヴ
ォ
ワ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ラ
イ
ン
左

岸
を
、
併
合
し
て
い
た
。
こ
の
間
、
国
民
公
会
は
、
有
名
な
「
友
愛
宣
言
」
(
「
国
民
公
会
は
、
自
ら
の
自
由
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
総
て
の

北法55(4・35)1419
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国
民
に
、
友
愛
と
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
を
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
名
に
お
い
て
宣
言
す
る
。
」
)
を
決
議
(
一
七
九
二
年
一
一
月
一
九

日
)
し
て
い
る
。
そ
の
展
開
線
上
に
あ
る
ジ
ロ
ン
ド
憲
法
草
案
条
項
は
、
「
平
和
宣
言
」
で
は
な
く
、
そ
れ
か
ら
の
逸
脱
で
あ
り
、
「
自
由
と

平
等
の
祖
国
」
の
「
革
命
の
輪
出
」
・
「
普
遍
的
自
由
の
十
字
軍

(
E
2
8
5号
骨

E
E
m忌

g守
g
m
-
E」
・
「
武
装
的
宣
伝
(
喝
吉
宮

m
g号

(
河
)

自
出
品
問
)
」
で
あ
り
、
「
こ
の
思
想
宣
伝
戦
か
ら
現
実
の
革
命
的
侵
略
戦
へ
の
転
換
に
対
す
る
列
国
の
回
答
が
、
対
仏
同
盟
の
結
成
で
あ
っ
た
」
。

一
七
九
三
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ス
ペ
イ
ン
や
イ
タ
リ
ア
諸
小
国
に
た
い
し
て
も
、
宣
戦

布
告
な
い
し
国
交
断
絶
を
宣
言
し
、
「
革
命
フ
ラ
ン
ス
」
は
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
敵
に
回
す
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
思
想
的

に
も
、
現
実
的
に
も
、
ジ
ロ
ン
ド
派
の
「
国
際
宣
言
」
は
、
「
征
服
戦
争
放
棄
」
の
「
平
和
宣
言
」
か
ら
の
逸
脱
な
い
し
大
転
換
で
あ
り
、

=ι 
白岡

そ
の
「
友
愛
宣
言
」
は
「
自
由
の
戦
争
宣
言
」
で
あ
っ
た
、
そ
れ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
「
征
服
戦
争
」
に
直
結
す
る
論
理
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね

ば
な
る
ま
い
。
そ
の
好
戦
論
を
煽
る
先
頭
に
立
っ
た
の
が
、
ブ
リ
ッ
ソ
ー
で
あ
り
、
反
対
論
の
リ
ー
ダ
ー
が
後
述
ロ
ベ
ス
ピ
エ

1
ル
で
あ
っ

た
d
.
ジ
ャ
コ
パ
ン
(
モ
ン
タ
ニ
ヤ
|
ル
)
憲
法
の
「
平
和
宣
言
」
(
内
政
不
干
渉
)

ジ
ロ
ン
ド
派
と
モ
ン
タ
ニ
ャ

l
ル
派
の
死
闘
の
争
点
で
あ
っ
た
(
囲
内
的
危
機
と
)
国
際
戦
争
(
と
平
和
)
の
問
題
に
つ
い
て
、
国
民
公

(
モ
ン
タ
ニ
ャ

l
ル
)
憲
法
(
一
七
九
三
年
六
月
二
四
日
決
議
、
た
だ
し
革
命
状
況
に
よ
り
施
行
さ
れ
ず
)
を
採
択
・
決

ム
一
品
は
ジ
ャ
コ
パ
ン

定
し
、
(
「
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
と
諸
外
国
民
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
)
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
人
民
は
自
由
な
諸
人
民
の
友
で
あ
り
自
然
的
同
盟
者
(
包
E
m
B
E
E
-
)

第
一
一
八
条
、

で
あ
る
。

第
一
一
九
条
、
彼
(
フ
ラ
ン
ス
人
民
)
は
他
国
民
の
内
政
宣
言
明
庁
間
2
5
3
0
5
2
ζ
2
2
5
2邑
SM)
に
決
し
て
干
渉
し
-
な
い
。

彼
は
他
国
民
が
自
ら
の
内
政
に
干
渉
す
る
こ
と
を
決
し
て
甘
受
し
な
い
。

第
二
一
O
条
、
彼
は
、
自
由
の
主
義
ゆ
え
に
そ
の
祖
国
を
追
放
さ
れ
た
外
国
人
に
対
し
庇
護
を
与
え
る
。

北法55(4・36)1420



第
二
二
条
、
彼
は
、
自
ら
の
領
土
を
占
領
す
る
敵
と
は
決
し
て
和
を
講
じ
な
い
。

フランス革命における自由・平等・友愛と平和原則の成立と近代憲法的(今日的)意義

(
な
お
「
立
法
府
の
作
用
」
と
し
て
、
「
宣
戦
」
(
五
四
条
)
に
は
そ
の
「
法
律
」
の
決
議
を
要
し
、
「
領
土
の
防
衛
、
条
約
の
批
准
、

(
乃
)

軍
の
最
高
司
令
官
の
任
免
」
(
五
五
条
)
は
そ
の
「
命
令
」
を
要
す
る
。
)

(
紛
)

こ
の
条
項
は
、
国
民
公
会
で
採
択
・
決
議
さ
れ
た
が
執
行
さ
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ジ
ロ
ン
ド
派
と
の
死
闘
に
勝
っ
た
モ
ン
タ
ニ
ヤ
ー

ル
(
ダ
ン
ト
ン
が
主
導
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ

l
ル
も
同
旨
)
の
思
想
を
反
映
し
て
お
り
、
一
七
八
九
年
五
月
の
「
制
憲
議
会
」
(
一
七
九
一
年
九

月
憲
法
)
の
「
征
服
戦
争
放
棄
」
・
「
平
和
宣
言
」
の
原
則
を
、
上
記

(
a
.
b
.
c
.
)
の
試
練
と
経
験
に
基
づ
き
、
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
平

和
宣
言
行
「
侵
略
戦
争
放
棄
原
則
」
の
憲
法
原
則
化
の
意
味
内
容
を
確
定
し
た
も
の
、
と
解
し
て
良
い
と
考
え
る
。

た
だ
し
、
こ
の

(
b
)
(
C
)

か
ら

(
d
)
へ
の
転
換
は
、
ジ
ロ
ン
ド
派
に
対
す
る
モ
ン
タ
ニ
ャ

l
ル
派
の
勝
利
と
ロ
ベ
ス
ピ
エ

l
ル
の

「
恐
怖
政
治
」
に
向
か
う
国
内
的
現
実
及
び
国
際
戦
争
の
開
戦
当
初
に
お
け
る
敗
北
と
反
攻
の
後
の
戦
況
悪
化
の
現
実
が
背
景
に
あ
っ
た
。

「
人
権
宣
言
」
と
「
平
和
宣
言
」
を
一
体
的
な
憲
法
原
則
と
し
て
考
え
る
本
研
究
の
思
想
的
‘
現
実
的
意
義
を
探
求
す
る
観
点
か
ら
は
、
こ

の
大
変
動
の
危
機
的
時
期
(
一
七
八
九
l

一
七
九
四
年
)
に
お
け
る
、
反
戦
・
平
和
論
の
存
在
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
次
項
で
立
ち
入
つ

て
検
討
し
要
約
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

c.
極
少
数
(
パ
ル
ナ
l
ヴ
と
ロ
ベ
ス
ピ
エ
l
ル
)
の
反
戦
・
平
和
論
の
主
張

人
類
史
上
、
初
め
て
近
代
憲
法
原
則
と
し
て
「
征
服
戦
争
放
棄
」
を
憲
法
上
採
択
し
、
現
代
憲
法
・
国
際
法
に
甚
大
な
影
響
を
遺
し
た
こ

の
「
平
和
宣
言
」
の
意
義
は
、
前
項
で
検
討
し
た
「
B
.
b
.
」
の
「
対
オ
ー
ス
ト
リ
ア
宣
戦
布
告
」
の
「
開
戦
」
へ
の
逸
脱
か
ら
「
B
.

北法55(4・37)1421

c.
」
の
「
ジ
ロ
ン
ド
憲
法
草
案
」
の
「
自
由
の
革
命
」
戦
争
へ
の
転
換
(
そ
れ
は
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
征
服
戦
争
」
の
論
理
に
直
ち
に
展
開

(
転
移
)
し
う
る
)
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
戦
争
論
」
に
一
貫
し
て
た
た
か
っ
た
(
穏
健
と
急
進
の
対
立
あ
る
)
二
人
の
「
反
戦
・

平
和
論
」
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。



説

(
引
)

a.
パ
ル
ナ
l
ヴ
の
穏
健
反
戦
・
平
和
論

乞ム
ロ聞

彼
は
、
グ
ル
ノ

l
ブ
ル
出
身
で
「
瓦
の
日
」
を
主
導
し
「
ド
l
フ
ィ
ヌ
身
分
会
議
」
「
全
国
身
分
会
議
」
「
国
民
議
会
」
の
招
集
・
成
立
、

そ
し
て
「
制
憲
議
会
」
を
指
導
し
一
七
九
一
年
「
立
憲
君
主
制
憲
法
」
制
定
の
「
革
命
の
指
導
者
」
で
あ
っ
た

i
ま
た
、
「
侵
略
戦
争
放
棄
」

の
「
平
和
原
則
」
の
精
神
を
体
現
し
た
政
治
家
で
あ
り
思
想
家
で
あ
っ
た
!
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
「
制
憲
議
会
」
に
お
い
て
(
一
七
九

O
年
五
月
)
、
当
時
革
命
の
最
大
の
指
導
的
政
治
家
で
も
あ
っ
た
ミ
ラ
ボ
!
と
対
決
し
、
戦
争
と
平
和
'
外
交
の
権
限
に
つ
い
て
国
民
議
会

と
国
王
の
「
協
同
」
方
式
に
対
し
「
国
民
代
表
」
議
会
の
専
権
的
決
定
権
を
主
張
し
て
譲
ら
な
か
っ
た
(
投
票
で
は
負
け
た
が
)
論
客
(
一

七
九
O
年
国
民
議
会
議
長
に
選
ば
れ
る
)
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
七
九
一
年
六
月
の
国
王
一
家
の
国
外
逃
亡
の
失
敗
の
後
、
パ
リ
に
連
れ

戻
し
た
国
王
家
族
と
馬
車
中
に
同
行
以
来
、
パ
ル
ナ
l
ヴ
は
「
民
衆
向
け
と
国
王
向
け
の
こ
つ
の
顔
」
を
も
っ
ヤ
ヌ
ス
の
よ
う
に
描
か
れ
る

一
七
九
一
年
九
月
の
「
草
命
の
最
初
の
憲
法
」
の
妥
結
・
成
立
、
に
導
い
た
の
は
、
彼
の
尽
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

(
広
義
、
特
に
ジ
ロ
ン
ド
派
)
の
、
国
王
の
裁

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
特
に
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
国
王
の
国
外
逃
亡
失
敗
以
来
、
囲
内
の
ジ
ャ
コ
パ
ン

判
と
「
開
戦
」
を
辞
せ
ず
と
言
、
つ
好
戦
論
で
あ
り
、
ま
す
ま
す
熱
狂
的
に
優
勢
と
な
る
「
開
戦
論
」
に
対
し
、
こ
れ
に
敢
然
と
主
張
し
て
譲

ら
な
か
っ
た
パ
ル
ナ
l
ヴ
の
「
反
戦
・
平
和
論
」
で
あ
る
。

彼
を
囲
む
、
議
会
・
政
府
・
政
派
の
状
況
の
推
移
に
つ
い
て
は
、

七
九

年
か
ら
九

b 一
)年

おか
よけ
び

別ぉ特
稿己主に

の「
とピ
おル
りニ
でッ
あツ
る宣
の吉
で」
、以

繰降

の
「
開
戦
論
」
の
奔
流
の
相
反
す
る
衆
合
の
多
元
的
勢
力
に
か
ん
し
て
は
、
上
述

(B.

り
返
さ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
パ
ル
ナ
I
ヴ
の
「
反
戦
・
平
和
論
」
の
基
本
的
意
義
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

「
国
民
議
会
」
が
「
人
権
宣
言
」
を
決
議
し
、
「
自
由
・
平
等
」
の
「
人
間
の
不
可
侵
の
自
然
権
」
を
「
保
全
」
す
る
新
し
い
「
国
民
・
国

家
」
を
作
り
上
げ
る
「
憲
法
」
を
制
定
し
た
以
上
、
こ
れ
を
現
実
に
実
現
し
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
う
信
念
で
あ
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
」
の
初
志
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
人
民
の
分
裂
・
憎
悪
・
暴
力
の
応
酬
に
よ
る
内
戦
と
虐
殺
に
拠
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の
侵
害
・
破
壊
は
勿
論
、
対
外
関
係
に
お
け
る
「
戦
争
」
に
よ
っ
て
敵
対
・
相
互
殺
裁
・
破
壊
に
よ
る
(
折
角
、

尊
重
・
保
証
の
軌
道
に
乗
り
か
け
た
)
「
人
権
宣
言
」
の
実
現
を
牒
摘
し
、
無
に
帰
す
る
結
果
と
な
る
こ
と
(
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
残
酷

な
大
量
殺
裁
・
破
壊
の
悪
循
環
に
陥
れ
る
こ
と
)
に
根
本
的
か
つ
強
力
に
反
対
す
る
こ
と
を
、
彼
は
使
命
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。
た
だ
し
、

彼
は
、
「
人
権
宣
言
」
の
全
体
の
「
人
権
」
尊
重
を
願
づ
て
お
り
(
と
く
に
、
第
一
七
条
の
「
財
産
権
」
を
強
調
し
た
が
、
そ
れ
の
み
に
固

執
し
て
居
た
と
い
う
解
釈
を
私
は
採
ら
な
い
て
そ
の
た
め
に
は
、
前
提
条
件
と
し
て
「
平
和
」
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
信
じ
た
こ
と
を

る
人
権
(
「
自
由
・
平
等
」
)

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
た
ス
テ
イ
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
を
も
っ
て
い
た
(
政
治
的
党
派
や
変
動
す
る
世
論
に
便
乗
す
る
政
治
屋
で
は
な
い
)
と
解
す

べ
き
だ
と
思
う
(
彼
が
、
「
開
戦
」
後
、
失
脚
し
、
逮
捕
・
投
獄
さ
れ
、
脱
獄
の
機
会
を
拒
否
し
、
獄
中
で
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
序
説
」
(
革
命

の
原
因
の
考
察
と
し
て
今
日
で
も
草
命
史
家
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
)
を
書
き
残
し
た
こ
と
を
、
考
え
よ
)
o

彼
は
、
革
命
初
期
の
最
大

の
指
導
的
政
治
家
ミ
ラ
ボ
l

(
と
対
抗
し
た
、
「
国
民
代
表
」
議
会
内
で
議
会
を
擁
護
す
る
)
左
派
と
で
も
吾
一
ヲ
ん
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の

囲
内
的
・
国
際
的
平
和
を
維
持
・
確
保
す
る
た
め
「
立
憲
君
主
制
」
を
擁
護
し
、
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
君
主
制
諸
国
と
の
「
戦
争
に
反
対
」

し
「
平
和
」
を
確
保
し
て
、
「
人
権
宣
言
」
の
実
現
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
一
七
九
O
年
五
月
の
「
征
服
戦
争
放
棄
」
の
「
平
和
宣
言
」

の
実
現
が
、
産
ま
れ
た
ば
か
り
の
「
自
由
・
平
等
の
国
民
国
家
」
を
生
き
残
ら
せ
、
成
長
さ
せ
る
た
め
に
、
必
要
・
不
可
欠
だ
と
確
信
し
た

の
が
、
彼
の
「
反
戦
・
平
和
論
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

こ
マ
リ
l

・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
実
兄
皇
帝
レ
オ
ボ

ル
ド
に
王
妃
を
通
じ
て
、
反
革
命
の
干
渉
戦
争
を
抑
止
さ
せ
る
と
共
に
、
革
命
の
武
力
輸
出
を
行
わ
な
い
こ
と
を
約
す
る
(
「
征
服
戦
争
放

棄
」
原
則
の
順
守
)
、
二
)
皇
帝
が
フ
ラ
ン
ス
の
草
命
憲
法
を
承
認
す
る
宣
言
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
危
機
感
を
沈
静

す
る
。
一
二
)
皇
帝
の
使
節
を
パ
リ
に
送
り
、
フ
ラ
ン
ス
国
王
・
大
臣
と
会
談
し
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
反
革
命
的
亡
命
貴
族
の
挑
発
を
止
め
さ

せ
る
。
こ
の
政
策
を
外
相
レ
サ
l
ル
を
通
じ
て
、
戦
争
の
回
避
を
は
か
っ
た
(
後
に
こ
の
秘
密
文
書
が
暴
露
さ
れ
、
パ
ル
ナ
l
ヴ
は
逮
捕
さ

そ
の
彼
の
(
当
面
の
現
実
的
)
外
交
・
安
全
保
障
政
策
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
。
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説

(
幻
)

一
七
九
三
年
一
月
)
。
彼
は
、
好
戦
的
開
戦
論
の
衆
合
勢
力
特
に
ジ
ロ
ン

ド
派
の
ブ
リ
ッ
ソ
i
ら
と
戦
っ
た
が
(
当
時
の
彼
の
影
響
下
に
あ
る
開
明
平
和
主
義
(
「
征
服
戦
争
放
棄
」
)
政
府
を
支
持
す
る
フ
ォ
イ
ヤ
ン

派
の
領
袖
と
し
て
)
、
結
局
国
王
の
ジ
ロ
ン
ド
派
政
府
権
力
へ
の
更
迭
(
一
七
九
二
年
三
月
)
に
よ
っ
て
、
「
対
オ
ー
ス
ト
リ
ア
開
戦
」
に
突

れ
、
革
命
裁
判
に
よ
り
反
逆
罪
と
し
て
断
首
台
で
処
刑
さ
れ
る
、

論

入
す
る
。
彼
が
、
(
現
実
を
直
視
し
、
戦
争
を
ネ
ガ
チ
ブ
に
み
、
楽
観
的
好
戦
論
を
戒
め
)
予
見
し
た
と
お
り
、
開
戦
は
惨
惜
た
る
敗
戦
と

な
り
、
先
ず
「
王
制
」
が
倒
れ
(
八
月
)
、
次
い
で
草
命
軍
の
勝
利
(
九
月
)
以
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
全
君
主
制
諸
国
を
敵
と
し
て
武
力
に

よ
る
革
命
を
輸
出
す
る
戦
争
論
を
巻
き
起
こ
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
「
征
服
戦
争
」
(
新
し
い
不
正
の
戦
争
)
と
「
帝
政
」
(
新
し
い
軍
事
専
制

(
幻
)

政
)
へ
の
論
理
(
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
国
民
国
家
と
全
体
戦
争
」
へ
の
道
)
を
必
然
な
ら
し
め
た
。
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
」
を
「
暴
力
と
武
力
」

に
よ
っ
て
で
は
な
く
「
平
和
と
法
」
に
よ
っ
て
「
自
由
・
平
等
の
国
民
国
家
」
を
建
設
す
る
道
は
、
断
た
れ
た
か
に
み
え
、
凄
惨
な
国
内
的
・

国
際
的
暴
力
と
武
力
の
闘
争
・
殺
裁
・
破
壊
の
時
代
を
迎
え
る
。
「
征
服
戦
争
放
棄
」
の
「
平
和
宣
言
」
は
、
た
ん
な
る
紙
の
上
の
「
宣
言
」

(
刷
出
)

に
留
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
が
。
(
お
)

b
.
口
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
反
戦
・
平
和
論
の
再
検
討

パ
ル
ナ
l
ヴ
は
、
「
立
憲
君
主
制
」
憲
法
の
も
と
、
国
民
代
表
の
国
会
に
よ
る
法
を
通
じ
て
新
し
い
「
自
由
・
平
等
の
国
民
・
国
家
」
の

形
成
・
確
立
を
図
ろ
う
と
し
た
平
和
的
「
穏
健
革
命
」
の
政
治
家
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ

i
ル
は
、
革
命
当
初
か
ら
「
急

進
草
命
・
共
和
制
」
派
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
次
第
に
頭
角
を
現
し
た
が
、
「
征
服
戦
争
放
棄
」
宣
言
に
積
極
的
に
賛
成
、
と
く
に
対
オ
l

ス
ト
リ
ア
開
戦
(
前
後
)
に
は
一
貫
し
て
反
対
し
た
、
反
戦
・
平
和
の
論
客
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

一
七
九
二
年
八
月
一
O
日
(
第
二
次
)

革
命
に
は
、
「
戦
争
」
を
「
革
命
急
進
」
の
手
段
と
し
て
用
い
、
「
共
和
制
」
へ
の
転
換
を
実
現
し
(
一
七
九
三
年
六
月
二
四
日
モ
ン
タ
ニ
ャ
l

ル
憲
法
)
、
国
民
公
会
体
制
に
お
け
る
政
治
権
力
の
集
中
と
「
恐
怖
政
治
」
(
ギ
ロ
チ
ン
を
道
具
と
し
)
を
断
行
し
(
そ
の
頂
点
に
あ
っ
て
「
最

(
鉛
)

高
存
在
の
祭
典
」
を
行
い
、
そ
の
直
後
失
脚
・
断
頭
台
で
刑
死
)
、
最
早
「
反
戦
・
平
和
」
は
唱
え
ず
、
か
え
っ
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
そ
の
武
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力
に
依
存
す
る
結
果
と
な
っ
た
点
で
、
全
体
的
再
検
討
を
要
す
る
。
ロ
ベ
ス
ピ
エ

i
ル
の
略
歴
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
省
略
し
、
彼
の
「
反

(
幻
)

戦
・
平
和
」
論
が
最
も
明
快
に
現
れ
た
対
オ
ー
ス
ト
リ
ア
開
戦
に
対
す
る
反
対
論
の
要
旨
を
重
点
と
し
て
、
次
の
四
点
に
ま
と
め
て
お
く
。

こ
戦
争
が
、
誰
の
た
め
、
如
何
な
る
個
別
的
利
益
を
背
景
に
何
を
も
た
ら
し
、
犠
牲
と
惨
禍
を
強
い
る
か
に
つ
い
て
の
戦
争
の
現
実
の

直
視
と
批
判
の
リ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
戦
争
は
、
宮
廷
と
貴
族
(
特
権
的
僧
侶
)
と
徒
党
の
勢
力
の
欲
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
人
民
の
自
由
・

平
等
の
「
草
命
」
を
破
壊
・
侵
害
・
抑
制
す
る
「
反
革
命
」
を
利
す
る
。

一
乙
戦
争
は
、
敗
れ
、
惨
禍
を
も
た
ら
し
、
戦
勝
に
よ
っ
て
ア
ツ
シ
ニ
ヤ
の
信
用
と
回
復
す
る
な
ど
と
い
う
楽
観
論
を
打
ち
砕
く
で
あ
ろ

う
と
い
う
現
実
主
義
的
予
測
で
あ
る
。
戦
争
の
遂
行
は
、
執
行
権
と
く
に
軍
人
(
将
軍
)
達
の
権
力
を
強
化
し
、
議
会
の
統
制
を
弱
め
、
そ

の
よ
う
な
戦
争
に
よ
る
執
行
権
へ
の
権
力
の
集
中
は
軍
の
長
の
恋
意
的
権
力
の
掌
握
と
行
使
を
助
長
し
(
政
府
は
、
戦
争
を
予
防
し
、
国
内

の
治
安
を
維
持
し
、
憲
法
を
守
る
義
務
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
)
、
囲
内
に
お
け
る
、
(
王
制
の
強
化
、
貴
族
制
の
復
活
や
上
院
の
再
建
な

ど
)
革
命
の
逆
行
を
画
策
し
、
外
部
か
ら
の
脅
威
に
目
を
そ
ら
さ
せ
る
毘
が
あ
る
。

一
二
)
戦
争
は
、
人
民
及
び
そ
の
代
表
と
し
て
の
国
会
に
お
け
る
監
視
・
批
判
・
反
対
の
討
議
や
組
織
や
行
動
を
抑
制
し
沈
黙
を
強
い
、
開

明
さ
れ
た
市
民
達
が
疑
惑
や
反
対
を
表
明
す
る
と
国
賊
呼
ば
わ
り
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
め
に
、
革
命
の
目
的
で
あ
る
人
民
の
「
自
由
・

平
等
」
の
諸
「
人
権
」
を
擁
護
す
る
「
祖
国
愛
」
と
「
理
性
」
は
沈
黙
を
余
儀
な
く
せ
ら
れ
、
人
民
の
「
人
権
宣
言
」
の
諸
人
権
は
抑
制
・

侵
害
さ
れ
る
。
「
危
険
が
存
す
る
の
は
圏
外
の
コ
ブ
レ
ン
ツ
に
か
。
否
、
危
険
は
国
内
の
あ
な
た
が
た
の
う
ち
に
あ
る
」
。

四
)
「
何
人
も
武
装
宣
教
師
を
好
ま
な
い
」
。
人
権
宣
言
は
太
陽
が
同
時
に
総
て
の
人
間
を
照
ら
す
様
な
も
の
で
は
な
い
。
偏
見
に
な
じ
ん

だ
人
々
の
魂
を
再
建
さ
せ
る
の
は
、
「
漸
進
的
」
に
し
か
実
現
出
来
な
い
も
の
で
あ
り
、
外
国
に
急
速
に
広
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
の
は
幻

想
だ
。
フ
ラ
ン
ス
で
確
立
さ
れ
た
自
由
の
「
平
和
的
征
服
(
宮
E
Z
2
8ロ
m
z
p
g
)
」
に
よ
る
ほ
か
は
無
い
。
草
命
の
自
由
を
急
速
に
武
力

に
よ
っ
て
強
行
し
、
「
自
由
が
よ
っ
て
立
つ
諸
原
則
を
侵
犯
し
、
公
徳
心
を
類
廃
さ
せ
る
こ
と
は
、
戦
場
で
の
敗
北
よ
り
も
恐
る
べ
き
災
厄

北法55(4・41)1425 



説

で
あ
る
」
。
将
軍
達
の
勝
利
自
体
が
敗
北
よ
り
も
不
吉
な
も
の
と
な
ろ
う
。

論

ロ
ベ
ス
ピ
エ

l
ル
は
、
こ
の
よ
う
に
主
張
し
て
「
開
戦
」
に
強
く
反
対
し
、
対
オ
ー
ス
ト
リ
ア
宣
戦
布
告
に
反
対
し
た
が
、

四
月
開
戦
の
議
会
決
議
後
も
厳
し
い
反
戦
論
を
や
め
ず
、
「
憲
法
擁
護
者
」
紙
を
刊
行
し
て
説
き
続
け
た
。
そ
し
て
、
ジ
ロ
ン
ド
派
と
の
死

(
幻
)

闘
を
激
化
し
、
「
自
由
の
十
字
軍
」
・
「
武
装
宣
伝
」
論
(
上
記
ジ
ロ
ン
ド
憲
法
の
「
友
愛
」
戦
争
論
)
と
戦
っ
た
。
し
か
し
、
緒
戦
の
敗
戦

の
混
乱
を
八
月
革
命
の
蜂
起
に
利
用
し
指
導
し
た
ロ
ベ
ス
ピ
エ

l
ル
は
、
「
銃
を
取
っ
た
市
民
」
軍
が
侵
略
軍
に
対
す
る
「
祖
国
防
衛
」
戦

争
に
勝
利
し
て
(
九
月
)
以
来
、
反
攻
に
転
じ
「
自
由
の
革
命
輸
出
」
戦
争
の
様
相
を
帯
び
る
様
に
な
っ
て
も
(
ジ
ロ
ン
ド
派
の
「
友
愛
宣

言
」
戦
争
の
延
長
)
、
こ
れ
を
抑
制
出
来
な
か
っ
た
。
「
征
服
戦
争
放
棄
」
の
「
平
和
宣
言
」
に
含
ま
れ
る
「
革
命
宣
言
」
の
論
理
に
転
換
し

一
七
九
二
年

北法55(4・42)1426 

展
開
す
る
こ
と
を
、
王
制
を
倒
し
(
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
言
う
「
徳
」
を
基
本
原
理
と
す
る
)
共
和
制
を
樹
立
し
、
そ
の
「
革
命
」
の
た
め

「
人
民
(
民
衆
)
」
の
「
力
(
蜂
起
)
」
に
依
存
(
非
合
法
に
)
し
た
以
上
、
囲
内
的
に
も
国
際
的
に
も
「
革
命
」
そ
し
て
「
共
和
制
の
原
理

(
鉛
)

と
し
て
の
徳
」
・
「
自
由
・
平
等
の
祖
国
愛
」
を
神
格
化
(
「
最
高
存
在
の
祭
典
」
)
し
、
そ
の
手
段
お
よ
び
帰
結
と
し
て
の
「
恐
怖
政
治
(
ギ

ロ
チ
ン
)
と
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
軍
」
(
い
っ
た
ん
、
ツ
l
ロ
ン
要
塞
攻
略
で
「
軍
事
的
名
声
」
を
え
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
軍
隊
に
依
存
す
る
よ

(
∞
伺
)

う
に
な
れ
ば
)
の
「
侵
略
戦
争
」
に
の
め
り
込
ん
で
行
く
悲
劇
と
惨
禍
は
原
理
的
・
実
際
的
に
不
可
避
的
で
あ
っ
た
(
逆
説
と
言
う
ほ
か
は

無
い
)
。
「
制
憲
議
会
」
時
代
に
一
七
九
O
年
五
月
の
「
侵
略
戦
争
放
棄
」
憲
法
の
も
と
で
、
ア
ヴ
イ
ニ
ヨ
ン
や
ヴ
ナ
サ
ン
伯
爵
領
に
つ
い
て
、

数
少
な
い
「
国
民
議
会
決
議
」
が
「
平
和
原
則
」
に
従
っ
て
併
合
を
拒
否
し
平
和
的
解
決
を
図
っ
た
時
に
も
、
革
命
を
起
こ
し
た
人
民
の
要

請
に
応
え
て
「
併
合
」
に
賛
成
し
て
い
た
ロ
ベ
ス
ピ
ェ

l
ル
は
、
「
開
戦
」
後
の
敗
戦
・
外
国
軍
の
侵
略
に
対
し
て
「
祖
国
防
衛
」
に
立
ち

上
が
っ
た
「
祖
国
愛
」
に
燃
え
る
「
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
」
・
「
銃
を
持
っ
た
市
民
」
の
武
力
が
勝
利
し
、
国
境
を
越
え
て

諸
外
国
に
お
け
る
革

命
に
よ
り
)
権
力
を
奪
取
し
た
人
民
の
切
実
な
要
請
に
応
え
て
「
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
に
併
合
」
を
要
請
し
て
来
た
場
合
(
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ

ン
ダ
、
ラ
イ
ン
左
岸
、
サ
ヴ
ォ
ァ
、
ニ

l
ス
等
で
の
)
革
命
軍
の
実
力
を
背
景
に
「
併
合
」
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ

i
ル
の
「
草
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命
の
論
理
」
か
ら
言
っ
て

(i
「
ジ
ロ
ン
ド
派
の
好
戦
的
武
力
に
拠
る
革
命
の
宣
伝
戦
争
」
と
一
線
を
画
す
る
反
「
侵
略
戦
争
」
の
立
場
に

(
問
)

立
ち
な
が
ら

l)
至
難
の
技
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、
「
共
和
二
年
の
サ
ン
キ
ユ
ロ
ッ
ト
」
の
市
民
を
鼓
舞
激
励
す
る
積
極
的
戦
争
賛
成
論
に

転
じ
た
と
す
ら
言
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
ロ
ベ
ス
ピ
エ

1
3、
「
一
切
の
征
服
と
諸
人
民
の
(
軍
事
的
)
解
放
政
策
の
駒
市
」

(
一
七
九
三
年
J

一
月
J

七
日
国
民
公
会
へ
の
報
告
、
翌
日
採
決
)
を
主
張
し
て
、
ジ
ロ
ン
ド
派
の
「
武
装
宣
伝
に
拠
る
自
由
の
十
字
軍
」

(

川

町

)

に
反
対
し
て
死
闘
を
展
開
し
、
彼
の
主
眼
が
「
諸
国
国
民
と
の
平
和
的
共
存
」
に
あ
っ
た
こ
と
を
再
評
価
・
強
調
す
る
史
家
の
見
解
を
見
逃

す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
権
力
闘
争
に
お
い
て
、
ジ
ロ
ン
ド
派
の
戦
争
論
と
戦
っ
て
彼
ら
を
断
頭
台
に
送
り
、
さ
ら
に
モ

ン
タ
ニ
ャ

l
ル
の
盟
友
ダ
ン
ト
ン
を
そ
の
「
宥
和
」
性
(
右
派
性
)

の
ゆ
え
に
ギ
ロ
チ
ン
に
送
り
、

エ
ベ

l
ル
派
を
そ
の
「
過
激
性
」
(
極

の
ゆ
え
に
処
刑
し
て
、
革
命
の
権
力
闘
争
に
お
け
る
権
力
を
独
占
し
「
恐
怖
政
治
」
体
制
を
完
成
し
ー
そ
の
人
民
(
民
衆
)
自
身

(
飴
)

の
「
共
和
制
の
徳
」
・
「
公
共
心
」
を
高
め
強
め
る
「
最
高
存
在
の
祭
典
」
を
実
行
し
て
教
育
(
訓
育
)
を
成
就
し
よ
う
と
考
え
た
頂
点
に

(
引
)

あ
っ
て

l
全
面
的
瓦
解
を
惹
起
し
た
の
で
あ
る
。
国
民
公
会
か
ら
「
独
裁
者
」
と
し
て
断
罪
さ
れ
、
逮
捕
さ
れ
、
断
頭
台
で
処
刑
さ
れ
る

の
最
後
の
実
力
と
し
て
期
待
さ
れ
た
「
人
民
」
(
そ
の
「
叛
乱
」
、
ジ
ャ
コ
パ
ン
憲
法
三
五
条
)
は
、
ダ
ン
ト
ン
の
処
刑
、
さ

左
性
)

が
、
「
革
命
」

ら
に
ロ
ベ
ス
ピ
エ

l
ル
を
ギ
ロ
チ
ン
に
か
け
る
に
際
し
で
も
、
発
動
さ
れ
な
か
っ
た
。
「
革
命
」
は
、
既
に
、
そ
の
実
力
的
担
保
者
を
、
「
人

(
幻
)

民
」
の
実
力
(
「
抵
抗
権
」
の
組
織
、
「
叛
乱
」
)
か
ら
「
ヴ
ア
ン
デ
ミ
エ
!
ル
将
軍
H
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
バ
ル
ト
」
の
「
軍
隊
」
に
移
転

し
て
い
た
。
こ
の
血
な
ま
ぐ
さ
い
革
命
の
権
力
闘
争
の
さ
な
か
に
あ
っ
て
も
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ

l
ル
の
反
軍
事
干
渉
戦
争
論
の

(
一
七
八
九
・

九
三
年
の
「
人
権
宣
言
」
の
基
盤
は
人
間
並
ハ
通
の
自
然
法
に
よ
り
全
世
界
の
人
々
に
共
有
せ
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
各
国
民
は
そ
の
よ
う
な
人

権
保
全
の
為
の
自
決
権
を
持
ち
、
強
固
の
「
国
家
的
利
益
」
や
外
国
軍
隊
の
干
渉
に
よ
っ
て
決
し
て
踏
み
に
じ
ら
れ
で
は
な
ら
な
い
と
言
う

(
川
町
)

論
旨
の
)
一
貫
性
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
と
思
う
。
ロ
ベ
ス
ピ
エ

l
ル
が
、
そ
の
失
脚
(
処
刑
)
直
前
(
一
七
九
四
年
、
テ
ル
ミ
ド
i

の
遺
言
と
も
言
う
べ
き
演
説
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
予
言
し
て
い
る
。

北法55(4・43)1427
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日
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説

「
(
戦
争
の
)
勝
利
は
、
野
心
を
強
化
し
、
倣
慢
を
目
覚
め
さ
せ
、
彼
の
輝
か
し
い
腕
に
よ
っ
て
共
和
国
の
墓
穴
を
掘
る
に
過
ぎ
な
い
。

我
々
の
軍
隊
が
国
王
た
ち
の
衛
星
軍
を
駆
逐
し
た
と
こ
ろ
で
、
も
し
我
々
が
公
的
自
由
を
破
壊
す
る
諸
悪
の
前
に
後
退
す
る
な
ら
、
何

に
な
ろ
う
か
。
革
命
の
夢
を
一
瞬
で
も
浮
動
し
た
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
、
貴
方
た
ち
は
軍
事
専
制
政
(
ぽ
母
宅
呂
田
B
m
E
E包
円
相
)
が

(
m
m
)
 

そ
れ
を
奪
取
し
、
ま
た
徒
党
の
首
領
た
ち
が
隷
属
化
さ
れ
た
国
民
代
表
を
覆
し
て
し
ま
う
の
を
み
る
で
あ
ろ
う
:
・
。
」

北法55(4・44)1428

ー記入
目岡

結
び
に
代
え
て
|
フ
ラ
ン
ス
革
命
憲
法
の

的
・
今
日
的
意
義

「
自
由
・
平
等
・
友
愛
」
と
「
平
和
」
宣
言
の
理
念
と
現
実
の
歴
史

〆-、

、ー・-'

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
「
人
権
宣
言
」
の
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
」
の
三
原
則
は
三
位
一
体
的
に
把
ら
え
ら
れ
、
今
日
フ
ラ
ン
ス
第
五

共
和
制
憲
法
に
お
い
て
(
第
二
条
四
項
)
「
共
和
国
の
標
語
」
と
し
て
規
定
せ
ら
れ
て
い
る
。
世
界
に
広
が
り
、
ま
た
何
周
も
し
て
影
響
を

与
え
た
こ
の
三
原
則
は
、
一
七
八
九
年
に
は
公
式
に
も
一
般
的
世
論
の
上
で
も
「
友
愛
」
原
則
は
明
示
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

が
、
「
実
質
(
実
存
こ
的
に
現
存
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
現
実
に
広
範
・
強
烈
に
「
革
命
の
人
々
」
を
変
革
・
創
造
的
行
動
に

(

川

間

)

走
ら
せ
た
「
情
熱
心
・
原
理
で
あ
り
、
「
祖
国
愛
・
パ
ト
リ
オ
テ
イ
ス
ム
」
と
呼
ば
れ
、
革
命
を
導
く
原
別
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
自
由
・

平
等
」
の
新
し
い
社
会
・
国
家
を
創
り
出
す
為
に
、
「
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
」
の
絶
対
君
主
制
・
貴
族
制
を
根
本
的
に
転
覆
し
て
「
革

命
」
を
実
現
す
る
人
々
の
連
帯
・
統
合
の
「
祖
国
愛
」
と
し
て
の
「
友
愛
」
で
あ
っ
て
も
、
既
得
(
旧
来
)
の
体
制
と
特
権
を
頑
固
に
保
守

す
る
「
反
革
命
」
の
人
々
と
の
聞
の
「
友
愛
」
で
は
(
人
類
普
遍
の
人
権
を
共
有
す
る
と
い
う
コ
ス
モ
ポ
リ
テ
イ
ス
ム
で
も
)
あ
り
え
な
か
っ

た
。
「
革
命
」
の
現
実
に
お
い
て
は
、
「
自
由
か
死
か
」
・
「
反
革
命
の
人
々
を
敵
」
と
し
生
命
を
賭
け
て
闘
う
ほ
か
な
く
、
国
内
的
「
暴
力
」

(
虐
殺
、
恐
怖
)
と
国
際
的
「
戦
争
」
(
殺
裁
、
破
壊
)
が
不
可
避
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
革
命
フ
ラ
ン
ス
の
国
際
的
原
理
と
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し
て
の
「
平
和
」
・
「
征
服
戦
争
放
棄
」
の
原
則
と
、
ど
う
関
連
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
」
と
く
に
「
友
愛
」
原

則
は
、
諸
国
民
相
互
間
の
「
友
愛
」
す
な
わ
ち
「
平
和
」
の
原
則
と
一
体
不
可
分
の
も
の
と
し
て
、
「
制
憲
議
会
」
に
お
い
て
憲
法
上
制
定

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
理
念
は
、
現
実
の
革
命
を
囲
む
複
雑
・
深
刻
・
な
状
況
の
中
で
、
微
妙
・
重
大
・

矛
盾
し
た
機
能
の
し
方
l
「
平
和
宣
言
」
が
「
人
権
宣
言
」
を
無
視
し
踏
み
に
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
「
革
命
」
を
突
き
進
め
る
方
向
に
展

開
し
た
こ
と

l
を
実
証
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
征
服
戦
争
放
棄
」
が
「
自
由
・
平
等
の
祖
国
防
衛
戦
争
」
以
外
の
侵
略
的
戦
争
を
放
棄
し

な
が
ら
、
「
自
由
の
武
装
的
宣
伝
戦
争
(
「
自
由
の
十
字
軍
」
こ
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
「
征
服
戦
争
」
に
実
際
上
展
開
す
る
、
岐
路
に
立
っ
た

一
七
九
二
年
四
月
二
O
日
の
国
民
議
会
(
「
立
法
議
会
」
)
の
対
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
「
開
戦
」
宣
言
で
あ
っ
た
こ
こ
と
を
、
改
め
て

指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
こ
の
ク
リ
チ
カ
ル
な
時
期
は
、
囲
内
的
に
も
国
際
的
に
も
「
旧
制
度
」
と
「
新
制
度
」
と
の
「
過

(
町
四
)

渡
期
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
「
開
戦
宣
言
」
は
、
「
限
定
」
可
能
な
旧
来
の
「
プ
争
」
を
楽
観
的
に
想
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
「
革
命
戦
争
」

(
町
四
)

の
論
理
が
「
無
限
定
(
絶
対
こ
的
な
戦
争
に
展
開
せ
ざ
る
を
得
な
い
リ
ァ
リ
ス
テ
イ
ク
な
予
測
に
よ
っ
て
「
反
戦
・
平
荊
」
を
主
張
す
る

思
想
と
対
決
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
、
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
日
一
、
こ
の
革
命
フ
ラ
ン
ス
の
「
宣
戦
布
告
」
が
な
さ
れ

た
以
上
、
「
平
和
の
う
ち
に
革
命
」
を
実
現
す
る
道
を
捨
て
、
爾
来
二
三
年
に
及
ぶ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
を
巻
き
込
む
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
時

代
に
、
一
潟
千
里
の
勢
い
で
突
入
さ
せ
「
革
命
戦
争
」
の
論
理
〔
自
由
・
平
等
の
名
に
お
け
る
戦
争
。
旧
・
新
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
制
度
と
の

(%) 

死
闘
(
「
絶
対
的
戦
争
」
)
〕
を
突
き
詰
め
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
や
や
長
文
に
な
る
が
、
我
々
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
優
れ
た
「
フ
(
M
m
)
 

ラ
ン
ス
革
命
史
家
」
の
関
連
講
演
の
結
論
的
示
唆
(
河
野
健
三
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
戦
争
と
平
和

l
-
七
九
二
年
を
中
心
に

l
」)

の
が
、

北法55(4・45)1429

を
引
用
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
は
決
し
て
当
時
の
課
題
で
あ
っ
た
『
国
家
と
戦
争
』
に
対
し
て
例
外
を
設
定
し
た

も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
す
。
革
命
も
ま
た
、
『
国
家
と
戦
争
』
の
論
理
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
深
く
浸
透
さ
れ
て
い
る
こ

「
こ
の
よ
う
に
見
て
き
ま
す
と
、



説
ヲIλ
員岡

と
が
分
か
り
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
は
確
か
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
打
ち
立
て
よ
う
と
し
た
巨
大
な
変
革
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
は
国
家
の
枠
を
こ
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
戦
争
を
廃
絶
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
永
続
的
な
シ

ス
テ
ム
と
し
て
機
能
し
、
独
裁
制
や
ボ
ナ
パ
ル
テ
イ
ズ
ム
に
呑
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
ま
た
そ
れ
が
国
際
間
の
平
和
と
両
立

し
て
戦
争
や
侵
略
を
防
止
す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
一
国
家
の
付
属
物
で
な
く

な
り
、
国
家
を
こ
え
た
市
民
の
運
動
ゃ
、
国
際
組
織
の
有
効
な
働
き
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
も
の
に
ま
で
成
長
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
う
い
う
条
件
を
充
た
し
た
の
が
二
O
世
紀
末
の
今
の
現
実
だ
と
思
い
ま
す
。
」

(
ニ
)
そ
の
よ
う
な
(
「
国
民
・
国
家
(
憲
法
)
的
)
「
条
件
」
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
そ
し
て
東
ア
ジ
ア
に
(
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
し
方
で
)

(
国
際
法
)
が
成
立
す
る
た
め
に
は
一
一
一
一
O
年
を
要
し
、
し
か
も

影
響
を
及
ぼ
す
た
め
に
四
O
年
以
上
一

O
O
年
を
要
し
、
国
際
的
枠
組
み

第
一
次
世
界
大
戦
の
大
量
殺
裁
と
破
壊
の
代
償
を
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
二
O
世
紀
は
、
さ
ら
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
惨
禍

を
蒙
り
、
「
核
兵
器
」
と
言
う
人
類
と
地
球
を
永
久
に
死
減
さ
せ
る
こ
と
の
出
来
る
手
段
を
発
明
し
使
用
す
る
に
い
た
っ
た
が
、
技
術
・
交

通
・
情
報
・
産
業
の
飛
躍
的
進
歩
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
い
う
「
条
件
」
を
人
類
は
指
導
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
な
い

ま
ま
に
、
二
一
世
紀
の
新
し
い
囲
内
的
・
国
際
的
・
地
球
的
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
確
か
に
、
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
」
と
「
平
和
」
の
理
念
と
原
則
を
打
ち
出
し
「
国
民
|
国
家
」
を
形
成
し
た
典
型
(W) 

(
「
理
想
型
」
、
言
わ
ば
「
光
り
」
)
で
あ
る
が
、
そ
の
「
欠
陥
」
・
「
限
界
」
と
代
償
(
「
闇
」
)
の
面
も
さ
ら
け
出
し
た
。
そ
の
「
社
会
革
命
」

と
し
て
の
「
劇
薬
」
の
「
痛
み
」
の
暴
力
と
恐
怖
と
虐
殺
と
戦
争
を
伴
っ
た
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
そ
の
後
「
社
会
民
主
主
義
的
意
味
」

(
鎚
)

で
の
「
社
会
連
帯

(
ω
o
E
邑
広

EnF色
相
)
」
と
「
社
会
権
」
の
理
念
の
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
」
の
三
標
語
が
、
憲
法
上
成
立
し
社
会
運
動

と
法
に
成
長
し
た
の
は
、
一
八
四
八
年
二
月
革
命
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
憲
法
・
社
会
運
動
・
法
的
慣
行
の
進
歩
を
背
景
に
、

「
友
愛
」
原
則
は
第
四
・
第
五
共
和
制
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
標
語
と
し
て
憲
法
の
明
文
上
確
立
し
、
さ
ら
に
「
憲
法
院
」
の
判
例
を
通
じ
て

jヒ法55(4・46)1430
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法
律
的
進
歩
が
加
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
と
同
時
に
「
国
民
国
家
」
主
権
を
超
え
る
「
国
際
平
和
」
機
構
(
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
)
を
着
実
に

構
築
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
「
征
服
戦
争
放
棄
」
「
平
和
宣
言
」
は
、
確
か
に
近
代
立
憲
主
義
・
国
際
平
和
主
義
の
歴
史
の
上
で
、
画
期
的
・

重
要
な
進
歩
を
粛
し
た
。
「
戦
争
の
違
法
化
」
と
「
軍
備
縮
小
」
へ
の
方
向
と
論
理
を
打
ち
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
為
、
上
記
の
二
つ

の
「
人
権
宣
言
」
と
二
つ
の
「
平
和
宣
言
」
〔
そ
の
四
つ
の
実
現
形
態
と
し
て
の
、

( 

) 

一
七
九
O
年
「
平
和
宣
言
」
、

一
七
九
二
年
「
開
戦
宣
言
」
、

一
七
九
三
年
ジ
ロ
ン
ド
憲
法
(
「
自
由
の
十
字
軍
宣
言
」
)
提
案
、

宣
言
」
)
〕
が
、
「
武
装
宣
伝
戦
争
」
(
旧
ジ
ロ
ン
ド
好
戦
派
)
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
へ
の
「
革
命
的
征
服
戦
争
」
(
「
軍
事
専
制
皇
帝
制
」
)
に
「
呑

み
込
ま
れ
」
て
ゆ
く
歴
史
的
現
実
を
厳
し
く
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
戦
争
と
軍
隊
に
突
破
口
を
見
出
し
奔
流
と
な
る
現
実
を

直
視
し
予
見
し
た
二
人
の
反
戦
・
平
和
の
革
命
の
指
導
者
(
パ
ル
ナ
l
ヴ
と
ロ
ベ
ス
ピ
エ

l
ル
)
が
い
た
こ
と
に
注
目
す
る
と
と
も
に
、
両

者
が
と
も
に
「
人
権
宣
言
」
を
守
り
、
さ
ら
に
進
め
よ
う
と
言
う
「
自
由
・
平
等
の
祖
国
」
の
建
設
と
確
保
と
言
う
大
義
(
「
目
的
」
)
の
為

に
(
穏
健
と
急
進
の
違
い
を
超
え
て
)
、
戦
争
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
諸
外
国
人
民
の
「
人
権
(
宣
言
)
」
を
根
こ
そ
ぎ
否
定
す
る
こ
と

一
七
九
三
年
ジ
ャ
コ
パ
ン

(
モ
ン
タ
ニ
ャ

l
ル
)
憲
法
(
「
内
政
不
干
渉

の
無
い
よ
う
に
す
る
為
に
、
広
い
連
合
を
組
織
出
来
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
う
「
平
和
革
命
」
(
「
人
権
と
法
を
尊
重
し

(ω) 

な
が
ら
革
命
を
実
現
」
す
る
)
選
択
肢
を
排
除
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
考
え
る
(
同
旨
、

J
.
ジ
ヨ
レ
ス
。
参
照
、

F
.
フ
ユ
レ
)
。

歴
史
家
の
大
多
数
は
、
こ
の
「
開
戦
の
可
避
性
」
を
認
め
な
い
に
し
て
も
、
「
今
の
現
実
」
か
ら
見
直
し
て
、
そ
の
理
論
的
可
能
性
を
無
視

し
て
は
な
ら
な
い
し
、
「
今
日
的
実
現
可
能
性
」
を
否
認
・
軽
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
考
え
る
。

1ヒ{去55(4・47)1431

(
四
)

一
七
九
二
年
の
「
開
戦
宣
言
」
の
後
、
既
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
「
征
服
戦
争
」
に
向
か
う
野
心
を
鋭
く
見
抜
い
た

I
.
カ
ン
ト
が
、

一
七
九
五
年
の
フ
ラ
ン
ス
と
プ
ロ
イ
セ
ン
の
講
和
パ

i
ゼ
ル

(
領
土
割
譲
)
条
約
の
欺
蹄
へ
の
「
異
義
・
申
し
立
て

(
根
本
的
批
判

-gzgE

E
5ロ
)
」
を
込
め
て
、
国
際
的
・
憲
法
的
枠
組
み
の
根
本
的
変
革
を
1

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
「
自
由
・
平
等
・
友
愛
」
理
念
の
基
本
に
そ
っ



説

て
i
「
、
水
遠
平
和
の
た
め
に
|
一
哲
学
的
考
案
|
」
を
出
版
・
発
信
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
理
念
を
(
そ
の
具
体
的
展

(
川
)

聞
の
し
方
の
現
実
を
直
視
し
つ
つ
)
合
理
的
に
再
構
成
し
、
理
念
に
向
か
っ
て
漸
進
的
に
変
革
す
る
「
高
次
の
リ
ア
リ
ズ
ム
」
を
創
造
し
た

世
界
的
著
作
で
あ
り
、
二
O
世
紀
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
継
承
・
具
体
化
し
、
国
際
連
盟
、
不
戦
条
約
、
国
際
連
合
に
組
織
化
さ
れ
る
理
論
的
一

支
柱
と
推
進
力
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
「
核
・
地
球
時
代
」
の
出
現
を
直
視
し
た
日
本
国
憲
法
の
戦
争
放
棄
・
戦
力
不
保
持
・
平
和
的
生
存

権
尊
重
の
平
和
主
義
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
「
人
権
宣
言
」
と
「
平
和
宣
言
」
の
|
カ
ン
ト
の
「
一
哲
学
的
考
察
」
の
コ
ベ
ル
ニ
ク
ス
的

再
構
成
を
経
た
|
思
想
の
直
系
の
一
つ
の
継
承
・
発
展
と
見
る
こ
と
が
出
来
、
国
連
憲
章
に
拠
り
つ
つ
さ
ら
に
憲
章
を
超
え
る
「
恒
久
世

(
削
)

界
平
和
の
為
に
」
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
、
本
稿
が
さ
ら
に
確
認
・
補
足
し
よ
う
と
努
め
た
。
「
朝
鮮
戦
争
」
「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
」
の
惨
禍
を
経

(
m
M
)
 

験
・
反
省
し
た
「
ア
メ
リ
カ
の
英
知
と
良
心
」
(
と
言
え
る

J
.
マ
ク
ナ
マ
ラ
)
が
、
「
核
廃
絶
、
戦
争
に
よ
る
殺
裁
の
リ
ス
ク
の
削
減
」
構

想
を
出
版
・
発
信
し
て
い
る
の
だ
が
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
が
、
「
テ
ロ
に
対
す
る
戦
争
」
を
宣
言
し
「
核
軍
拡
戦
略
(
切
冨
ロ
)
」
(
「
一
方
的
先

論

制
攻
撃
」
も
言
明
)
に
走
ろ
う
と
し
て
い
る
唯
一
の
「
超
軍
事
大
帝
国
」
に
、
日
本
国
政
府
・
国
民
は
支
持
・
追
随
す
る
だ
け
で
良
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
世
界
(
東
西
の
み
な
ら
ず
南
北
)
の
人
民
の
現
実
の
声
は
、
最
早
「
安
易
な
開
戦
宣
言
」
に
向
け
て
好
戦
的
軍
拡
に
押
し
流
さ

(

郎

)

(

問

)

れ
る
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
云
う
名
の
「
衆
愚
政
治
(
モ
ボ
ク
ラ
シ
l
)
」
な
い
し
「
大
衆
迎
合
主
義
(
悪
し
き
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
)
」
に
押
し

流
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
一
二
世
紀
の
(
思
い
も
よ
ら
ぬ
し
方
で
誘
発
さ
れ
得
る
)
世
界
的
「
南
北
戦
争
」
の
後

に
は
、
人
類
と
地
球
の
「
永
遠
の
平
和
」
と
い
う
名
の
「
死
滅
」
の
墓
場
し
か
残
ら
な
い
よ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

人
類
共
通
の
大
義
の
原
点
・
「
至
上
命
令
」
か
ら
、
そ
う
い
う
「
戦
争
の
惨
禍
が
再
び
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
決
意
」
を
も
っ
て
、

日
本
国
民
は
憲
法
の
理
念
と
原
則
と
法
規
を
制
定
し
、
五
O
年
以
上
に
わ
た
っ
て
維
持
し
、
二
一
世
紀
の
「
国
際
協
力
」
の
「
基
本
的
指
針

(
理
念
)
」
を
め
ざ
し
て
現
実
的
・
漸
新
的
に
進
み
う
る
か
が
、
今
問
わ
れ

と
法
的
歯
止
め
」
と
し
て
「
ポ
ス
ト
経
済
大
国
の
ヴ
イ
ジ
ョ
ン

て
居
る
。

北j去55(4・48)1432
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注
(
つ
づ
き
)

(
臼
)
前
掲
、
札
幌
日
仏
協
会
編
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
光
と
闇
』
、
一
九
九
七
年
、
一
四
七
i
一
五
一
ペ
ー
ジ
。

(
日
)
原
文
は
、
同
h
u
e伺
5
・
出

-
g
g
a
p
m
-
回
。

E
R
P
F
2
0当
間
同
町

E
5
5
2
-開
閉
目
玉

E
n
F
E
-
g
Z
Z
3
E
a
z
g
号

Z
H
U
S
E
B
ι
8
5
こ叶∞
prog--

3UM--u・
2
・
に
よ
る
。

(
制
)
前
掲
『
憲
法
の
現
代
的
課
題
|
宮
沢
俊
義
先
生
古
稀
記
念
』
(
一
九
七
二
年
)
所
収
、
と
く
に
一
七
一

l
二
二
六
ペ
ー
ジ
。

(
臼
)
深
瀬
忠
一
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
人
権
宣
言
を
巡
る
ラ
フ
ア
イ
エ
ッ
ト
と
ジ
ェ
フ
ァ

l
ソ
ン
」
、
「
戦
後
憲
法
学
の
展
開
!
和
田
英
夫
教
授
古
稀

記
念
論
文
集
』
、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
八
年
、
一
五
五
l

一
九
四
ペ
ー
ジ
。
問
、
「
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
研
究
序
説
(
四
)
、
北
大
法
学
四
O

巻
一
号
、
一
五
五
一
九
四
ペ
ー
ジ
、
特
に
論
文
末
整
理
集
約
の
多
元
的
人
権
思
想
・
草
案
の
起
源
、
参
照
。

(
印
)
上
記
「
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
研
究
序
説
(
一
)
会
乙
(
三
)
(
四
)
」
の
討
議
過
程
の
全
面
に
見
ら
れ
る
他
、
特
に
、
坂
上
孝
「
モ
ン
テ
ス

キ
ュ
!
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
」
(
前
掲
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
光
と
闇
』
、
二
八
1

四
九
ペ
ー
ジ
)
の
意
外
な
影
響
の
み
を
指
摘
し
て
お
く
。

(
町
)
「
ひ
と
り
フ
ラ
ン
ス
人
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
全
世
界
・
人
類
の
た
め
、
国
境
と
時
代
を
超
え
て
普
遍
的
な
意
義
と
影
響
力
を
持
ち
続
け
て

い
る
。
そ
の
す
ぐ
れ
た
普
遍
性
が
、
異
質
的
と
云
っ
て
よ
い
ほ
ど
違
う
個
別
的
特
性
を
持
つ
国
々
に
ど
う
い
う
反
応
、
影
響
を
与
え
た
か
」
と

い
う
基
本
的
「
視
座
」
か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し
た
。
上
記
「
人
権
宣
言
と
日
本
』
、
九
ペ
ー
ジ
、
一
八
八
l
一
一
一
八
ペ
ー
ジ
。
「
フ
ラ
ン

ス
革
命
の
光
と
閤
』
、

l
l
ぼ
ぺ

l
ジ
、
九
0
1
九
二
ペ
ー
ジ
。
し
か
し
、
「
フ
ラ
ン
ス
国
民
的
(
ナ
シ
ォ
ナ
ル
こ
な
特
色
と
限
界
に
つ
い
て
、

検
討
(
上
述
、

E
.
B
.
お
よ
び
特
に
「
革
命
思
想
と
平
和
論
の
結
合
・
ル
ソ
l
」
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
戦
争
放
棄
と
軍
備
撤
廃
の
底
思
想
史

的
研
究
(
こ
」
、
前
掲
書
、
一
五
一
!
一
七
二
ペ
ー
ジ
、
参
照
)
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
拙
稿
「
『
愛
国
』
と
信
仰
」
、
独
立
教
報
(
二
O

O
四
年
)
、
所
収
予
定
、
参
照
。

(
伺
)
上
記
「
ラ
フ
ア
イ
エ
ッ
ト
と
ジ
ェ
フ
ァ

l
ソ
ン
・
:
」
一
五
五
ペ
ー
ジ
。
仏
宣
言
で
は
「
所
有
」
が
強
調
さ
れ
、
米
宣
言
に
お
け
る
「
幸
福
追

求
」
(
日
本
国
憲
法
第
一
三
条
に
影
響
)
と
は
異
な
る
。

(
的
)
「
ピ
ル
ニ
ヅ
ツ
宣
言
」
(
後
掲
訳
文
参
照
、
遅
塚
忠
賜
教
授
の
関
連
問
題
に
つ
い
て
の
教
示
に
深
謝
す
る
)
の
原
文
は
、

F
g
n
F
F
S
E
5
p

。。n
z
B
S
Z
3∞唱
'
E
4
a
-
Z
』・
ζ
・.HaZOB官
同

O
P
O
H沙
門
仏
@
円
唱
ム
∞
七

-
5十戸。凶・

(
叩
)
〉
『

n
z
g
乙
v
h
E
m
g
g雷同
BPo-ynu--FhFM・
-
m
M
O
R
ユニ
J3N'問
団

-M
コ(ME'N
コ)

(η)
深
瀬
忠
一
「
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
光
と
関
」
に
学
ん
で
!
日
本
国
憲
法
の
平
和
の
理
念
と
そ
の
実
現
の
仕
方
に
つ
い
て
思
う
!
」
、
前
掲
『
フ

北法55(4・49)1433



説論

ラ
ン
ス
革
命
の
光
と
関
』
(
一
九
九
七
年
)
、
一
八
0
ペ
ー
ジ
の
判
定
で
、
既
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
を
、
補
足
す
る
。

(η)
深
瀬
忠
一
、
前
掲
「
戦
争
放
棄
と
軍
備
撤
廃
の
法
思
想
史
的
研
究
(
こ
」
、
一
八
二
|
一
八
八
、
二
一

0
1
一
二
四
ペ
ー
ジ
。

(
刀
)
深
瀬
忠
一
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
戦
争
と
平
和
の
一
断
面
1

パ
ル
ナ
l
ヴ
と
ロ
ベ
ス
ピ
ェ

l
ル
の
平
和
・
反
戦
論
の
今
目
的
意
義
」
小

林
直
樹
教
授
古
稀
記
念
「
憲
法
学
の
展
開
』
(
一
九
九
一
年
)
、
三
八
五
ペ
ー
ジ
。

(
日
)
「
ピ
ル
ニ
ツ
ツ
宣
言
」
の
原
文
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
発
表
さ
れ
た
「
ら
し
く
」
、
前
掲
注
(
回
)
の
「
イ
ギ
リ
ス
出
版
の
史
料
集
」
に
出
て
い
る

が
、
「
F
向。
5
5
2
2
品
開
冨

-
z
n
o
g
g
q〉
吋
宣
明
」
と
い
う
「
意
味
不
明
瞭
な
言
葉
」
が
あ
る
が
、
こ
の
玄
。
5
5
2
と
は
、
「
内
。
呂
田
町
内
庁
間
半
2
2
8

の
こ
と
の
よ
う
で
」
‘
ド
イ
ツ
語
の
史
料
(
者
-
Z間
宮
〆

m
2
0
-
5
2
5
N
a個
師

E
S
E
p
g
r
H
a
n
y
コ
事
ム
司
少
切

SE--。∞ド∞-ZAF)
に
そ
う

引
用
さ
れ
て
い
る
、
と
教
示
を
受
け
(
遅
塚
教
授
よ
り
)
た
の
で
、
そ
う
邦
訳
し
た
。

(
万
)
一
七
九
一
年
に
「
主
戦
論
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た
ジ
ロ
ン
ド
派
の
ブ
リ
ッ
ソ
l
の
演
説
に
つ
い
て
」
、
「
早
い
時
期
の
も
の
と
し
て
、
ジ
ヤ
コ
パ

ン
・
ク
ラ
ブ
で
お
こ
な
っ
た
演
説
の
後
半
で
」
、
「
国
王
を
裁
判
に
か
け
る
と
列
強
の
干
渉
を
招
く
と
い
う
議
論
に
対
し
て
、
戦
争
を
恐
れ
る
こ

と
は
な
い
と
い
う
強
気
の
弁
舌
を
ふ
る
っ
て
お
り
、
戦
争
を
甘
く
見
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
」
(
遅
塚
書
簡
)
o
E
E
g
a
gユ
回
心
5
8
8
号

聞
望
。
弓
回
二
四

8-
宮
g
m
R伺吉加
mr
司
3
ロ
OEn
和主唱〉由明白
B
Z和
白
色
町
田
〉
ヨ
U
品
目
宮
内
。
口
出
E
Z
E
C
P
同VR
』・同
Y

切口明日。
F

』刊呂』
E
2
2
コ
2
・℃・
-

E

凶

-zaMJ戸

(
花
)
∞

2
5
色
向
者
同
ヨ
ロ
-m
の
「
最
も
有
名
な
主
戦
論
の
ア
ジ
テ
l
シ
ヨ
ン
」
と
し
て
、
立
法
議
会
で
の
演
説
記
録
が
あ
る
O

〈
・
〉
『

nFza-M白同'

-
n
B
g
E『240目M
・
E-岨同・凶
a-ZNO円
四

bn伺同国
σ『伺】吋唱】唱
-M
・
8
0
'
E
N・

(
打
)
戸

g
n
g怠
E
5虫
色
m
g
F
8
8
8・
nx・
喝

-E-

(
刊
日
)
拙
稿
「
戦
争
放
棄
と
軍
備
撤
廃
の
法
思
想
史
的
研
究
(
ご
」
、
前
掲
書
、
一
八
九
|
一
九
O
、
一
九
四
ペ
ー
ジ
。
前
掲
注
(
苅
)
の
「
立
法

議
会
」
演
説
。

(
叩
)
戸
開
聞
の

sszzoロニ
m
g
明『
S
8
J
8・2
f
司・己

(
加
)
河
野
健
二
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
戦
争
と
平
和
」
、
前
掲
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
光
と
闇
』
、
九
九
l
一
0
0
ペ
ー
ジ
に
、
「
モ
ン
タ
l
ニユ

派
の
人
権
宣
言
と
憲
法
」
の
意
義
に
つ
い
て
の
見
解
が
見
ら
れ
る
。

(
剖
)
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
戦
争
と
平
和
の
一
断
面

l
パ
ル
ナ
1
ヴ
と
ロ
ベ
ス
ピ
ェ

l
ル
の
平
和
・
反
戦
論
の
今
日
的
意
義

l
」
、
前

掲
『
小
林
古
稀
・
憲
法
学
の
展
望
』
、
三
八
五
1

三
九
二
ペ
ー
ジ
。

(幻

)
E
a・
司
・
凶
$
'
這
一

北法55(4・50)1434



フランス革命における自由・平等・友愛と平和原則の成立と近代憲法的(今日的)意義

(
幻
)
遅
塚
忠
栴
「
革
命
戦
争
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
へ
」
、
専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
月
報
、
一
八
八
号
(
一
九
九
九
|
四
)
は
、
広
い
視
野
か

ら
の
鋭
い
洞
察
を
示
す
。
後
に
触
れ
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
か
ら
近
代
・
現
代
戦
争
の
「
全
体
戦
争
化
」
へ
の
路
を
進
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、

例
え
ば
、
】
-C-zm円
E
8
5
a
m
E
宮町『
8
8
E
P
内。
-
5・
3
S
(前
掲
拙
著
『
戦
争
放
棄
と
平
和
的
生
存
権
』
、
一
八
l
二
一
、
四
七
1

五
八
ペ
ー

ジ
)
等
、
参
照
。

(
制
)
少
な
く
と
も
、
憲
法
・
国
際
法
思
想
史
上
、
特
筆
に
値
す
る
影
響
力
を
残
し
た
。

(
出
)
前
掲
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
戦
争
と
平
和
の
一
断
面
」
、
三
九
二
l
四
0

0
ペ
ー
ジ
。
特
に
、
。
・
豆
町

zcp
列
。
官
名
5
5
2
E
m
E
n
s

み
さ
z
z
c
=
5
5
(コ
主
コ
沼
)
・

3
3
.
の
み
を
挙
げ
て
お
く
。

(
部
)
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
の
「
最
高
存
在
』
と
信
教
の
自
由
に
つ
い
て
」
、
北
村
一
郎
編
『
山
口
俊
夫
先
生
古
稀
記
念
・
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

法
の
展
望
』
、
一
九
九
八
年
、
四
O
七
回
二
二
ペ
ー
ジ
。

(
訂
)
前
掲
拙
稿
(
剖
)
、
三
九
四
|
三
九
七
ペ
ー
ジ
の
ロ
ベ
ス
ピ
ェ

l
ル
の
論
点
を
ま
と
め
た
。

(
槌
)
桑
原
武
夫
編
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
』
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
年
、
三
二
0
ペ
ー
ジ
、
参
照
。

(
的
)
円
円
〉

-rgロ
f
z
z
g
Z
E
o
n
g官
民

E
a
g
-
-
g
H
H
-
r
Dを
お
EF--3
己・

(
叩
)
前
掲
拙
稿
(
剖
)
、
三
九
九
l
四
0
0
ペ
ー
ジ
、
引
用
。

(
引
)
柴
田
三
千
雄
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
独
裁
」
、
前
掲
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
光
と
閤
』
、
一
五
三
1

二
ハ
六
ペ
ー
ジ
、
の
優
れ
た
構
造
的
解
明
を
み

ょ
。
な
お
、
遅
塚
忠
賜
「
ル
ソ
l
、
ロ
ベ
ス
ピ
ェ

l
ル
、
テ
ロ
ル
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
」
、
同
書
、
一
一
九
1

一
四
六
ペ
ー
ジ
の
明
解
な
分
析
も
参

照
。
そ
も
そ
も
、
近
代
の
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
始
ま
り
、
そ
の
延
長
の
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
征
服
戦
争
」
の
敗
退
は
ス
ペ
イ

ン
の
「
ゲ
リ
ラ
戦
争
」
の
敗
北
に
始
ま
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
日
中
・
太
平
洋
(
一
五
年
)
戦
争
の
敗
戦
の
始
ま
り
も
、
日
中
戦
争
の
「
ゲ
リ
ラ

戦
」
の
泥
沼
的
敗
北
に
よ
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
一
言
し
て
置
く
。
日
本
国
憲
法
の
戦
争
放
棄
原
則
は
、
「
現
代
戦
争
」
の
「
テ
ロ
・
ゲ
リ
ラ
戦
」

を
含
め
た
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
「
戦
争
」
放
棄
だ
か
ら
で
あ
る
。

(
位
)
前
掲
桑
原
編
(
槌
)
、
三
二

O
、
三
二
四
ペ
ー
ジ
。
我
が
国
の
「
万
狩
り
」
、
「
廃
万
令
」
の
史
実
お
よ
び
憲
法
の
軍
備
撤
廃
原
則
や
国
連

2
8
の
武
装
解
除
と
の
対
比
・
検
討
(
拙
稿
あ
り
)
を
要
す
る
。

(
幻
)
。
・

ζ
E
E
p
a
-
a
F
e
司
-
u
u
a
z
p
の
引
用
に
よ
る
。
前
掲
拙
稿
(
創
)
、
三
九
九
ペ
ー
ジ
。

(
似
)
「
-o
宝
口
町
一
司
自
門
官
官
ロ
g
s
m
g刊
誌
刊
日
四
日
開
回
目

U
E
Z
5
5
E
E
E
F口町田

G
g
g
F
2
5
0言
。
可
・
」
と
い
う
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
古
典
的
定
義
に
よ
る

北法55(4・51)1435 



説論

(
冨
。
国
同
町
田

A
g
-
u
z
.
g吉
E
g
S
F
-芝
-zrnF8・
f

。EE
-
-
z
p司・
M
W
)

。

(
町
)
遅
塚
忠
焼
、
「
革
命
戦
争
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
へ
」
前
掲
(
幻
)
が
、
一
七
九
二
年
に
始
ま
る
革
命
戦
争
が
「
有
限
戦
争
」
か
ら
次
第
に
性

質
を
変
え
、
一
七
九
三
年
、
特
に
ル
イ
一
六
世
の
処
刑
以
後
、
限
り
の
な
い
「
無
限
戦
争
」
に
転
化
し
、
後
に
「
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
イ
ツ
ツ
の
絶
対

的
戦
争
」
論
と
な
る
こ
と
を
透
視
し
て
い
る
。
日
本
の
日
清
・
日
露
戦
争
は
有
限
戦
争
だ
っ
た
が
、
そ
の
有
限
戦
争
の
経
験
し
か
な
い
日
本
が
、

第
二
次
世
界
大
戦
の
泥
沼
に
ひ
き
ず
り
こ
ま
れ
た
日
本
人
に
と
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
に
か
け
て
の
、
有
限
戦
争
か
ら

無
限
戦
争
に
転
化
す
る
状
況
の
認
識
に
、
問
題
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

(
伺
)
前
掲
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
光
と
閤
』
、
一

0
0
ペ
ー
ジ
。

(
肝
)
遅
塚
忠
拐
の
「
社
会
的
デ
モ
ク
ラ
シ
」
の
先
駆
と
し
て
位
置
付
け
る
発
言
に
つ
い
て
、
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
光
と
関
』
、
一
四
四
1

一
四
六
ぺ

l

ジ
。
同
著
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
』
(
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア

l
新
書
、
二
O
O
一
年
)
の
「
劇
薬
」
の
陣
営
が
キ
ー
ワ
ー
ド
。

(
伺
)
中
村
陸
男
『
社
会
権
法
理
の
形
成
』
有
斐
関
、
一
九
七
三
年
、
参
照

ou-
∞2
m
mき
頃
告
-
a
q目
y
u
S
以
下
で
、
社
会
連
帯
問
。

E
E
8
思
想
・

実
定
法
と
し
て
の
形
成
・
発
展
を
あ
と
づ
け
、
再
考
し
て
い
る
。

(的
)
F
.
フ
ユ
レ
、
大
津
真
作
訳
、
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
考
え
る
』
(
岩
波
書
底
、
一
九
八
九
年
)
、
一
一
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

(
間
)
「

z
z
q
お白

-zs」
と
は
〉
・
ω
ピ
ロ
昨
教
授
が
者
・
者
己
目
。
ロ
の
平
和
思
想
へ
の
評
言
で
あ
り
、
「
よ
り
先
見
性
が
あ
り
、
窮
極
的
現
実
に
よ
り
合

致
し
、
共
通
の
人
類
的
実
践
理
牲
に
基
づ
き
、
長
期
的
承
認
を
か
ち
と
っ
て
現
実
化
す
る
可
能
性
が
よ
り
強
い
が
故
に
、
「
高
次
」
で
あ
る
「
現

実
主
義
」
を
指
す
」
(
拙
稿
「
は
し
が
き
」
・
『
恒
久
世
界
平
和
の
た
め
に
』
九
、
二
六
ペ
ー
ジ
)
。
水
島
朝
穂
「
理
念
な
き
改
憲
論
よ
り
、
高
次

の
現
実
主
義
を
」
、
論
座
、
二
O
O
四
年
三
月
号
、
一
八
四
l

一
九
一
ペ
ー
ジ
。
こ
の
「
高
次
の
現
実
主
義
」
は
、
世
紀
と
世
代
と
国
境
を
超
え

て
生
き
続
け
て
い
る
。

(
山
山
)
深
瀬
忠
一
、
杉
原
泰
雄
、
樋
口
陽
一
、
浦
田
賢
治
編
『
恒
久
世
界
平
和
の
為
に
1

日
本
国
憲
法
か
ら
の
提
言
』
、
効
草
書
房
、
一
九
九
八
年
、

の
三
五
名
の
全
図
的
学
際
共
同
研
究
の
成
果
が
あ
る
。
ま
た
、
一
九
四
六
・
七
年
の
日
本
国
憲
法
・
教
育
基
本
法
が
「
核
・
地
球
時
代
の
法
・

教
育
の
起
点
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
堀
尾
輝
久
、
『
地
球
時
代
に
お
け
る
教
育
の
課
題
1

教
育
基
本
法
の
改
定
問
題
を
考
え
る
』
(
平
和
文

庫
一
五
)
二
O
O
二
年
。
二
一
世
紀
に
向
け
て
の
展
望
に
つ
い
て
、
功
万
達
朗
『
国
際
機
構
の
変
遷
と
進
化
の
兆
し
|
国
連
と
市
民
社
会
組
織

の
役
割

l
』
(
平
和
文
庫
一
七
)
二
O
O
四
年
、
参
照
。

(
問
)
戸
∞

-
z
n
Z富
岡
田
『
同
特
』
・
0
・呂田明

Fftさ
明
。
=
〆
。
吉
田
ヤ

mm含
ng加
各

o
g
r
a
n
cロ
E
R
E
-
-
F
a
-
g
s
n
a
a
g
Z
Z口
同
宮

N
Z
n
S
E
Q
-
E
E
n
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フランス革命における自由・平等・友愛と平和原則の成立と近代憲法的(今日的)意義

〉一
R
a
g
-
M
O
O
-
-年
が
、
「
恐
怖
の
ア
メ
リ
カ
」
に
代
え
て
「
希
望
の
ア
メ
リ
カ
」
を
代
表
す
る
一
書
。

(
問
)
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
的
現
代
憲
法
学
(
深
瀬
忠
一
「
フ
ラ
ン
ス
の
公
法
学
の
第
一
人
者
ジ
ヨ
ル
ジ
ユ
・
ヴ
デ
ル
教
授
の
貢
献
」
ジ
ユ
リ
ス

ト
二
O
O
三
年
九
月
一
五
日
号
、
二
ハ
六
l

一
七
三
ペ
ー
ジ
)
及
び
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
建
設
」
を
背
景
に
、
二
O
O
三
年
二
月
、
ド
ビ
ル
パ

ン
仏
外
相
が
国
連
安
保
理
事
会
に
於
い
て
国
連
の
立
場
か
ら
「
イ
ラ
ク
戦
争
反
対
・
平
和
」
を
主
張
し
た
こ
と
を
、
見
落
し
て
は
な
る
ま
い
。
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SUMMARY OF CONTENTS 

La formation des Principes de Liberte， Egalite， Franternite et Paix 
dans la Revolution francaise， et leurs Significations 
constitutionnelles historiques ainsi que d' aujourd'hui 

Tadakazu FUKASE* 

1. Dans la Revolution francaise (1789-1794)， Ia devise des principes de Liberte， 

Egalite， Fratemite n'a ete ni publiquement ni officiellement exprime巴etemployee. 

Pourquoi?入cetteepoque d巴bouleversementradical pour changer “I'ancien regime" 

afi n de creer“un nouvel Etat-Nation de Liberte et I宅aliteぺiln'y avait en realite pu 

avoir la Fratemite entre les revolutionnaires et les anti-revolutionnaires (monarchistes， 

aristocrates). C'est pourquoi pour les hommes de la revolution， on s'est ecrie:“Liberte 

et Egalite ou mourir!" (avec un sens menacant")， contre les anti-revolutionnaires qui 

voulaient a tout prix garder“l'ancien regime". Entre ces d巴uxcamps， il n'y avait 

presque pas“la Fratemite ou la Paixぺmaisdes rapports reciproques d “Ennemis"， des 

massacres， guiIIotines， queπes civiles et exterieures， inevitables (dit-on). 

Mais，cette etude ne conclue pas que l'absence du mot de Fratemite ne signifie point 

l'inexistence reele et dynamique du troisieme principe de la devise de la Revolution 

francaise. C' etait“l' amour de la Patrie， ou Patriotisme"，“consubstantiellement lie avec 

les deux principes Liberte et Egalite" (M. BORGETTO). Historiquement et theolique-

ment， la notion de la Fratemite a revetu des deux caracteres， cosmopolite et universel 

d'une part (majoritaire au 18eme siec1e)， et specifiquement national et仕ancaisde 

ホProfesseurhonoraire de l'Universite de Hokkaido 
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I'autre (fortement influence par J. 1. Rousseau) qui a remporte l'opinion predominante 

sur le cosmopolitisme. 

II. La Constitution francaise du 3 septembre 1791 a statue， pour la premiere fois 

dans l' histoire constitutionnelle du monde， le principe de“la renonciation a la guerre 

de conquete" (qui a ete proclame par l' Assemblee“Constituante" de la Revolution 

仕ancaise，le 22 mai 1790). Cette“Declaration de Ia Paix"; pour queIle raison a-t-eJIe 

ete decidee， et comment a-t-elIe fonctionne? Dans la realite extremement bou-

leversante et complexe， cette etude a analyse Ies 4 Declarations constitutionnelles 

sUIvantes: 

① LaDel削 tionde la paix (renonciation a la guerre de conquete) du 22 mai 1790， 

apres devenue la Constitution du 3 septembre 1791. 

② La Declaration de guerre contre Ie roi d' Autriche， du 20 avril de 1792. 

③ La Decl訂ationde“croisade d'une Iiberte universelle" du projet de la 

Constitution girondine des 15-16 feverier 1793. 

④ La Declaration de 1a paix (non-intervention dans le gouvemement des autres 

nations) de Ia Constitution jacobine (montagn副 e)du 24 juin 1793 

Pendant ces temps， Ia Revolution republicain巴 du10 aout 1792 a renverse“la 

monarchie constitutionnelle" de 1791， la France ne restait pas moins sous le principe 

constitutionnel forrnel de“renonciation a la guerre de conqueteぺquia fonctionne 

mal dans les realites changeantes; les 4 declarations ci-dessus ont demontre 

bien le fonctionnement reel du principe constitutionnel pacifique. 

La forrnule (tendence) de Declaration de la paix①， il s'agit de la Revolution (une 

grande reforrne) de Ia Liberte et Egalite pratiquement， sans doute， realisable par les 

moyens non-militaires et sans guerre civile et exterieure sous une monarchie 

impartiale， nationale et constitutionnalisee (Turgot， Necker， Vergenne， Barnave). Mais 

la fuite manquee de la famille royale au mois de juin 1791 a desillusionne la Nation 

d'une maniere presque i凶 parable.Mais c'etait Barnave qui s'est efforce de surrnonter 

cet obstacle de la p副xpar faire adopter dans “la Constituante" la Constitution du 3 

septembre 1791 qui a proclame le principe de renonciation a la guerre de conquete. 

La Declaration de guerre contre l' Autriche de la forrnule②n'伯 itpas du tout celle 

de la paix①malgre sa facade， mais c'etait a la verite le commencement vers la “guerre 

de conquete" (i吋uste)finalement napoleonienne. Les forces extremement complexes 
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et contradictoires (revolutionnaires， anti-revolutionnaires， belliqueuses， guerrieres et 

militairement trop optimistes..) qui ont pousse (ayant ete provoquuees par la 

Declaration de Pilnitz) la gu巴rre，ne pouvant penser a nier， du moins theoriquement， 

“I'inevitabilite" (I'opinion predominante par les historiens de la Revolution francaise， 

excepte J. Jaures，.) de la guerre declanchee preventivement par la France r，ふ

volutionnaire (malgre ses causes critiques justifiables). 

La Declaration de“Fraternite" girondine (novemble 1793)③ n'est qu'un manifest巴

d'une“propagande armee de la liberte" dont le detail est exprime dans I巴proJet

constitutionnel girondin de fevrier 1793. ElIe n' etait point pacifique， mais au contraire， 

c'etait la declaration d'une guerre revolutionnaire contre tous les pays monarchiques 

de l'Europe. La route envers Napoleon etait deja la. 

La Declaration de la p創 X④， e口市 alitemo巾lIevis-a-vis de la formule③， etait a 

la fois I'aめbo佃u山t白1凶附s

dans I巴 nouveaur尚eg引imer，託epub凶li比ca制infl台rancm凶s.Paradoxalement en realite la guerre 

exterieure et la peur interne de la Revolution francaise continuent et s巴developpent.

Qu'est ce que cette etude en conclura-t-elIe? 

m. Avant d'arriver a conc1ure， elle reflechit bien encore une fois sur les 2 
exemples de I'idee et la vie， modere et radical， du point de vue de la paix 

anti-guerriere: 

1) Barnave， modere mais sincerement revolutionnaire et pacifique. Le dirigeant-

heros dans l' Assemblee Nationale Constituante en 1790， mais iIlustre comme Janus en 

deux faces pour le p巴upleet pour le roi en 1792. Barnave a lutte contre la guerre 

eclatee d'avril 1792，巴nvue de sauver l'affermissement d'une nouvelle Nation fondee 

sur la Lib巴rteet I'Egalite. Pour arreter la grandiloquence et la belIiqueuse agitation 

notamment girondines， car la gue汀edetruira fondamentalement“les droits naturels et 

imprescriptibles de I'homme" (dont la conservation etant la cause elIe-meme de de 

I'Etat-Nation nouvelIement ne et encore fragile)， il a insiste sur la paix indispensable 

pour sauver la Revolution par la Constitution liberaIe ainsi que la monarchie 

constitutionnelIe. Il a les idees pacifiques de renonciation a la guerre de conquete pour 

eviter la guerre contre les pays monarchiques europeens. 

2) Robespie汀'e，fort radicalement revolutionnaire et republicain， mais， au fond， 

pacifique， notamment contre la g 

E
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miIitairement， politiquement， psycologiquement et economiquement (jamais au profit 

d'“assignat")， envers le peuple. La guerre favolisera les forces anti-revolutionnaires 

interieures， pour renforcer le pouvoir executif， l' aristocratie， au detriment du Parlement 

ou la passion guerriere obIigera le silence des critiques raisonnables， et le civisme des 

cltoyens en sera coπompu. Personne n'aimera jamais les“missionaires armesぺetla 

Declaration des droits ne sera repandue a l' exterieur que“progressivement" et ses 

“paisibles conquetes" seulem巴ntrealisables. La guerre provoquera“le despotisme 

militaire". 

Notre reflexion sur la paix de la Revolution francaise consiste en c巴la:il etait 

extremem巴ntdifficile， dans la realite revolutionnaire， de faire se raIlier ces deux 

dirigeants modere et radical， mais il n'est pas exclu de penser， du point de vue 

theorique d'aujourd'hui， a federer une large union de la pωx contre la declaration de la 

guerre du pouvoir girondin， un declenchement de guerre revolutionnaire， na-

poleonienne (“despotisme militaire") et generalisee dans toute l' Europe， car la cause 

commune entre ces deux hommes d'Etat etait de sauver et faire progrssser 

paisiblement le respect de la Declaration des droits de I'homme (1789-1793) a 

r巴xterieurainsi qu'a I'interi巴urde l'Etat-Nation de Liberte et Egalite. 

N. La conclusion de notre presente etude pouπait se resumer dans les points 

suivants historiquement et en prospective. 

1) La devise des principes de Liberte， Egalite， Fraternite n' etait pas formee dans 

la Revolution francaise， mais au lieu de cela， si I'on veut dire， c'etait“Liberte， Egalite， 

Patrie" (“consubstentieIlement liees"). Une fois declaree la guerre revolutionnaire 

contre I'Autriche monarchique absolutiste en 1792 par le pouvoir girondin appuye des 

forces contradictoires belliqueuses， la guerre n'a pu se limiter dans le principe de 

“renonciation a la guerre de conqueteぺmaiss' est detournee dans la guerre de 

conquete napoleoni巴nnequi a devaste toute I'Europe pendant 23 ans. L'eminent 

historien， K. KAWAN 0 (Univ. Kyoto)， a conclue: 

“La Revolution francaise etait certainement une grandiose entreprise de former une 

democratie. Mais pour qu巴lademocratie fonctionne comme systeme durable， qu'eIl巴

ne soit engloutie ni dans la dictature ni dans le bonapartisme， et qu'elle puisse coexister 

avec la paix internationale dont la capacit 
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soutenue par les mouvements de citoyens sans frontiers ainsi que par Ies actions 

effectives des organes intemationaux. C、estjustement Aujourd'hui a la fin du 20eme 

siecle que ces conditions sont assez realisees.". 

2) C'est 57 ans apres en 1848， que le Gouvemement a proclame officiellement 

comme Devise nationale“Libe目e，Egalite， Fratemite" (influencee par I'idee de 

democratie sociale ou socialiste de“solidarite sociale")， et c' est encore 130 ans 

ulterieurs， apres les Iere et lIeme Gue汀巴smondiales， que la trilogie de Devise a ete 

etablie dans les Constitutions de la IVeme et Veme Rpublique francais巴

C'est apres ces deux catastrophes mondiales que le恥10nd巴acree la Societe des 

Nations (inspiree par 1. Kant， proposee par W. Wilson)， le systeme de renonciation a la 

guerre (traite de Briand-Kellogg)， et l'Organisation des Nations-Unies. Mais la Charte 

de celle-ci n' a prevu point du tout“I'avenement des armes nucleaires". C'est， 

envisageant celui-ci， que la Constitution japonaise a proclame， dans ses Preambule et 

Article 9，“la Renonciation a toutes sortes de guerre (conflits militaires) et 

l' interdiction des armees". 

Cette Constitution de la paix est un descendant du principe de renonciation a “la 

gueηe de conquete" de la Revolution francais巴， a la fois base sur l' enseignement des 

pensees de Bamave (respect et coexist巴ncemultinationaux de differentes nations) et de 

Robespiere (contre“le despotisme militaire" en vue de“propagande armee de 

Liberteぺmaispour“une conquete paisible" des principes revolutionnaires)， tous les 

deux ayant la grande cause de realiser 1巴respectde “la Declaration des Droits de 

I'Homme" naturels et impresctibles 

La Constitution francaise de 1946， aussi pour“I'imperatif de I'Humanite et pour 

eviter l' apocalypse a l' age nucleaire et planetaireぺaproclame dans son Preambule 

alinea 15 le nouveau principe de la Paix:“Sous reserve de reciprocite， la France 

consent a la limitation de la souverainete， necessaire pour I'organisation et la defense 

de la paix". C'est le point de depart de l'organisation europeenne progressive， et 

mondiale au 21eme siecle， tandis que dans l'Extreme Orient le Japon qui s'efforce， 

faute de mieux， unilateralement. Mais le Japon a une vision， etant suggere par 

l'exempIe de I'U. E. a ¥'avenir， d'agir r己ciproquementaux services de la Paix asiatique 

(de Nord-Est) et mondiale， non s巴ulementpour“I'interet nationalぺmaisaussi pour 

“I'interet de ¥'Humanite". 
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